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　ギシリギシリと軋きしみをあげて、夕暮れの都大路を網あ代じろ車がゆっくりと曲がっていく。

　その揺ゆれを感じながら、雅まさ雪ゆきはすいっと檜ひ扇おうぎを持ちあげた。牛ぎつ車しやのうしろにかかった簾すだれをわずかに押しあげ、できた隙すき間まから外をうかがう。

　薄はく暮ぼの迫せまる景け色しきの中、角から顔をのぞかせた人ひと影かげに雅雪は目を細めた。そのままむかいに座す朱あけ貞さだに顔をむけると、小さく頷うなずいた。

「やっぱりか……」

　外よりなお暗い車内ではろくろく顔も見えないが、動きで察したのだろう。苦く笑しよう混じりの声が返った。

「内大臣さまもなかなかどうして仕事が早い」

「あの晩、家人たちにこの網代車を見られていますから」

　疑われるのは当然のなりゆきだ、とあきらかにこちらをつけてくる人影を再度一いち瞥べつしたあと、雅雪は檜扇をおろした。

「それだけじゃないさ」

「──というと？」

「屋や敷しきの人間によると、どうやら別べつ邸ていの様子をうかがっているらしい人影がちらほら見受けられるとのことだ」

「…………」

　雅雪は返事の代わりに眉まゆをよせた。

　茜あかねを内大臣邸ていより連れだしてから曜日が一いち巡じゆんしたかどうかという日数を考えれば、たしかに『仕事が早い』。

「それだけ躍やつ起き、ということですか」

「目の届く範はん囲いにいたら目め障ざわりだけれど、届かなくなったらなったで気が気じゃないということだろう」

　朱貞の言葉に、どこまで身勝手なのかと舌打ちが突ついてでる。

　そんな雅雪の様子に朱貞も頷きを返した。

「目障りなら放ほうっておいてくれればいいんだけどね」

　とはいえ、と言葉を切った朱貞が、牛車の後方へと軽く首を巡めぐらせる。

「こうしてつけてくるってことは、私たちが匿かくまっているという確証がないんだろう」

「……あそこを訪ねる時は、周囲に気を配る必要がありますね」

「ああ。それと彼女にも屋敷の中とはいえ、気軽に外へ顔をださないよう注意してもらわないとね。垣かい間ま見みという言葉もあるくらいだ」

　朱貞の言に今度は雅雪が顎あごをひく。

　別邸とはいえ、左大臣家の屋敷だ。安易にのりこんでくることはないだろうが、念には念をいれておくべきだろう。

　──覚かく悟ごの上とはいえ、厄やつ介かいな。

　頭とうの中ちゆう将じようが言うように邪じや魔まなら捨て置けばいいものを、と内心独りごちて、簾に遮さえぎられたうしろを見やる。

　だが、どれほど厄介でも彼女の手を離はなすという選せん択たく肢しはあり得なかった。

　これからますます執しつ拗ようになるだろう内大臣の追つい及きゆうを考え、雅雪はようやく手にいれた存在にどこか浮うわつきそうになる心をひき締しめ直した。
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　茜は御み簾すをそろりと捲めくると、薄うす闇やみに沈しずむ変わりばえのしない風景に細く息をおとした。さきほどのぞいた時と違ちがう点といえば、夜がすこしばかり濃こくなったことくらいだ。

「……今日の月が見えるのと、あの人がくるの、どっちが早いだろ」

　今日は満月の翌々日、日の入りから立って待っている間に月がでるといわれる、立ち待ち月だ。

　そわそわして座って待っているのもおちつかず、こうして部屋の中をうろうろしている自分を思ってつい漏もれた言葉に、茜は苦笑した。

「って、月はもうとっくに昇のぼってるか」

　建物の陰かげに遮られて自分の目には見えないだけで、今ごろわずかに欠けた月が東の空に顔をだしていることだろう。

　だとしたら、彼もまたここからは見えないだけですぐそこまできているのではないかと、茜は御簾のむこうへと耳を傾かたむけた。拍ひよう子しに、あわせにいれたままにしていた文ふみが、かさり、とかすかな音をたてた。

「雅雪さま……」

　その文が──雅雪から今こ宵よい訪ねるという文が届いたのは、昼過ぎのことだった。以降ずっとこの調子だ。彼と会うことができる嬉うれしさで日暮れを心待ちにし、日がおちたらおちたでまだかまだかとおちつかない。

　本当は外にでて待っていたいくらいなのだが、なんといっても世を忍しのぶ身の上だ。朱貞からも不用意に顔をださないよう言われている。

　それでも離れがたく御簾の前に張りついていると、くすくす、と鈴すずを転がすような笑い声が聞こえてきた。

　茜が驚おどろいて首を巡らせると、いつのまにきていたのか、ひとつふたつばかり年下の少女の姿があった。茜より小こ柄がらで幼さを残した顔つきは、美しいというよりも、愛らしいという表現がぴったりくる。

「あやどの」

「あや、ですよ、姫ひめさま」

『どの』はいりません、とにこにこと笑いながら告げる彼女は、朱貞の乳ち兄きよう弟だい──より正確に言うなら乳兄弟の妹のあやだ。朱貞がもっとも信用の置ける女によう房ぼうだと、すべての事情を承知の上で茜の身の回りの世話をしてくれていた。

　ただ、今まで自分付きの女房がいたこともなければ、『姫さま』と呼ばれることもなかっただけに、まだまだ戸と惑まどってしまう。

「笑ったりして申しわけありません。姫さまは本当に蔵人くろうどの少将さまのことがお好きなんだと思うと、つい」

「……っ」

　口元を袖そでで押さえつつも、微ほほ笑えましげに告げられたそれに、茜はかぁっと赤くなった。

　──ずっと見られてたの!?　しかも気づかないとか…っ

　どれだけ浮うかれているのかと、今さらながらに恥はずかしくなる。

「──ううん、こっちこそはしたない真ま似ねを……」

　さすがにこれ以上うろうろしているわけにもいかず、母も屋やへ戻もどろうとした茜は、ふと耳に届いたざわめきに足を止めた。

　あやも気づいたらしく「あら」と声をあげた。

「おつきになったのかしら……わたし、様子を見てまいりますね」

　今にも自らでていってしまいそうな茜に頭をさげ、あやはするりと御簾のむこうへと姿を消した。

　そうこうする間も聞こえてくるさざめきに、胸が高鳴っていくのがわかる。

「……ちょっと、おちつこう」

　苦しいほどの鼓こ動どうを手で押さえるようにして、茜はひとつ深呼吸した。

　ここであやが戻ってくるのを待ち構えるのも……と止まっていた足を動かし、今度こそ母屋へと戻る。畳たたみの上へと腰こしをおちつけながらも、意識ばかりはそわそわと外をうかがってしまう。

　──別に、ここへきてから雅雪さまに会うのがはじめてってわけでもないのに。

　左大臣家の別邸に身を隠かくしてから十日近くたつが、雅雪は三日に一度は顔をだしてくれていた。人目を忍びつつも時間をやり繰くりして会いにきてくれることを、申しわけないと思いながらも喜びの方が上回り、連れん絡らくがあった時はいつもこんな調子だった。

　まるで嬉しさを抑おさえきれないこどものようだ。

「あやに笑われるわけね」

　改めて思い返して苦く笑しようが漏れる。

『左大臣家の女むすめ』として周知され、だれはばかることなく会えるようになればこの気持ちもおちつくのだろうか？

　今はまだ物語のように実感の湧わかない先の日々に思いをはせていた茜は、縁えんを近づいてくる足音に気持ちをひき戻した。

「あや？　どう──」

　だった、と続ける言葉が途と切ぎれる。

　御簾が捲まくられる気配にそちらへ顔をむけた茜は、一いつ瞬しゆん目を瞠みはったあと、ぱっと花が綻ほころぶように破顔した。

「雅雪さま！」

　御簾のむこうから顔をのぞかせたのは、様子をうかがいにいったあやではなく、待ち焦こがれていた雅雪その人だった。

「茜」

　呼ばれるがままに腰を浮かせかけ、茜ははたと動きを止めた。

　おちつこうと思った傍そばからこれだ。

　茜は立ちあがる代わりに居住まいを正すと、ゆっくり面おもてを伏ふせた。

「──ようこそお越こしくださいました。お待ちしておりました」

　そうして上体を起こせば、雅雪が軽く目を見開いてこちらを見ていた。

「どうした、急に」

「……いえ」

　訝いぶかしげな声にわずかに視線を泳がせる。

　改めて己おのれの行動のこどもっぽさに気づいたから、とは言いづらく言葉を濁にごしていると、雅雪がじわりと双そう眸ぼうを細めた。

「──そうか」

　くすり、と笑い混じりに呟つぶやかれ、言わずとも見み透すかされているような心ここ地ちになる。注がれるまなざしに頰ほおが赤くなるのを感じて、たまらず顔をそらした。

　そんな茜にかまわず歩を進めてきた雅雪は、隣となりへと腰をおろした。

　たったそれだけのことに、鼓動が跳はねる。胡座あぐらをかく彼に触ふれそうで触れない右みぎ膝ひざが、熱い。

　宮中で見ていた出仕姿ではなく、直衣のうしに烏帽子えぼしといった私的な姿が、一層近づいた仲を実感させた。

「なにも変わりはないか」

「あ──はい」

　諸もろ々もろの動どう揺ようを押し隠して頷うなずきながら、茜は雅雪へと視線を戻した。

「そうか──」

　さきほどと同じあいづちに、しかし前とは違う影かげが冷れい艶えんな面に走る。よくよく見ると、どこか顔色も優すぐれないように思えた。

　気づいたそれに、茜は雅雪の頰へと手を伸のばしていた。もっとよく見ようと、下からのぞきこむようにして顔を近づける。

「どうか、した？」

「──なにがだ」

　唐とう突とつなことに驚いたのか、雅雪が上体をひく。

「なんだか、顔色が悪い気がして」

　疲つかれてるんじゃ……と眉び宇うをよせた茜に、「そんなことは」と否定しかけた唇くちびるがぴたりと噤つぐまれる。

「いや、そうだな」

　一呼吸置いて、肯こう定ていとともにかすかにあがった口角に、今度は茜が反射的に身をひいていた。笑えみにも似た表情に、なんだか嫌いやな予感がした。

「あの……」

　どうかしたのか、と尋たずねようとした言葉は、最後まで形にならなかった。代わりに、悲鳴のような声が口を突ついてでる。

「な…っ、雅雪さま!?」

　突とつ然ぜん、雅雪が身体からだを倒たおしたかと思うと、座っていた茜の膝ひざの上に頭を置いて寝ね転ころがったのである。俗ぞくにいう、膝ひざ枕まくらだ。

「ちょッ、いきなり、なにを……！」

　振ふりおとすわけにも、むろん立ちあがるわけにもいかず、身を固くして狼ろう狽ばいの叫さけびをあげた茜を、

「それ」

　背をむける形で膝に頭を預けていた雅雪が、ちらりと一いち瞥べつした。

「え、それ？」

「敬けい称しようはいらないと言ったはずだ」
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「……あっ」

　指し摘てきされたそれに、茜は口元を押さえた。

　──そういえば、ここにきた日に、そんなこと……。

　次に顔をあわせた時もうっかり口にしてしまったが、朱貞が一いつ緒しよだったからか特になにも言われなかったため、すっかり頭の片かた隅すみへ追いやっていた。

『いっそ敬称をつけるたび、口づけのひとつももらうとしようか──むろん、おまえの方からな』

　同時に脳のう裏りに甦よみがえった言葉に、茜はかあぁ……と耳まで赤く染めた。

「なんなら、膝を貸す代わりに──」

「疲れてるんでしょうっ、こんな膝でよければいくらでも！」

　床ゆかに肘ひじをついて身を起こしかけた雅雪の肩かたを慌あわてて押さえる。そうでもしないと次になにを言われるかは目に見えていた。

　──自分からとか、無理に決まってる…っ

　だったら、多少の気き恥はずかしさはあってもこの体勢の方がましだ。

「そうか？」

　くくっと膝の上に頭を戻もどした雅雪の肩が揺ゆれる。

「～～～」

　気恥ずかしさやからかわれた悔くやしさが胸のうちに渦うず巻まくが、下手になにかを言えば藪やぶ蛇へびになりかねず、ただ唇を戦慄わななかせるしかない。

　加えて、なりゆきでこうなったものの、改めて意識すると手のやりどころにも困ってしまう。

　両りよう脇わきにおろしておこうか、でも腕うでを脇わきに添そえてまっすぐ座っているのも不自然だ、と茜はむだに両手を上下させたあと、意を決したように雅雪の肩へと戻した。うかがうように、膝の上の顔を見下ろす。

　そんな葛かつ藤とうをも見透かしたように雅雪はしばらく肩を震ふるわせていたが、それだけだ。茜はほっと肩から力を抜ぬいた。

　男性と、というより祖母以外の人とこんな風に密接に関かかわることがなかったから、どこまでならいいのか悪いのか、いまだに距きよ離り感かんに戸と惑まどってしまう。

　とりあえずこれで間ま違ちがってはいないらしい、と雅雪の横顔を見つめていると、彼が静かに口を開いた。

「頭とうの中ちゆう将じようがいよいよ申しあげるらしい」

　え？　と目を瞬またたかせた茜を雅雪が横目で見上げた。

「おまえのことだ」

「あっ──」

　いよいよ朱貞が父親に──左大臣に、自分のことを告げるのだ。偶ぐう然ぜん見つけた『腹違いの妹』として。

　途と端たん、顔をこわばらせた茜に、雅雪が無言で身体のむきを変えた。茜の膝の上で仰あおのく形になると、右手をあげる。

　指先が頰に触れた。

「案ずるな。左大臣さまのことはあの人がうまくやってくれる」

「雅雪さま……」

　覚えず漏もれた揺れる声に、言葉どおり安心させるように頰をなでた長い指が止まる。かと思うと、いきなり口の横を摘つままれた。

「──!?」

　目を白黒させた茜に、雅雪が双眸を細めた。

「またそれか。──よほど口づけがしたいようだな」

「えっ？　や、ちがっ」

『さま』をつけたことを言われているのだと思いいたり、慌てて否定する。真っ赤になって首を振る茜に、雅雪は小さく笑って手を離はなした。

　そのさまに、彼なりに自分の気持ちを解ほぐそうとしてくれたのだと気づく。

　しかし、雅雪が続けた次の言葉に、茜は再び表情を固くすることになった。

「それよりも問題は──内大臣の方だ」

『内大臣』の響ひびきに息を吞のむ。なにか思うところがあるのか、瞼まぶたを伏ふせた雅雪の顔を知らず知らずのうちに凝ぎよう視ししていた。

「……なにか、あったの？」

　声が喉のどにひっかかる。なんとか絞しぼりだした上うわ擦ずったそれに、閉じていた瞼がゆっくりと開く。のぞいたぬばたまの瞳ひとみに、ひどく不安げな自分の顔が映っているのがわかった。

「ここ数日、何者かにあとをつけられている」

　淡たん々たんと紡つむがれた内容に、ひゅっと喉が鳴る。

「それ、は……」

「内大臣家の人間だろうな。今日くる時もまいてはきたが……どうやらここの様子も探さぐられているようだ」

「…………」

　茜はきゅっと唇を嚙かんだ。

『自分はここにいない方がいいのではないか？』

　せりあがってきそうになった言葉を無理矢理胸の奥へと押し返して、代わりに細く息を吐はく。

　──なにがあっても、この手は離さないって決めたじゃない。

　茜は無造作に腹の上で組まれた雅雪の手へ視線を移すと、やおら自らの右手を伸のばした。あたたかく固いその手に触ふれれば、するりと解けた手に指をからめられる。応こたえるように茜もまた手に力をこめた。

「──大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

「ああ。どのみち、もうしばらくの辛しん抱ぼうだろう」

　別べつ邸ていにいるのが左大臣の女むすめだと周知されたら、さすがの内大臣でも手出しはできなくなる。

　そう告げる雅雪に、茜は眉まゆをよせた。

「無理はしないで」

　会えるのは嬉うれしい。会えない日々が続くのは辛つらい。

　けれど、その先に二人の明日があるのなら、耐たえられる。

　もうしばらくの辛抱だというのなら、無理を押してまで会いにきてくれなくてもいいのだ。

　思いをこめて握にぎった手に、雅雪は再度息をついた。

「──いらないというのなら、放ほうっておいてくれればいいものを」

　いらだちの滲にじむ呟つぶやきに、茜はまったくだと頷うなずく。

　とはいえ、現実はそう甘くないこともわかっていた。

「わたしは内大臣家にとっての火種だから」

　抱かかえていればいたで、目を離せば離したで、いつ何時燃えあがって自分に火の粉が飛んでくるか、用心せずにはいられないのだ。

「それに今回のことには相当腹をたててるだろうから、余計躍やつ起きになって捜さがしてるんだと思う」

「……生かすも殺すも自分次し第だいだった相手にまんまと出し抜かれたんだ、さぞや腸はらわたが煮にえくりかえってることだろう」

　雅雪の言うとおり、今まで逆らったことのない──逆らうなど思いもよらなかった存在に手を嚙まれたも同然だ。しかも、よりにもよって結けつ婚こん当夜に逃にげられたことで、保やす秋あきや橘たちばな家に対して恥はじをかかされたと、怒いかり心しん頭とうに発する様子が目に浮うかぶようだった。

　──保秋は、大丈夫だったかな……。

　いくら彼でも莫迦ばか正直に自分が逃がしたとは言わないと思うが、理り不ふ尽じんな八つ当たりを受けていないかと胸が騒さわぐ。

　今はまだ連れん絡らくをとるわけにはいかないが、おちついたら改めて礼を言わなくては……と心に刻んでいると、こちらを見上げる雅雪と目があった。

「なに……？」

　保秋に思いをはせていた茜は、やましいことはないものの、ついどきりとする。

　戸惑いながら見返せば、しばらくじっとこちらを見ていた雅雪が「いや……」と軽く顔を左右に振ふった。

「早く、堂々とおまえが俺のものだと言える日がくればいいと思っただけだ」

　まっすぐな言葉に、さっと頰ほおが染まる。

　しかし、自分にとってもそれはまぎれもない本心で──。

「うん。だけど──」

　茜は上体を傾かたむけると、彼の顔をのぞきこむようにして微ほほ笑えみを返した。

「あとすこしの辛抱、なんでしょ？」

「──長いな」

　嘆なげくように長息を吐きだした雅雪に、くすりと笑いが零こぼれた。

「自分で言ったんじゃない」

「そうだが……これくらいの見返りはもらっても罰ばちはあたらないだろう」

　言うなり、雅雪がからめた手とは反対の手を伸ばしてきた。首のうしろに回ったそれにひきよせられる。

「茜」

　茜はその力に逆らうことなく、一層上体を屈かがめた。

　唇くちびるに、柔やわらかな熱が触れる。

　互たがいの温ぬくもりをたしかめあうような口づけが、名残なごりを惜おしむようにそっと解かれる。

「──もうすぐだ」

　こちらに、というより自らに言い聞かせるような呟きに、茜は無言のままからんだ指先を強く握り返した。

　　[image: ]

　同どう僚りようの蔵人くろうどと言葉を交かわしながら廊ろうを歩いていた雅雪は、ふと感じた視線に顔をあげた。そこにあった射い貫ぬくようなまなざしに、足を止める。

　自分を視し認にんしたのをたしかめるようにして動きだした人ひと影かげに、雅雪は面めん倒どうさを隠かくさず息をついた。

「蔵人の少将？」

　突とつ然ぜん立ち止まったこちらに、どうかしたのかと訝いぶかしげな声がかかる。

「いや──先にいっていてくれ」

「？　わかった」

　首を傾かしげつつも立ち去る同僚の背を見送って、雅雪は前へむき直ると廊の端はしへと身体からだをよせた。

　過あやまたずこちらへむかってくる足音に、面おもてを伏せる。そのままやりすごそうとするが──人影は目の前でぴたりと歩みを止めた。

　──やはりか。

　つきかけた溜ため息いきを吞みこんで、雅雪は声がかかるのを待った。

「久しいな、蔵人の少将」

　白々しい、と内心毒づきながら、はっ、とかしこまる。

「たしか……麗れい景けい殿でん近くで顔をあわせて以来か」

「──それほどになりますか。ご無ぶ沙さ汰たしておりました、内大臣さま」

　雅雪もまた空々しい素そ振ぶりで応えると、伏せていた顔をあげた。

　鋭するどい視線が、真っ向からぶつかりあう。有あり明あきらの両目には隠しもしない疑いが浮かんでいた。

　──当然だな。

　有明には茜と一いつ緒しよにいたところを見られている。彼女が宮中から去ったあの時も、自分にことさら警けい戒かいする様子をみせていた。

　内大臣邸ていから茜が消えれば、真っ先に手引きを疑われるだろうことは予測済みだ。

　──埒らちがあかなくなって、直接探さぐりにきたか。

　自分や朱貞の行動を監かん視しするのみならず、近辺を嗅かぎ回られているのは知っていた。そんな中、早々に左大臣家の別邸まで嗅ぎつけられ、こちらとしても警戒を高めていただけに、茜を匿かくまっているという決め手が摑つかめなかったのだろう。

　案の定、

「近ごろ、とみに忙いそがしそうに見受けるが、なにか？」

　浮かべる表情ひとつ見み逃のがさない、という目つきで切りこまれる。

　必死だな、と皮肉な感情が滲にじみそうになった雅雪だが、傍はた目めにはいつもの冷たい無表情を保った。

「特段、そのようなことはございませんが」

「ほう……」

　有明の両目が、すっと細められた。

「どこかに通っておるようだと小耳に挟はさんだのだがな」

　この場合の『通う』とは、行き先は『女』を指している。

　遠回しに腹を探さぐりあうような会話が常の連中にしては直ちよく截せつ的にきたな、と思いつつもこちらも荒あら波なみに揉もまれる身だ。

「──はて、どちらでそのような噂うわさを……」

　あいにく寂さびしい身の上でして、と口元だけで笑えんだ雅雪に、有明が苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきになる。

「下手な隠し事は、そちのためにならんぞ、蔵人の少将」

　まるで、その地位でいたいだろう、と告げるがごとく語気を強めた呼びかけに、しかし雅雪は顔色ひとつ変えなかった。

「ご忠告、肝きもに銘めいじておきます」

　これ以上はむだだと悟さとったのだろう。有明は舌打ちをすると、踵きびすを返した。

「──そんな態度をとっておれるのも今のうちだ」

　去り際ぎわ、恫どう喝かつめいた捨て科白ぜりふを残し、肩かたを怒いからせ遠ざかっていく。

　軽く面を伏ふせてその背中を見送り、雅雪はゆっくりと上体を戻もどした。

「……あそこの人手を増やした方がいいか」

　今の調子だと、人を雇やとってでもあの屋や敷しきへ押しこんできかねない。だれの仕し業わざかわからないようにすることくらい、内大臣なら造作もないだろう。

　頭とうの中ちゆう将じように相談してみるか、と思案しながら、先にいかせた同僚のあとを追おうとした時だった。

「蔵人の少将」

　抑おさえてはいるが、焦しよう燥そうを感じさせる声が雅雪の背にかかった。

「ここにいたのか」

「頭中将さま」

　たった今思い浮かべていた人物の登場に驚おどろいて振り返った雅雪は、さっと表情をひき締しめた。

　普ふ段だんはどこか摑みどころがなく軽けい妙みような雰ふん囲い気きの朱貞のまとう空気が、固い。

「──なにか、ありましたか」

「今日の予定は」

　こちらの問いかけには応こたえず、代わりに投げかけられたそれに、雅雪は眉まゆをよせた。

「勤めが終われば、特には」

「そうか。なら、終わり次し第だいあそこへ」

　低くよこされた指示に、はっとする。

「まさか、内大臣がなにか」

　もう仕し掛かけてきたのかと、とっさにつめよれば、「いや」と首を横に振られた。

「内大臣は関係ない──こともないが、ちょっと厄やつ介かいなことになった」

「厄介？」

　一体なんだ、と言外に問うが、今は答える気がないらしい。

「あちらに言ってから話そう」

　こうなったらなにを言っても口を開く上司でないことは、自分がよく知っていた。

　軽そうな見た目に騙だまされれば痛い目を見る、一ひと筋すじ縄なわではいかない人物だ。そうでなくては摂関家の御おん曹ぞう司しなどやっていられないだろう。

　こうして雅雪は勤めが終わるまでの時を、じりじりとした思いで待つことになった。
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「雅……蔵人の少将さまに、頭中将さま」

　前まえ触ぶれもなく、しかも二人揃そろって日も高いうちに現れた雅雪と朱貞に、茜は目を丸くした。

「どうかされましたか？」

　問いが口を突ついたものの、なにかあったのは明白だった。でなければこんな風にここを訪おとずれるはずがない。

「ああ、ちょっとね」

　いつもの雰囲気もどこかへ、硬かたい顔つきの朱貞に、茜は雅雪へと視線をやった。だが、小さく頭を左右にされ、彼もまたなにも聞かされていないことを知る。

　腰こしをおろした朱貞の前へ雅雪、その隣となりに茜が並ぶ形で座った。

「すこしばかり厄介なことになった」

「厄介なこと、ですか……？」

　首をもたげる不安に喉のどを上下させ、ちらりと雅雪と目を見交わす。

「内大臣とは直接関係ないというようなことでしたが……一体？」

　雅雪の追つい及きゆうに、朱貞がひとつ息をついた。

「実は──茜どのの尚ないし侍のかみとしての出仕が決まった」

「──！」

「……ないしの、かみ？」

　朱貞の感情を押し殺したような声に、雅雪が鋭く息を吞のんだ。その横で、茜は小首を傾かしげるようにして朱貞の言葉を繰くり返した。

　──尚侍って、あれよね……後宮にある内ない侍しの司つかさの長官……てッ

「尚侍!?　わたしがですかっ？」

　数すう拍はく遅おくれて吞みこんだ事態に、ぎょっと腰を浮うかす。

「どうしてそんな……！」

　なりふりかまわずつめよりそうになった茜を、横から制した手があった。おちつけ、というように腕うでを押さえたそれに我に返る。

「──申しわけ、ありません」

　ここで朱貞を責めるような真ま似ねをしてもしかたがない。彼も言っていたではないか、厄介なことになった、と。これは朱貞にとっても想定外だったのだ。

「それで、どういうことなんです？」

　茜がひとまずおちついたのを見計らって、雅雪が切りだす。だが、彼らしからぬわずかに上うわ擦ずった声が、心中の動どう揺ようを伝えていた。

「父に、茜どののことを報告するという話はしただろう」

　嘆たん息そく交じりの言に、茜と雅雪は揃って頷うなずいた。

「母を慮おもんぱかったのか、恐おそれたのか、多少狼狽うろたえてはおられたが、茜どのの存在自体はすんなりと受けいれられたんだけど、ね」

　受けいれられた、の一言に、本当にそれだけ心あたりがあるのか、と頭の片かた隅すみに場ば違ちがいな感想が浮かぶ。

「すこし、欲がでてしまわれたようだ」

「欲、ですか？」

　どういう意味かと軽く眉び宇うをよせた茜とは反対に、

「──内大臣は関係ないこともない、というのはそういう意味ですか」

　雅雪が納なつ得とくしたとばかりに重い息をついた。

　自分だけが置いていかれた状じよう況きように、茜は二人の男の顔を交こう互ごに見やった。雅雪は苦々しさを隠かくさず、朱貞もまた「そういうことだ」と肯こう定ていしながら、困ったものだと物もの憂うげな表情だ。

「私には、きみのほかにもう一人妹がいるんだ。──ああ、母を同じとするね」

「え？　あっ、はい」

　唐とう突とつに自分にむかって語りだした朱貞に、茜は慌あわてて彼の方へとむき直った。

「たしか、お年の離はなれた、まだ裳も着ぎ前の妹君だとうかがっていますが」

「そう、まだこどもだ。だから父は、麗景殿さまに対するご寵ちよう愛あいに内心焦あせりを覚えていた」

「──あ」

　続けられた言葉に、はたと得心する。覚えず声が零こぼれた。

　朱貞は、そのとおり、とでもいうように深く首肯した。

「このまま麗景殿さまへのご寵愛が続いて、ご懐かい妊にんということになれば──さらにそれが男御み子こなら、次期東とう宮ぐうはほぼ確実。そうなったら国母の麗景殿さまはもとより、有明公の発言力は一層高まるからね」

　自らの、もっといえば摂関家としての立場が揺ゆらぎかねない状況を、左大臣は危き惧ぐしているのだ。

「だからといって、後宮に送りこめる女むすめもいない。さすがに、十になるやならずの妹に裳着をさせるわけにもいかないからね」

「──そこへ、年ごろの女が降って湧わいたように現れた……」

　朱貞からひき継つぐように呟つぶやいた茜に、雅雪が口元に皮肉げな色を浮かべた。

「左大臣さまは、さぞ喜んだことでしょう」

　できることといったら、照しよう子こへの寵愛が薄うすれるのを待つか、男御子が生まれないよう願うだけ。そこへ手て駒ごまに使えそうな存在が急に現れたのだ。朱貞が言うように、欲がでてもおかしくない。

「ああ、これ幸いと、できたばかりの女を尚侍の座にねじこむくらいには」

　どこかおざなりに告げて、朱貞はうしろに両手をつくとそれを支えにして天を仰あおいだ。

「私もまだまだ甘い……そこまで読めなかったとは」

「身分どころか、どこのだれかも定さだかではない母親を持つ女を女によう御ごとして大々的に入じゆ内だいさせるには障さわりがあるが、尚侍として仕えさせて主上おかみの寵が得られれば……というわけですか。やはり、老ろう獪かいさでは一枚上うわ手てですね」

　雅雪の言に、茜もまた唇くちびるを嚙かむしかなかった。

　尚侍とは、本来帝みかどへのとりつぎや宮中の礼式などを司つかさどる内侍司の長おさたる女官のことだ。帝の傍そば近くに仕える職しよく掌しようから重んじられてきた──のだが、いつのころからか、尚侍は妃きさきに準ずる扱あつかいを受けるようになった。

　簡単に言ってしまえば、帝の妻の一人、ということだ。

　過去には、尚侍から帝の寵愛を得て女御として召めしあげられた例もある。左大臣もそれを狙ねらったのだろう。

「そんな……」

　衝しよう撃げきが去ったあと、じわじわと胸に押し迫せまってくる『尚侍』の持つ意味に、茜は膝ひざの上の掌てのひらを握にぎりこんだ。

　帝の寝しん所じよに侍はべることもある、というだけで、尚侍が必ずしも妃に準ずる存在として後宮に列するわけではない。本来の女官として、帝にお仕えすることもあるのだ。

　照子を慮ってくれる今の帝であれば、おそらく左大臣が狙った事態にはならないだろう。なにしろ、『左大臣の女』が『茜』だと帝は知っているのだ。以前、舞ぶ台たいを整えた朱貞本人の口から聞いたのだから間ま違ちがいない。

　だから、その部分の心配はあまりしていない。それより──

「──せっかく、一いつ緒しよにいられるようになったのに」

　また雅雪と離されてしまうということに、茫ぼう然ぜんとする。これからはともに明日を重ねていくことができる、と思った矢先だっただけになおさらだ。

　尚侍として内だい裏りに出仕する、ということは、また後宮にはいるということだ。同じ女官でも地位が地位だけに、今までのように気軽に出歩ける立場にはない。

　いくら茜にそのつもりがなくても、周囲から見たら妃候補には変わりない。そうでなくとも今の自分は『左大臣の女』なのだ。後宮において雅雪と二人きりになるなどもってのほか、対面も御み簾す越ごしで直接顔をあわせることもできなくなる。

「茜……」

　痛いほどに握った拳こぶしを、やんわりと大きな掌が包みこむ。

　温ぬくもりに隣へ視線を移すと、気き遣づかうまなざしがのぞきこむようにしてこちらを見ていた。

「雅雪さま」

　大だい丈じよう夫ぶだと笑おうとして、口元がひきつる。

　──だめだ…っ

　茜は顔をうつむけると、目を瞑つむり、細く息を吐はきだした。

　心の整理が追いつかず、うまく笑えない。そんな顔を彼らに見せるわけにはいかなかった。

　結果として思わぬ方向へ転がってしまっただけで、自分のために尽じん力りよくしてくれたのは、ほかでもない目の前の二人なのだ。

　二度三度深呼吸を繰り返したところで、茜はゆっくりと面おもてをあげた。

「──尚ないし侍のかみの件、主上はご存じなんですよね？」

「もちろん」

　こちらも心配顔の朱貞に尋たずねれば、即そく座ざに頷きが返る。

　そこでようやく茜は、小さくだが、唇に笑えみを刻んだ。

「だったら、大丈夫です。雅雪さまと離れるのは、ちょっとあれですけど……」

『寂さびしい』という言葉は濁にごして、男二人の顔を交互に見やる。

「父が雅雪さまやここのことを見張っていると聞きました。そろそろ余よ裕ゆうもなくなってくるでしょうし、そうしたらなにをしてくるかもわかりません。──だけど、わたしが後宮にはいってしまったら、いくら内大臣とはいえ簡単には手出しできませんよね」

「それは、そうだが……」

「だったら、こう言っては不敬ですけど、主上にご協力いただいて後宮で匿かくまってもらいましょう」

　渋しぶい声の雅雪に、ことさら明るく冗じよう談だんめいた調子で告げる。

　匿ってもらって、その後どうやって後宮を辞するのか。本当に雅雪と一緒になれるのか。──今は、考えない。

　束つかの間降りた沈ちん黙もくに、ふう、と息をおとしたのは、朱貞だった。

「そうだね」

「頭とうの中ちゆう将じよう」

　咎とがめる視線をむけた雅雪に、「しかたがないだろう」と軽く首を振ふった。

「もっと父の行動が遅おそければ、手順をすっ飛ばして結けつ婚こんしてしまうという手もあったが、明日にでも正式な宣せん旨じがくだされる。今さらそんなことをしたら、いくら主上が事情をご存じとはいえ、左大臣家もおまえもただではすまない」

　それこそ内大臣の思うつぼだ、と言う朱貞に、包まれたままの手にぐっと力がこもるのがわかった。

「……それも一興かと」

　ぼそりと呟かれた不ふ穏おんな一言に、茜はさっと青ざめた。

「雅雪さま！」

　一方の朱貞は「おいおい」と苦笑いだ。

「伊い勢せ物語をなぞって、自分こそが『今業なり平ひら』でもきどるつもりかい？」

　伊勢物語の中に、後の帝の后きさきを男がさらって逃にげる、という話がある。結局は女の兄弟によってとり戻もどされるはめになるのだが、朱貞はその『男』になるつもりか──茜をさらって逃げるつもりか、と揶や揄ゆしているのだ。

　睨にらみあうように、雅雪と朱貞の視線が絡からまる。

　それを断たち切ったのは茜だった。

「止やめて！　これ以上危ない真ま似ねしないでっ」

　どこまでも雅雪についていくと決めた。けれど、ついていくことと無茶無む謀ぼうを唯い々い諾だく々だくと受けいれることとは違ちがう。

　ただでさえ危ない橋を渡わたっているのだ。止めないわけにはいかなかった。

　茜の叫さけびに、ふっと雅雪が息を吐いて肩かたから力を抜ぬいた。

「──わかってる。言ってみただけだ」

「言わずにはおれなかった、だろう」

　さきほどの空気を払はらうように混ぜ返した朱貞に、雅雪が冷ややかな目をむけた。わかっているなら言うな、と言わんばかりだ。

「公く卿ぎようたちはだれも反対しなかったんですか」

「どこの馬の骨ともしれない女をって？」

　茜は二人のやりとりに内心頷うなずいた。

　たしかにそうだ。突とつ如じよでてきた女を帝の傍近くにあげるなどとんでもない、とだれも否を唱えなかったのだろうか。

「自分で言うのもなんだけど……それが摂関家の力、ということさ」

　そしてそれこそを父は守り抜きたいのだと、朱貞は続けた。

「茜どの」

　改まった声が名を呼ぶのに、茜もつられて姿勢を正した。

「こんなことになってすまないね」

「いえ……もともとご迷めい惑わくをおかけしたのはこちらですから」

「詳くわしいことが決まり次し第だい、また連れん絡らくするけれど──これは一時的なものだ。雅雪とのことは必ずなんとかする。幸い、主上も協力するとおっしゃってくださってる」

「はい──お兄さま」

　茜がつけ足したそれに、朱貞が虚きよを衝つかれたような顔つきになる。やがて、緩ゆるやかにいつもの彼らしい笑みを浮うかべた。

「かわいい妹のためだ、がんばるとしようか。──雅雪も、これで貸し借りはなしだ」

「──？」

　貸し借りとはなんだろう、と首を捻ひねる茜の横で、雅雪が「いえ」ときっぱり首を横に振った。

「それはそれ、これはこれです。そもそもはこちらがお願いしたことですから。恩は別の形で返します」

「……義ぎ理り堅がたいのか、融ゆう通ずうがきかないのか」

　笑顔に苦笑いの色を滲にじませたあと、「まあいい」と朱貞はこちらへ視線を戻した。

「さしあたっての予定を話そう。出仕までに時がない、やることも相談しておかなければならないことも山とあるからね」

「はい」

　茜と雅雪は表情をひき締しめると、彼の話へと耳を傾かたむけた。
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　茜の出仕は、八は月づきの末の日ひ柄がらのよい日が選ばれた。

　朱貞が茜たちへと話を持ってきたのが、七ふみ月づきの終わりごろだ。その間約一ヶ月と異例の早さだった。

　彼の言う『時がない』は誇こ張ちようでもなんでもなく、準備は慌あわただしく進められた。

「うちの殿とのは、このお話を相当急せかされたようです」

　装しよう束ぞくを縫ぬう手を止めずに告げたあやに、茜もまた針を運びながら、さもありなん、と頷いた。

　帝みかどの側には急ぐ理由はないのだ。左大臣は茜を尚ないし侍のかみへとねじこんだだけでなく、一刻も早く参上させようとごり押ししたらしい。

「……麗景殿女によう御ごさまが懐かい妊にんされないうちに、と焦あせってらっしゃるんでしょうね」

　どのみちむだなのに、と一度だけ御み簾す越ごしに見た左大臣の顔を思いだしながら、溜ため息いきをつく。

『女むすめ』とは名ばかりで、実際に会うことはないと思っていた左大臣がここを訪おとずれることになった時は、本気でどうしようかと思った。

　しかし、こちらが一通りの礼法や教養を身につけていることさえわかったら、どのような娘むすめでもかまわなかったらしい。朱貞の「可か愛わいらしい女性ですよ」という一言に気をよくしたのか、御簾越しにしばし対面しただけで満足げに帰っていった。

　──声だけは姉さまと似てるしなぁ。

　左大臣ともなれば麗景殿女御と直接言葉を交かわすこともあったかもしれない。都一の美び姫きと名高い彼女と似た声ならこの娘も……と想像してもおかしくない。

　とはいえ、自分の息むす子こにとってはどんな女性も『可愛らしく』映ることには、気づいていないようだ。

　──まあ、助かったっていえば助かったけど。

　出仕に際しての采さい配はいはすべて朱貞に一任されているようで、後にも先にも左大臣がこの屋や敷しきを訪れたのはその一度きりだった。

「それにしても、もうすこし時間があるとよかったんですけど」

「……ごめんね」

「まあ！　姫ひめさまのせいではありませんわ」

　わたしの方こそさしでがましいことを、と恐きよう縮しゆくするあやに、ううん、と茜は首を横に振ふった。彼女の言うことはもっともなのだ。

　女御として入じゆ内だいするわけではなくとも、左大臣家の女が後宮に出仕するとなれば、威い信しんを示すためにそれなりの準備が必要となる。

　今、二人して縫っている装束もそのひとつだ。茜自身はもちろん、お付きの女によう房ぼうから女めの童わらわにいたるまできらびやかに着き飾かざって宮中へ参上する。急ぎだからといっていい加減なものを用意したら、笑われるのは左大臣家なのだ。

　それに……と茜は眉まゆ尻じりをさげた。

「あやには、無理を言って苦労をかけちゃうし」

　お付きの女房、これがまた難点だった。主あるじと違って人前にでることの多い女房たちは、見目がよい者や教養の高い者が選えりすぐられる。加えて事情が事情だけに、信用の置ける者を朱貞が特に選んでいると聞く。

　中でももっとも彼の信が厚いのが、乳母めのとの子であるあやだった。すべての事情を知る彼女が、出仕に際してついてきてくれる手はずになっていた。

「無理などと……それだけ若君に頼たよりにされているということですから、光栄に思っています。それに、一度宮中というところを見てみたかったんです」

　こんな機会でもないと縁えんのない雲の上ですから、と笑うあやに、茜は顔を綻ほころばせた。

　気心が知れた仲というだけでなく、この気き遣づかいと明るさもまた、彼女が朱貞に頼りにされる要因なのだろう。

　そんな彼女が一いつ緒しよにきてくれることに心強さを新たにしつつ、

「そうなの？　たしかに華はなやかなところだけれど……」

　話題にのった茜は、一度言葉を切るとあやの方へと顔をよせた。

「ここだけの話、そんないいところでもないのよ？」

「──そうなんですか？」

　わざとらしく声を低めて囁ささやけば、彼女もまたこちらに上体を傾けて大おお仰ぎように眉まゆを顰ひそめた。

「気に障さわることがあると悪あつ鬼きの形相で怒ど鳴なりこんでくる方はいるし、女房たちは腹の黒い女め狐ぎつねばかりだし、隙すきあらば食くらいついてこようとする殿との方がたはいるし……あそこは、魑ち魅み魍もう魎りようの巣そう窟くつだもの」

「まあ…っ」

　驚おどろいたように目を瞠みはったあやが、次の時、こらえきれなかったように口元を押さえてくすくすと笑いだす。

「姫さまったら……」

「あら、ほんとのことよ？」

　冗じよう談だんだと思ったらしい彼女に、ことさら神しん妙みように告げる。それがますます笑いを誘さそったようだが──それを狙ねらったのだが──多少の誇張はあるものの、すべて本当のことだ。

　だからこそ、父のことや雅雪と自由に会えなくなるのとは別の憂うれいもある。

「……」

　思いだしたことに溜息が漏もれそうになった時、茜は近づいてくる足音があることに気づいた。そちらへ顔をむけると同時に、御み簾すのむこうから現れた人ひと影かげがあった。

「やあ、なんだか楽しそうだ」

「頭とうの中ちゆう将じようさま」

「若君！」

　先さき触ぶれもなく姿を見せた朱貞に、茜とあやの声が被かぶる。二人が急いで居住まいを正そうとしたところで、もうひとつの人影が続いた。

「雅雪さま！」

　それがだれか認にん識しきした途と端たん、茜はぱっと破顔した。

「うーん、兄としては妬やけるなあ」とうそぶく朱貞を一いつ顧こだにせず、口元を緩ゆるませた雅雪が歩みよってくる。

「変わりないか？」

「はい、おかげさまで……ってそれ、昨日も聞きましたよね」

　くすりと笑いが零こぼれる。

　出仕が決まって唯ゆい一いつよかったことは、朱貞とともに雅雪がこうして頻ひん繁ぱんに訪れてくれるようになったことだ。

　環かん境きようが変わって早々後宮に出仕することになった異母妹を気遣って、またその打ち合わせや準備のため、という名目でおおっぴらにやってくるようになった朱貞に、密ひそかに同道する形で雅雪もまた顔を見せにきてくれていた。

「好いた相手のことは、いつでも気になるものだ」

「……っ」

　さらりと告げる雅雪に、茜は息を吞のんだ。

　まあまあ、とあやが口元を袖口で隠したのが視界の端はしに映って、かあっと身体からだが熱くなる。言葉は嬉うれしいが、それとこれとは話が別だ。

「そ、そういうことを、人前で……！」

　あげた声が上うわ擦ずる。

　それに低く喉のどを鳴らして、雅雪は床ゆかへと視線を走らせた。

「だいぶ、支し度たくが調ととのってきたようだな」

「──あやがよくやってくれますから」

　誤ご魔ま化かされた、と思いつつも蒸むし返して恥はずかしい思いをするのは自分の方だと、話題にのる。

「そのようなこと。姫さまの手て際ぎわがいいからですわ」

　唇くちびるに笑えみの名残なごりを留とどめたあやもまた話をあわせつつ、広げていた縫ぬいかけの装束を手早く片付けていった。やがて「失礼いたしました」と頭をさげて、部屋をでていく。

　あやを見送った茜は、熱の残る頰ほおを軽く叩たたいて気持ちをいれ直す。極力雅雪の方を見ないようにして、朱貞へと姿勢を正した。

「準備の方はいかがですか？」

「ああ、概おおむね問題はないよ。肝かん心じんの女房の選定も終わったし、茜どのにもがんばってもらっているからね」

「あの、では……父、いえ内大臣家の方の動きは──？」

　束つかの間躊躇ためらったあと、それを唇にのせる。出仕が決まって慌あわただしさにまぎれていたが、ずっと気にかかってはいたのだ。

　朱貞はともかく、いくら秘ひ密みつ裏りにとはいえ雅雪はこうも頻繁にここを訪おとずれて、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。彼らだけでなく、この屋敷にもまた内大臣の手の者らしき男たちが目を光らせていると言っていたはずだ。

　茜の憂いを含ふくんだ問いかけに、朱貞と雅雪がちらりと顔を見合わせた。

「──例の尚ないし侍のかみの話がでたあと、ここにいるのは頭中将が探しだしてきた左大臣の女むすめだと判断したらしい」

　口を開いたのは雅雪の方だった。

「ということは……ここにはもう、見張りはいない？」

　彼の言葉の先を探さぐるように続ければ、ああ、と肯こう定ていが返った。

「俺には変わらず目をつけているようだが……正直、いきなり現れた左大臣の女にそれどころではないらしい」

　一応身辺に注意はしているが、前ほど執しつ拗ように暴あばこうとしている気配はないという。

「では、内大臣は左大臣の女がだれか、気づいてないんですね……」

「そのようだ。──まあ、今気づかれても困るからね」

　言うほど困った風ふ情ぜいもなく笑った朱貞が、「ああ、そうそう」と思いだしたように、ぽんと手を打った。

「気づかれても困るで思いだした。宮中でのきみの名前は『夕ゆう子こ』になる」

「夕子？」

「まさか『茜』と名乗るわけにはいかないだろう？」

　なるほど、左大臣の女としての名前らしい。

「それと、滞たい在ざいする御ご殿てんは温うん明めい殿でんに正式に決まったよ」

「温明殿……内ない侍し所どころのあるところですね」

　茜はあいづちを返しつつ、頭の中に後宮の配置を思い描えがいた。後宮の中でも表寄りで、梨なし壺つぼの南側にあたる。麗景殿とも比ひ較かく的てき、近い。

「……」

「茜？　どうした」

　無言で考えこんでいた茜は雅雪からかけられた声に、「うん……」と曖あい昧まいに頷うなずいた。

「──ひとつ、気になってることがあるんですけど」

　顔をあげ、二人を見やる。

「わたしのことを、周囲にはどう説明されてるんですか？　前は、都の外れで偶ぐう然ぜん見つけた、というような話をされてましたけど」

「うん？　父にはそう話しているけど、それがどうかしたかい？」

　軽く首を傾かしげる朱貞に、どこから話そうかと思案した。

「お二人も知ってのとおり、わたしはほんの二ヶ月くらい前まで麗景殿女によう御ご付きの女によう房ぼうとして後宮にいて、出歩く機会も多かったですから……顔を見知っている人もすくなくないと思うんです」

　そこまでは、この際まだいい。問題は──

「──おまけに、兵ひよう部ぶの卿きよう宮のみやが流る布ふした歌がありますよね？」

　恐おそる恐る告げると、そういえばそれがあった、と雅雪と朱貞が顔を見合わせた。

「──『分かる月つき影かげ』か」

「はい」

　苦々しげに呟つぶやいた雅雪に、茜もまた眉まゆ尻じりをさげた。

「あの時、どこまでわたしの正体がばれていたのかわからないんですけど……すくなくとも、麗景殿女御の双ふた子ごの妹だってことは知る人には知られている可能性があります」

『あやかし姫ひめ』と陰かげで呼ばれていたことまで知っている人がいるかどうかは、正直わからない。ただ、あのころの自分を見る目を思いだすかぎり、照子のいないはずの妹であることに気づかれている可能性は低くはなかった。

「あー……今回は立場上、不特定多数に顔を晒さらすわけではないけれど、ね」

　朱貞の言わんとすることに、茜はこくりと顎あごをひいた。

　尚侍の定員は二名だが、常に二人いるわけではない。今も古参の者が一名、帝みかどのお言葉を臣下に伝えたり、臣下の文書を帝に渡わたしたりする本来の業務をとり仕切っている。

　彼女ならば表に顔をだす機会もあるだろうが、基本帝の妻候補とみなされている茜は、女御である照子同様そうそうそんな場面があるわけではない。

　だが、ないわけでもないのだ。

「だからといって、隠かくしきれるものでもないのでは」

　苦い顔つきのままの雅雪が言うとおりだった。

　公く卿ぎようや殿てん上じよう人びとたちに面とむかって会うことはなくても、女性同士ならこちらが温明殿に閉じこもりっぱなしにでもならないかぎり、完全に避さけるのは難しい。

「……たとえ、わたしの正体を知らなくても、顔を見たら『周す防おう』だと気づく人も多いと思うんです。特に、この容姿ですから」

　髪かみを一ひと房ふさ手にとった茜に、

「──そうなると、都の外れで見つけたという私の説明と矛む盾じゆんが生じるわけだね」

　朱貞が呻うなるようにして腕うでを組んだ。

　彼としてもこんな事態になると思って考えた『夕子』の生おいたちではないから、しかたがないだろう。

　おそらく違ちがう説明を考えても、どこかに矛盾や無理が生じる。そもそも自分が『左大臣の女』を名乗ること自体が無む謀ぼうなのだ。

　──……だったら。

　茜がきゅっと唇をひき結ぶ。直後、

「茜？」

　なにかを察したように呼ばれた名に、ふっとひき締しめたばかりの表情が綻ほころぶ。

　こんな風に自分を見ていてくれる人がいるのだ。一人じゃない、大丈夫だ。きっとうまくやれる。

「どう転んでも無理があるなら──このまま無理を押しとおします」

　柔やわらかな笑顔できっぱりと言い切った茜に、雅雪と朱貞が揃そろって瞠どう目もくした。

「──というと？」

　先にたち返ったらしい朱貞の問いに、浮うかべた笑みと言葉の威い勢せいのよさとは裏腹に、こわばる唇を舌先で湿しめらせた。

「雅雪さまが言われたように、顔を隠そうと思っても隠しきれるものじゃありませんよね。下手に隠しだてをすると、かえって痛くもない腹を探さぐられることになりかねません。だったら、あえて晒せばいいと思うんです、『夕子』として」

　思うことを一気に吐はきだしたあと、茜は慌ててつけ足した。

「あ、だからといって、必要もないのに公卿や殿上人たちの前にでるつもりはありませんけど」

「──それは、『左大臣の女』として顔をだすことで、おまえを『麗景殿女御の双子の妹』だと思っている連中を攪かく乱らんしようということか」

「攪乱というか、煙けむに巻くというか……」

　雅雪の確かく認にんに、茜は軽く首を捻ひねった。

「そもそも、宮中の人たちはわたしを『麗景殿女御の双子の妹』だと思っているだけで、だれかに間ま違ちがいなくそうだと言われたわけではないんですよね」

　真相を知っている内大臣家の人間や麗景殿の女房たちにとって、それは都合の悪い事実なのだからだれも認めたりするはずがない。噂うわさをしていた人々は皆みな、確信を得ているわけではないのだ。

「だから、あえて『左大臣の女』を公おおやけにすることで、噂は噂にすぎない、『周防』が『分かる月影』だというのは間違いだったと態度で示すんです」

『夕子』の生いたち、『周防』に関する噂、どちらも肯定も否定もする必要はない。言を弄ろうすればかえって泥どろ沼ぬまに足をつっこむことになるだけだ。

　ただ堂々と、『左大臣の女むすめ』を名乗ればいい。

「内大臣側にしても、あれは『左大臣の女』ではないなんては言えませんから」

「……それを否定すれば、ならばやはり『麗景殿女御の双子の妹』か、ということになるからな」

「そういうことです」

　こちらの言わんとするところを正確に汲くみとった雅雪に、茜は笑えみを深くした。

　一連の話に黙だまって耳を傾かたむけていた朱貞が、「なるほど」と自らの顎をなでた。

「それをいうなら、父の方も同じだ。後宮にあがってから茜どのの素す性じように気づいたとしても、今さらひっこめるわけにはいかない。左大臣家としての威い信しんもあるし、後宮における内大臣有利の状じよう況きようを覆くつがえす好機であることにも変わりはないからね」

　早い話、出仕するまでの間さえ信じていてくれたらなんとかなる。

　そう薄うすく笑んだ朱貞に同意しつつも、内心申しわけない気持ちが湧わいてくるのが止められない。

「──もしかして、自分さえここにこなければこんな迷めい惑わくをかけずにすんだのに、とか思ってるかい？」

　ふいにのぞきこむようにして指し摘てきされ、茜は肩かたを揺ゆらした。

「どう、して……」

「女性の気持ちを汲むのは得意でね」

　艶つやめいた表情を閃ひらめかせた朱貞が、けれど、と言葉を継つぎながら雅雪へと視線を流した。

「もともとこの話は、私と雅雪の間でとり交かわされたもの。茜どのが気に病やむようなことはなにひとつないだろう？」

　そのとおりだ、というように雅雪が頷く。

「それにこうなったのは父がおかしな欲をかいたせいだからね。なにかあったとしても、因果応報というものさ」

　口調はいつもどおりなのに、どこか重い響ひびきで言い置くと、

「──さて、と」

　朱貞は膝ひざをひとつ叩たたいて、身軽く立ちあがった。

「頭とうの中ちゆう将じようさま？」

　唐とう突とつな行動に茜が双そう眸ぼうを瞬またたかせて見上げれば、それこそいつもの彼らしいいたずらなまなざしが返った。

「私はそろそろ席を外すとしよう。残りすくない恋こい人びとたちの時を邪じや魔まするほど、無ぶ粋すいではないからね」

　雅雪に「あとで」と声をかけた朱貞は優ゆう雅がな足どりで部屋をあとにした。

「……急にどうされたのかしら」

　なんだか様子がおかしかった気がして、うっすらと顔を曇くもらせると茜は消えた背中を追うように目をやった。同じように横目で見やった雅雪が、短く息をつく。

「──言葉どおり、気を利きかせてくださったんだろう。だとしたら」

「雅雪さま？」

　わずかに空いた間と途と切ぎれた語ご尾びに、どうしたのかと視線を戻もどそうとした矢先、軽く肩をひかれた。とん、と肩が雅雪の腕に触ふれる。

「期待に応こたえなければな」

　いっこうに直る様子もないことだし、と肩を抱だくのとは反対の手が、すっと茜の唇くちびるをなぞる。その、触れるか触れないかの感かん触しよくに、背が震ふるえた。

「ま、雅雪さ、ん…っ」

「いっそ、こちらからもらうか」

　さま、まで言う前に、指先に唇を塞ふさがれる。ついで耳元に吹ふきこまれた囁ささやきに、茜は真っ赤になって雅雪の身体からだを押し返した。

　そんな、ささやかでいて甘やかな時に流されて、さきほど覚えた違い和わ感かんはどこかへと消え失うせていた。
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「──気を遣つかわせてしまったな」

　苦く自じ嘲ちようして、朱貞はでてきた部屋の方を見返った。

　ただでさえ苦労している彼女を図はからずも政権争いに巻きこんでしまった上、気に病ませてしまうなど、失態以外のなにものでもない。

　おまけに、後宮における彼女の存在の危あやうさを、慌あわただしさにかまけて失念していたことも、その思いに拍はく車しやをかけていた。

「まったく、らしくない」

　嘆たん息そくして、視界を閉とざす。

　心が常になくいらだっているのがわかる。それは毎日のように傍そばにいる雅雪にも伝わっているようだった。

　父が考えることなどわかりそうなものなのに、目先雅雪のことを優先した結果、あの人の横やりを許し後手に回るはめになったこともそうだが──そもそも、権力の維い持じに『女』を使おうという考えが気にいらない。ずいぶんと『男こちら』を侮あなどってくれたものだ。

　この報むくいはいずれ受けてもらうこととして……と、朱貞は聞こえてくる言いあいめいたじゃれあいにやおら瞼まぶたを開いた。

「それにしても──恋こいする女性は強いな」

　無理を押しとおすと告げた時の茜の笑顔を思いだし、自然と口元が綻ほころぶ。

　淑しとやかでか弱いばかりが女性の魅み力りよくではないと、彼女を見ていると思い知らされるようだ。帝みかども麗景殿女によう御ごのことだけでなく、彼女自身に思うものがあるからこそ、力を貸してくださるのだろう。

「さて、と」

　自分もうかうかしてはいられない、と朱貞は止めていた歩みを再開した。

　彼女がそうと心に決めたのならば、内だい裏りにおける憂うれいごとをひとつでも晴らしておかなくては。

「かわいい妹のために、一ひと肌はだ脱ぬぐとしようか」

　その顔には人を食ったような笑みと、鋭するどく冴さえわたるまなざしが浮かんでいた。
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　ここのところ後宮はどこか浮うき足立ったような空気に包まれていた。

　というのも、数日のうちに新たな妃きさき候補と目される左大臣家の女が、尚ないし侍のかみとして出仕することになっているのだ。

　突とつ如じよ現れた存在に、どういう人物なのかと女によう房ぼうたちは揃そろってかしましい。男たちもなりふりかまわぬ左大臣のやり方を、関白さまも必死だと陰かげで囁きながら興きよう味み津しん々しんだ。

「──さてさて」

　物陰から麗景殿の様子をうかがっていた兵ひよう部ぶの卿きよう宮のみやは、思案げに目を眇すがめて顎あごへ檜ひ扇おうぎをあてた。

「利用するなら、この機会だが」

　自分を虚こ仮けにしてくれたかの女御に一いつ矢し報いようと夏ごろ流した歌は、はじまりはよかったものの──それだけだった。

　麗景殿女御の双ふた子ごの妹と思おぼしき女房を内大臣が早々に内だい裏りからひきあげたため、一時は噂は本当なのかと人々も色めきたったものだ。だがそれも束つかの間、内大臣側が頑がんとして知らぬ顔を貫つらぬきとおし、新しい情報もなにもはいってこなかったため、貴族たちの興味はあっという間によそへと移ってしまった。

　麗景殿女御に対する帝の寵ちよう愛あいが変わらなかったことも、それに輪をかけた。

　下手に騒さわいで内大臣と帝、双そう方ほうの不興を買うことを恐おそれたのだ。

　もっとも、その不興こそを麗景殿女御が被こうむって寵を失わせようともくろんでいた兵部卿宮には、見事にあてが外れた形となった。

　それでも今日までおとなしくしていたのは、さすがにやりすぎれば、いくら身内とはいえ帝が黙だまっていないだろうと判断したことに加え、純じゆん粋すいに手がなかったからだ。

「……しかし、左大臣の女むすめか」

　ここへきて巡めぐってきた新たな機会に、どうするか、と麗景殿を眺ながめやっていた兵部卿宮は、

「これは、兵部卿宮さま」

　背後からかかった声に、一いつ瞬しゆん渋じゆう面めんを作った。

　しかし、すぐに唇に笑えみを貼はりつけると、ことさらのんびりと振ふり返った。

「おや、頭中将」

「このようなところで、いかがなさいましたか」

　それはこちらの科白せりふだと内心毒づきつつ、はらりと檜扇を広げる。

「なに、近ごろずいぶんと後宮がおちつかない様子だと思ってね」

「ああ──我が妹のことで、お騒がせしておりまして」

　苦く笑しよう交じりに返った朱貞の言葉に、兵部卿宮は扇の下で舌打ちせんばかりに口を歪ゆがめた。

　そう、利用するならこの機会なのだが、尚侍が左大臣の女──頭中将の異母妹であることが彼の中でひっかかっていた。

　麗景殿女御の名に傷をつけることができたとして、結果的に目前の男の妹が寵を受けるようになるなら考えものだ。これ以上、この男に大きな顔をさせるのは気に食わない。

　──だとすると、麗景殿女御のことは水に流して、こちらにことを仕し掛かけるのも一興か。

　この男の余よ裕ゆうが崩くずれるところはさぞや見物だろう。

　思い描えがいてほくそ笑んでいた兵部卿宮は、おもむろに顔をよせてきた朱貞に反応が遅おくれた。

「──これ以上、おかしな真ま似ねはなさらない方が御おん身みのためです」

「！」

　耳へと吹きこまれた、すべてを見み透すかしたような呟つぶやきに、表情がこわばる。

　だが、動どう揺ようを悟さとられるのも癪しやくで、兵部卿宮はいかにも不快だという顔をとり繕つくろうとぱちりと扇を閉じた。

「おかしな真似？　どういう意味だ」

「心あたりがおありでない、と？」

　ただ敵も然さる者、朱貞は意味深に微ほほ笑えんだあと、人目を遮さえぎるように口の横へ右手の甲こうをかざした。

　低く、声がおちる。

「火遊びは相手を選んだ方がよろしいのでは？」

「……なんのことやら」

　麗景殿を流し見て囁かれた言葉に、かろうじて言い返した声に苦みが滲にじむ。

　──この男……。

　暗に麗景殿女御に手をだそうとしていたことを持ちだされ、兵部卿宮は密ひそかに歯は嚙がみした。おおかた、蔵人くろうどの少将を通じて例の女房から話を聞いたのだろう。

「主上おかみは寛かん容ようなお方ではありますが、お耳にはいれば……さて、どうなりますことやら」

「き、さま…っ」

　おまけに匂におわせてきたそれに、兵部卿宮はぎりっとすました笑顔を睨にらみつけた。

「脅おどすつもりか？　この私を」

「脅す？　まさか、そのようなつもりはありません。ただ、ご忠告をさしあげているだけです──おとなしくされていた方があなたのためだと」

　ほかにも探さぐられて痛む腹がおありなのでは？──声にはださず紡つむいだ唇くちびるの、笑みが深まる。

　しかし、その瞳ひとみだけは凍いてつく鋭さでこちらを射い貫ぬいていた。

　尚侍はもちろん、麗景殿女御にもいっさいの手出しはするなと、男の表情のすべてが物語っていた。

「──たしかに忠告はしましたよ」

　では、と最後に楽しげな笑いを閃ひらめかせ、朱貞が踵きびすを返した。

　視線が外れた瞬しゆん間かん、じわりと汗あせが吹ふきだすのがわかった。

　──あの目は、本気だ。

　迂う闊かつなことをすれば例の件を帝の耳にいれるだけでなく、あの男自身も動くだろう。

　無意識に身み震ぶるいした自身に気づいて、兵部卿宮はちっと舌打ちした。

「……しかたがない」

　やられっぱなしは性しようにあわないが、たかだか女一人に執しゆう着ちやくしてこの気ままな地位を失うのは惜おしい。

　そう、惜しいのだ。決して、あの男を恐れたわけではない。

　自らに言い聞かせるように心中で呟いた兵部卿宮は、麗景殿を一いち瞥べつすると足早にその場をあとにした。
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　季節は晩秋へと移り変わろうかという、八は月づきも終わりの某ぼう日じつ、いよいよ茜──いや、左大臣の女・夕子は尚侍として内裏へ出仕した。

　お付きの女房三十人余り、さらには女めの童わらわや下仕えの者数人が艶あでやかな装しよう束ぞくに身を包み、尚侍とともに御ご殿てんへとのぼった。その支し度たくのきらびやかさは女御もかくやというもので、左大臣家の威い信しんを宮中の者たちに見せつけた。

　同時にそれは、降って湧わいたように現れた彼女が、左大臣の女として遇ぐうされている証あかしでもあった。







「女によう御ごさま、おちつきなさいませ」

　ぴしゃりと耳を打った乳母めのとの声に、そわそわと簀すの子こ縁えんの方をうかがっていた照子は肩かたを竦すくめた。

「あちらはたかだか尚ないし侍のかみ。女御として入じゆ内だいされた貴女あなたさまとは格が違ちがいます。主上のご寵愛深い女御さまは、今やこの後宮の主あるじと言っても過言ではないのです。堂々となさっていればいいのです」

　おちつけと言う割に、自身こそが敵てき愾がい心しんを剝むきだしにして言い募つのる乳母に、照子はひとつ息をついた。

「けれど……左大臣家の姫ひめなのでしょう？」

　宮中に参上した折の華はなやかさは、彼女の耳にも届いていた。ここの女房たちにも、一体どんな様子かと見にいった者たちがいて「尚侍風ふ情ぜいが」と忌いま々いましげに噂うわさしあっていたから、嫌いやでも聞こえてきてしまうのだ。

「それこそどこの馬の骨とも知れない娘むすめです！　どうやって左大臣家にとりいったのかと、皆みな言っていますよ」

「小こ鶴づる」

　母親より一層敵意も露あらわな乳ち姉きよう妹だいの名を、たしなめるように呼ぶ。はっとした彼女はすぐに「失礼いたしました」と頭をさげた。

　照子は再び息をついた。

　新たな尚侍が後宮ここへやってくると知った時から、どれほど溜ため息いきをついただろうか。

　帝みかどの様子に変わりはなく、周囲の者も大だい丈じよう夫ぶだと言ってはくれるが不安は胸にすくったままだ。

　──どのような方なのかしら。

　当の尚侍が、まもなくここ麗景殿を訪おとずれることになっていた。

　温うん明めい殿でんにはいって早々文ふみで挨あい拶さつがよこされ、うかがいをたててきたくらいだ。高たか倉くら御のみ息やす所どころのような高圧的な女性ではない、と思う。

　左大臣がぜひにというくらい、美しい人なのだろうか。──帝が心こころ惹ひかれるような。

　自らの考えに、つきりと胸が痛む。

「……茜」

　こんな時にこそ傍そばにいて不安を聞いてほしい妹は、ここにはいない。蔵人の少将からは、内大臣家から連れだして安全な場所に匿かくまっていると聞いてはいるが、今はどこでどうしているのだろう。

『茜が茜らしくいられる場所にいてほしい』──あの言葉に噓うそはなかったが、こうして心が揺ゆらぐ時、隣となりにいてほしいと思うのはほかのだれでもなく、双ふた子ごの妹だった。

　思考の淵ふちに沈しずんでいた照子の意識に、さわり、と女によう房ぼうたちのかすかなざわめきが届いた。にわかに張りつめた空気に、尚侍の先さき触ぶれが麗景殿へと足を踏ふみいれたことを悟る。

　──いよいよだわ。

　こくり、と喉のどを鳴らす。扇おうぎを持つ手に知らず力がこもった。

　簀子縁を渡わたる衣きぬ擦ずれの音が、徐じよ々じよに大きくなっていく。御み簾す越ごしに幾いく人にんもの人ひと影かげがこちらへむかってくるのが見えた。

「藤ふじ原わらの尚侍がお見えになりました」

「──おとおしして」

「どうぞ、おはいり──」

　照子の返事に、尚侍にかけられたのだろう入室を促うながす言葉が不自然に途と切ぎれる。続いて、簀子縁近くにいた女房たちが一様に息を吞のんだ気配がした。

　傍に控ひかえている乳母が眉まゆを顰ひそめたのがわかった。品位が疑われるような真似を……とでも思っているのだろう。だが──

「失礼いたします」

　御み簾すの陰かげから届いたその声と、真っ先に目に飛びこんできた髪かみの色に、彼女もまたぎょっと双そう眸ぼうを見開いたのが視界の端はしに映る。

「あ──」

　しかし、照子もそれを気に留める余よ裕ゆうはなかった。陽光を映して淡あわくきらめく薄うす茶ちや色いろの髪に目が釘くぎ付づけになる。

　まさか、と思う。

　尚侍として出仕してきたのは『左大臣の女むすめ』のはずで、『彼女』がこんなところにいるはずがないのだ。

　一方で、速まっていく鼓こ動どうは、たしかに期待していた。

　だれかが言っていたではないか。『左大臣の女』は降って湧いたように現れたのだと。

　その場のだれもが食い入るように見つめる先で、尚侍と思おぼしき女性が装しよう束ぞくをさばいてこちらへとむき直る。伏ふせられていた顔が、すっとあげられた。

「！　あ、かね……」

　照子は握にぎった扇をとりおとし、震ふるえる両手を口元にあてた。

　御簾越しにまっすぐこちらを見る面おも差ざしは、間ま違ちがいなく妹のものだった。

　ざわり、と室内に動どう揺ようが走る。どんな女がくるのか見定めてやろうと控えていた女房たちが、揃そろって驚きよう愕がくを浮うかべる中、尚侍──いや、茜はしずしずと廂ひさしの間へと足を踏みいれた。

　照子もまた、なぜ、と、どうして、が繰くり返し浮かび、声もないまま見守るしかない。

　部屋中の視線を集めながら、茜は臆おくする様子もなく膝ひざを折ると、おもむろにこちらにむかって頭をさげた。輝かがやきをまとう髪が、さらりと流れた。
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「お初にお目にかかります」

　堂々とした声が、張りつめた空気に響ひびく。

「このたび、尚侍のお役目をたまわりました、藤原夕子と申します」

「──夕、子」

　照子の唇くちびるから零こぼれた呟つぶやきを拾ったように顔をあげた茜が、にっこりと微ほほ笑えんだ。
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「どうして知らせてはくれなかったの」

　離はなすまいとするようにこちらの両手をぎゅっと握り締しめた照子が、なじりながら目元を潤うるませる。

　会えた嬉うれしさや驚おどろき、なにも知らせてもらえなかったやるせなさなど、様々な感情がいり混じるまなざしに、茜は眉まゆ尻じりをさげた。

「ごめんなさい。心配してくれてるのは聞いてたんだけど、色々あって」

「──色々って？」

　聞かせてくれるのだろう、とじっとこちらを見つめる濡ぬれた瞳ひとみが告げるのに、思わず苦く笑しようした。おそらく聞きたいことは山とあるものの、なにから口にしたらいいのかまとまらないのだろう。

　さきほど──左大臣の女として名乗りをあげた直後、なにを話す間もなく照子は人ひと払ばらいを命じた。「女御さま！」と咎とがめるようにあがった乳母の声も無視して、

「あの方と二人にして」

　珍めずらしく強い口調で促した彼女に、女房たちは渋しぶ々しぶ退出していった。その際も皆一様に信じられないという目つきでこちらを見ていたが、中でも乳母はいつか見た時と同じか、それ以上に憎にく々にくしげな色をたたえていた。

　しかして二人きりになった途と端たん、御簾の奥から飛びだしてくる勢いで姿を現した照子とひさしぶりの再会をはたしたのである。

「──長い話になるけど」

　話をするまでは解放してもらえなそうだと思いつつたしかめるが、案の定、頷うなずきが返ってきた。

「内大臣家に戻もどってからはどうしていたの？　宮中にあがるまではどこに？　なぜ、左大臣の女を名乗っているの？」

　ようやく混乱がおさまってきたのか矢や継つぎ早に浴びせられる疑問に、茜は握られたままの右手を解くと照子の手の上へと重ねた。

「わかったからおちついて、姉さま」

「あぁ……まだ、姉と呼んでくれるのね」

　感極きわまったように照子の目から零れた涙なみだを、茜はそっと拭ぬぐった。

「あたりまえでしょう？　どこのだれになろうと、姉さまは姉さまだもの」

　そのまま、こつんと額をあわせる。

　濡れた双眸を瞬またたかせた照子が、綻ほころぶように微笑んだ。

　ふふっ、と目を見み交かわして笑いを零こぼしたあと、座り直した二人は、有明によって茜が内大臣邸ていに連れ戻されてから今日までの互たがいの近きん況きようを語りあった。

　特に茜の話は、無理矢理結けつ婚こんさせられそうになったことから、尚ないし侍のかみとして出仕することになるまで平へい穏おんとはほど遠く、照子は時折顔を青ざめさせながら聞き漏もらすまいとするように耳を傾かたむけていた。

「──では、蔵人くろうどの少将どのとは……？」

「またしばらくの間は会えないかな。──あ、でも、時々は頭とうの中ちゆう将じようさまと顔を見せにきてくださるだろうし！」

　気き遣づかうような表情になった照子に、茜は努めて明るい声をだした。

「わたしの方こそごめんね。尚侍なんて姉さまの立場からしたら気分のいいものじゃないと思うけど……」

「そんなことっ」

　茜のせいじゃないと頭かぶりを振ふる照子に、ありがとう、と小さく微笑んだ。

「主上おかみはこちらの事情をご存じだから、協力していただけることになってるの。尚侍といっても実質名前だけのものだから」

「茜、わたくしのことより……」

「あ、今のはほかの人には内ない緒しよね」

　なにか言いたげな照子を遮さえぎって、おどけるようにしなくてもいい念押しをする。

　照子は開きかけた唇を緩ゆるやかに閉とざすと、細く息をついた。

「──もちろん、だれにも話したりはしないわ」

　そんな姉の様子に、茜は内心で謝った。

　蔵人の少将とのことはどうなるのか──たぶん、そう言いたかったのだろう。実態があろうがなかろうが尚侍として出仕している以上、雅雪と結ばれることはできない。照子もわかっているから案じてくれているのだと思う。

　しかし、それは茜にはどうにもできないことだ。むしろ、自分の方が教えてほしいくらいだった。不ふ祥しよう事じでも起こせば退出できるだろうが、自分を妹として受けいれてくれた朱貞のことを考えたら、彼の顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねはできない。

　そこまで考えて、茜はふと眉び宇うをよせた。

　──不祥事っていえば……。

「……そういえば、姉さまの方はどうだったの？　わたしがいなくなったあと、なにかなかった？」

　茜が後宮を去ることになった例の歌は、まもなくだれの口からも聞かれなくなったとは耳にしていた。結果的に父のもくろみどおりになった形だが、気になるのは兵ひよう部ぶの卿きよう宮のみやだ。

　──あの人は、わたしじゃなく、姉さまに恥はじをかかされたと思ってるはずだもの。

　照子の耳にはいっさいいれずすべて自分がしたことだったが、そんな事情を彼は知らないのだ。噂うわさがたち消えになったというのなら、しつこく次の手を考えてくると思ったのだが──。

「なにか？　さきほど話した、お父さまの目が厳しくなったこと以外はとりたててなにも」

　唐とう突とつに変わった話題にきょとんとした照子の表情には、誤ご魔ま化かしているような気配はない。

「ほんとに？　たとえば兵部卿宮さまがなにか言ってきたり、だとか……」

「兵部卿宮さま？」

　重ねた問いに首を傾かしげた照子に、茜は「ううん」と笑った。

「なにもないなら、いいの」

　これは本当になにもないらしい、と話題をひっこめる。意外は意外だが、下手に藪やぶをつついて蛇へびをだすこともない。

　──主上が手をうたれたのかな？

　菖蒲あやめ根ね合あわせにいたる一連の騒そう動どうは、朱貞や雅雪からおそらく帝みかどの耳にはいっているはずだ。さらに例の歌のことも兵部卿宮の仕し業わざだとなると、照子を憎にくからず想おもってくれているらしい帝が裏から手を回していても不思議はない。

「そうだ、姉さま。ところで、歌の方はどう？」

　秘ひ密みつ裏りに『兄』がとった行動を知らない茜は一人納なつ得とくすると、帝で思いだした話を振った。

　同じ後宮にいるとはいえ、今後は二人きりで会うというのは難しいだろう。ならば、こだわっていても答えのでない話題にしがみついているより、すこしでも多くの話をしたい。

　にこやかに問いかけた茜に、照子が怯ひるんだように言葉をつまらせた。

「それ、は……茜のことが気になって、それどころではなかったから……」

「ということは、主上にはまだ……？」

　離れていた三ヶ月は長く、語りあえる今は短い。

　茜と照子は会えなかった時を埋うめるように、すこしの間も惜おしむように、言葉を重ね、再会の喜びをわかちあったのだった。




　そうして照子との顔合わせをはたした茜だったが、もうひとつの再会は、思わぬ形で意外な人物によってもたらされることになった。




「あれ……あやはどうしたの？」

　文ふ机づくえにむかっていた茜がふと顔をあげた時、室内にあやの姿はなかった。

「そういえば、まだ戻っておりませんね」

　控ひかえていた女によう房ぼうもあたりを見回し首を傾げる。ほかの女房たちも見ていないと揃そろって頭を振った。

　彼女たちの様子に、茜は胸むな騒さわぎを覚えた。

　朱貞へ近況報告のため文ふみの使いを頼たのんだのはずいぶん前だ。彼と会って話しこんでいるにしろ、すこし遅おそい気がした。

　茜は筆を置いて立ちあがりかけ──浮うかせた腰こしを再びおとした。

　──そうだ、わたしはもう『周防』じゃないんだ。

　比ひ較かく的てき気軽に出歩けたあのころとは違ちがい、『尚侍』が軽々しく歩き回るなどもってのほかだ。

　わかってはいてもやはりおちつかず、茜は改めて立ちあがると母も屋やの御み簾すを持ちあげて簀すの子こ縁えんの方をうかがった。

「どうしたんだろ……」

　茜が『夕子』として後宮にあがってから数日、宮中は新参者の話題で持ちきりだった。

　華はなやかな女房行列にさすがは左大臣家、というものから、垣かい間ま見みた尚侍と思おぼしき姫ひめの美しさを語る盛大に尾おひれがついたものまで様々だ。しかし、その中に『左大臣の女むすめ』を『麗景殿女によう御ごの双ふた子ごの妹』や『周防』ではないかと疑うようなものはなかった。

　ある意味、当然かもしれない。高貴な女性が移動する際は、前後を供の女房たちが固めているし、扇おうぎで顔を隠かくしている。この髪かみばかりはどうにもならないが、常にあやが傍そばにつき従っているため、垣間見えた彼女を尚侍だと思いこんでいる者が多いのだ。

　人とは面おも白しろいもので、都合よく見たいものを見る。格好や立ち位置でわかりそうなものなのに、どうやら、美しい、という先入観があるため、美人の条件から外れる髪を持つ茜がそうだとは思わないらしい。

　そして、堂々と尚侍として名乗った麗景殿の者たちは茜のことに気づいていないはずはないが──現に照子の乳母めのとには睨にらまれた──「あれは麗景殿女御の双子の妹だ」などと吹ふい聴ちようして歩くわけがない。内大臣には報告しているだろうが、あとは貝のように口を閉じている様がありありと想像できた。

「おかしな人にからまれてないといいんだけど」

　よくも悪くも噂の渦か中ちゆうにある新尚侍だ。見たことのない女房が出歩いていたら温うん明めい殿でん付きの者だとすぐ察しがつくだろう。

　噂好きの公きん達だちや尚侍の存在を快く思わない女房たちに因いん縁ねんをつけられるなど、いかにもありそうなことだった。それは茜自身、いやというほど身に染しみている。

　だからこそあやの身を案じていると、ふと板を踏ふむ音が聞こえてきた。傍にいた別の女房も気づいたようで、ああ、と外へ顔を巡めぐらせる。

「戻もどってきたようで……あら？」

　しかし、途と中ちゆうで首を傾げた。そう、こちらへ近づいてくる気配はひとつではなかったのだ。

　違ったか、と息をついて奥へ戻ろうとした茜は、

「──申しわけございません。助けていただいた上に、わざわざ送っていただいてしまって」

　耳に届いた恐きよう縮しゆくそうな声に足を止めた。あやだ。

　無事に戻ってきたことに安あん堵どしつつ、聞こえてきた内容になにかあったのかと眉まゆをよせた。

　だが次の時、茜はその目を大きく見開くことになった。

「いや、これくらいたいしたことじゃない」

「！　この、声……」

　信じられない思いに、気配が近づいてくる方を凝ぎよう視しする。

　やがて、御簾のむこうにふたつの影かげが映った。

「あの、本当にありがとうございました」

「ああ、これからは気をつけた方がいい。それじゃ」

　ひとつは、あやだ。もうひとつは──

「──やすっ……じゃない、右う兵ひよう衛えの佐すけさま!?」

「な…っ!?」

　とっさに母屋にかかった御簾を払はらってあげた叫さけびに、踵きびすを返しかけていた人影がぎょっとこちらを振りむく。縁と廂ひさしの間を仕切る御簾越ごしに見えたその顔は、間ま違ちがいない。保秋だ。

「その声、は──」

　茜？

　茫ぼう然ぜんと、表情が抜ぬけおちたような顔つきで、保秋が声にならない声で呟つぶやく。

　こうして茜は、あの七夕の夜、別れたきりの幼おさな馴な染じみと再び相あい見まみえることになったのである。




「……」

　御簾越しに目の前に座る保秋を、茜は複雑な思いで見つめた。

　あのあと、「うちの者が助けてもらったようで、ぜひお礼がしたい」と保秋を無理矢理ひき留めたのだが……こうしてむかいあうと、なにを言ったらいいのかわからなくなる。最後が最後だっただけに、なおさらだ。

　その状じよう況きようを見かねたように口を挟はさんだのはあやだった。

「若君に文を届けた帰りに、数人の公達に声をかけられたんです。尚ないし侍のかみのことをあれこれと聞こうとなされて……」

　断ったものの、大の男にまわりを囲まれてしまえば逃にげようがない。挙句、生意気だのなんだのとあや自身に標的が移ろうかというころ、保秋が止めにはいってくれたのだという。

「大だい丈じよう夫ぶだとお伝えしたんですけど、その方々が戻ってこないともかぎらないからとここまで送ってくださったんです」

　申しわけなさそうに説明する彼女に、そうだったのかと腑ふにおちる。

「送ってもらって、よかった」

　あやのためにも──自分のためにも。

　茜は意を決すると、いかにも居い心ごこ地ちが悪そうに座っている保秋へと口を開いた。

「右兵衛佐さま……ううん、保秋。あやを助けてくれて、ありがとう」

　御簾の奥から聞こえた声に、保秋が肩かたを揺ゆらがせた。わずかに視線が泳いだあと、うかがうように御簾の方へと据すえられる。

「──茜、なのか？」

「うん。今は『夕子』だけどね」

　改めて聞いても信じられないというような問いかけに、すかさず肯こう定ていを返す。

　ちなみに、今この場には茜と保秋のほかはあやしかいなかった。

　立場上、保秋と二人きりになるわけにはいかない。かといって、口が堅かたいとはいえ事情に通じていない女房たちの前で『茜』として言葉を交かわすわけにもいかず、こういう形になった。

　本当は直接顔をあわせたかったが、これも保秋の言うところのけじめだ。

　夕子、とその名の含ふくむものを咀そ嚼しやくするように繰くり返した保秋が、はあ、と大きく息を吐はいた。

「なんだってこんなことになってんのかわかんねえが……ほんとに、茜なんだな」

「『またね』って言ったじゃない」

　照子同様、混乱しているらしい彼にわざと軽口を叩たたけば、恨うらめしげなまなざしがこちらを射た。

「言ったけどな、だれがこんな場面想像すんだよ、え？」

「そうだね、わたしもしてなかった」

　茜の返しに、保秋が呻うなりをあげて襟えり足あしを搔かいた。

「──んで？　想像もしてなかったことに、なんでなってんだよ。てか、あいつはどうしたんだよ、あいつは。大丈夫なのか、おまえ」

　いらだたしげな中にもよせられた気き遣づかいに、彼から見えないのをいいことに茜は泣きそうに顔を歪ゆがめた。

　──ほんと、優やさしすぎるよ……。

　だからこそ、保秋にはことの次し第だいを説明しておくべきだろう。

　望むと望まざるとにかかわらず、彼は内大臣側の人間だ。余計なことに巻きこまれないためにも事情を知っておく必要がある。

　だが、その説明の前に──

「──保秋は、大丈夫だった？」

「あ？　なにがだよ」

「あの時、わたしがいなくなってから、内大臣に……」

　さすがに言いづらくて言葉を探す茜に、保秋は察したように「ああ……」と顎あごをひいた。ちらっとたしかめるように、御み簾すの脇わきに控ひかえるあやへ目をやる。

「彼女なら大丈夫。頭とうの中ちゆう将じようさまの信も厚くて、事情は全部知ってるから」

「そうか。──さすがに自分が逃がしたとは言えねえからな、部屋についた時にはもぬけの殻からだったってことにしてある。どこへいったのか捜さがしてた時に騒さわぎがあったってな。だから、内大臣さまから特にお咎とがめもなかったから安心しろ」

「そ、か……」

　優しい彼のことだ。もしかしたら、聞かせづらい話には口を噤つぐんでいるかもしれない。

　だとしても、このまま話を受けとっておくべきだろう。そう、彼が望んでいるのだから。

「改めて、言わせて。保秋、あの時はありがとう」

　だから、代わりに謝意を伝える。が、当の保秋が嫌いやそうに手を振ふった。

「よせよ、もう終わったことだ。それより今はおまえの話だろ」

　いかにも彼らしい態度に苦く笑しようを零こぼしたあと、「実は……」と茜は保秋に手短にことの次第を語って聞かせた。

　保秋は口を挟むこともなく聞いていたが、すべてを語り終えたあと彼から返ったのは渋しぶい溜ため息いきだった。

「……また、厄やつ介かいなことになってんな」

「そう言われると返す言葉もないんだけど」

　さきほど同様苦笑を返すしかない茜に、保秋は考えるような顔つきになる。

「──麗景殿さまのところへ挨あい拶さつにいったってことは、もう内大臣さまには知られてるってことか」

「たぶん。姉さまはともかく、まわりが報告してるだろうし」

「ってことは、今ごろさぞや心中穏おだやかじゃないだろうな」

「……だと思う」

　厄やつ介かい払ばらいしようとした矢先に行方ゆくえをくらませたかと思えば、今度は照子の競合相手として現れたのだ。どれほど怒いかり狂くるっているか、想像に難かたくない。

「だから、保秋も余計な火の粉が降りかからないように注意してほしくて」

「莫迦ばかか。オレのことなんかより、自分の心配してろ」

　茜の忠告に怒おこったように言い捨てて、保秋はおもむろに立ちあがった。

「事情もわかったところで、そろそろいくわ。あんま長居して、だれかに見られでもしたら面めん倒どうだしな」

「あ、うん……ひき留めてごめんね」

　保秋の言うとおりだ。内大臣側の彼が左大臣の女むすめのところに出入りしていたなどと知れたら、それこそ厄介な事態を招きかねない。

　名残なごり惜おしいが、しかたがない。

「保秋、会えてよかった」

「ああ……茜、気をつけろよ」

　最後に一言告げた茜に、保秋はぶっきらぼうに頷うなずいて、「じゃあな」と背を返した。

「──あ、あのっ」

　そこへふいにあがった声に、茜と保秋は揃そろってそちらへ首を巡めぐらせた。二対ついのまなざしの先で、あやが一心に保秋を見つめていた。

「右う兵ひよう衛えの佐すけさま、今日はありがとうございました」

「──いや、あんたも気をつけろ」

　その視線にたじろいだように言い置くと、彼は今度こそ温うん明めい殿でんをあとにした。

「いい方ですね」

「うん……ほんとにね」

　去っていく背中を見送って静かに呟いたあやにあいづちをうちながら、茜もまた見えなくなるまでその姿を目で追う。

　本当に、変わらない。

　だからこそ、自分にはそんな資格がないのは知りつつも、あの不器用で優しすぎる幼おさな馴な染じみの幸せを願わずにはおれなかった。
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　最近の殿とのはひどく機き嫌げんが悪い──。

　女によう房ぼうをはじめとして下働きの者にいたるまで、今や内大臣家でそれを知らぬ者はいなかった。七夕の晩からこちら、機嫌が下降の一いつ途とをたどってはいたが、ここ数日はもはや地をはうようなありさまだ。

　噂うわさに聞く、左大臣の女の尚ないし侍のかみ出仕がやはり原因だろうか？

　うかがうようにして囁ささやかれるそれは、当たらずといえども遠からずで、内大臣の胸のうちの大半を占しめているのは間ま違ちがいなかった。

「……一体、これはどういうことだ」

　麗景殿よりもたらされた報告に耳を疑ったあと、有明にこみあげてきたのは強い焦しよう燥そうといらだちだった。

　茜の失しつ踪そうに、確とは摑つかめない行方。さらには寝ね耳みみに水の、左大臣の女の尚侍出仕。

　それらだけでも面おも白しろくないどころか、地じ団だん駄だを踏ふむような思いでいたのだ。なのに──。

「あれが、左大臣の女として、尚侍におさまっているだと……？」

　なにがどうなるとそうなるというのか。

　今すぐにでも温明殿にのりこみたいのは山々だったが、表向きは『左大臣の女』である人物にそんな真ま似ねはできない。

「──まずは、真相をこの目でたしかめねば」

　ぎり……と奥歯を軋きしませて、有明はとるべき方策に考えを巡らせた。
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　尚侍さま、と戸と惑まどったようにかけられた声に、茜は目をとおしていた本から顔をあげた。

「使いの者が目通りを願っているのですが……」

「使い？　どこからの？」

「それが……麗景殿女によう御ごさまなのです」

　──姉さまが？

　内心首を傾かしげつつ、茜は本を閉じて立ちあがった。

「わかったわ。おとおしして」

　そうは応こたえたものの、どこか胸むな騒さわぎがする。

　文ふみなら目通りせずともとりつぎの者に渡わたせばすむ話だ。麗景殿からの使者ということは、当然あそこの女房のはずで、事情を知っている照子が口頭での伝言を託たくすとは思えない。

　──もしかして、あの人……？

　ひとつの予感が脳のう裏りをよぎる。

　茜はやや固い顔つきで、使者を迎むかえるために御み簾すの前に腰こしをおろした。ついで廂ひさしの間へととおされたのは見知った顔で、麗景殿付きの女房に間違いなかった。

「藤原尚侍におかれましては、ご機嫌麗うるわしく──」

　あたり障さわりのない挨拶を述べながら礼をとる姿に、慇いん懃ぎん無礼という言葉が浮うかぶ。こちらの正体を知っているからだろう、居い丈たけ高だかな態度が透すけて見えるのだ。

　被ひ害がい妄もう想そうというわけでもない証しよう拠こに、傍そばに控ひかえていたあやの表情がこわばっている。

「今日は、どのようなご用でしょう」

　こちらもまた固い声で別の女房が問うたのに、使者が顔をあげた。御簾越ごしに挑いどみかかるようなまなざしが、茜を射る。

「我が主あるじが、今から藤原尚侍にお越こしいただきたいとのことでございます」

　高らかに告げられた要求に、室内の空気がざわりと波打った。

「今からですって？」「このように一方的に呼びつけるだなんて、なんて不ぶ躾しつけな」と不快げに囁きあうのが、方々から聞こえてくる。

　それも無理からぬことだろう。前まえ触ぶれもなく『今から』というのも、理由を告げないのも、普ふ通つうは考えられない。

「……麗景殿女御さまが、そう？」

　女房を介かいさず口を開いた茜に、御簾のむこうの顔がかすかに歪ゆがんだ。

「──我が主のお言葉でございます」

「……」

「ぜひに、と」

　微び妙みようにそらされた答えの意味を考えていると、さらに念を押される。

　なにか、ある。

　さきほどよぎった予感が現実味を帯びていくのをひしひしと感じつつ、茜は深く息を吸いこんだ。

「──わかりました。参りましょう」

「尚侍さま！」

　返した了りよう承しように、咎とがめるような声があがる。それに茜はゆっくりと首を横に振ふった。

「ここまで言われるのだもの、よほどの用がおありなのでしょう」

　たとえ断っても、頑がんとして譲ゆずりそうにない。仮に、自分の予感があたっているのだとしたら、遅おそかれ早かれくると思っていた。

「支し度たくを」と頼たのめば、渋しぶ々しぶながら女房たちが準備をはじめた。

「そのままでもいっこうに……」

　待たされるのを厭いとうのか、焦じれたような声をあげた麗景殿の女房を、「まさか」と言下に退ける。

「麗景殿さまへ伺し候こうするのに、そういうわけにはまいりません」

　そう言われては黙だまるしかない相手を置いて、急ぐでもなく支度をする。目上の相手に会う格好でないのは事実だし、これくらいの意い趣しゆ返がえしは許されるだろう。

「お待たせいたしました。参りましょう」

　準備を終えた茜が、女房の巻きあげた御簾の奥からでていくと、「──では」と裾すそを返した使者がその一いつ瞬しゆんに鋭するどく睨にらみつけてきた。

　腹の中に相当含ふくむものがありそうだと扇おうぎの下で苦く笑しようして、茜は数人の女房たちと彼女のあとに続いた。

　温うん明めい殿でんをでて、おや、と思う。

　ここから麗景殿までの道のりは遠くない。それでも多少なりとも人目のある廊ろうをとおるのだが、人がいないのだ。特に最近は、今話題の新尚侍の姿をひと目垣かい間ま見みることができないかと、だれかしらが用もないのにうろついているのに、だ。

　──もしかして、人ひと払ばらいがされてる？

　これはますます……という茜の予感が決定的になったのは、いざ麗景殿へ足を踏みいれようとした時だった。

　先導していた女房がふいに足を止めたかと思うと、こちらを振り返った。

「お付きの方々はここでご遠えん慮りよください」

　思わぬことに、一同揃そろって呆あつ気けにとられる。いち早く我に返ったのは、今日もいつもどおりつき添そってくれていたあやだった。

「なにをおっしゃっているのです!?」

「尚侍以外はご遠慮ください、と申しました」

　いくらなんでもここまで下に見られる道理はないと食ってかかった彼女を、しかし女房は冷めたまなざしで睥へい睨げいしたまま揺らがない。

　女房へと踏みだしかけたあやの袖そでを、茜はそっとひき止めた。

「あや」

「けれど…っ」

　納なつ得とくできないと振り返った顔に、憤いきどおりとは別に憂うれいの色があるのを見て、彼女もまたなにかを感じとっているのだとわかる。自分を案じてくれる気持ちを嬉うれしく思いながら、茜は小さく微ほほ笑えんだ。

「いいから──わたしは、大だい丈じよう夫ぶ」

「姫ひめさま……」

「では、こちらへ」

　話がまとまったとみるやいなや、女によう房ぼうが促うながしてくる。

　あやを筆頭に、戸惑いと不快さを浮かべて自分を見つめる女房たちに茜は、いってくる、というように頷うなずいた。

「すぐに戻もどるわ」

　だから心配しないで、と言外に伝え、麗景殿の女房に続く。

　ちらりとこちらがついてくるのをたしかめた彼女は、裾をさばいて簀すの子こ縁えんを渡っていく。背中にいくつもの心配そうな視線を感じながら、茜もまた前をいく女房を追って角を曲がる。そのまま互たがいに一言もなく進めた歩みが、ぴたりと止まった。

「こちらでお待ちです」

　早くはいれと振り返った目が告げる。

　茜はふうっと息を整えると、巻きあげられた御簾をくぐった。さりげなく室内に視線を走らせる。

　──人がいない。

　あらかじめ人払いがしてあったのか、常に御ご前ぜんに侍はべっている女房たちの姿がない。母も屋やの御簾はおろされていて、そこに照子の姿があるのかどうかはわからなかった。

　人ひと気けがなく静まりかえった場に立ちつくした茜の背後で、ばさりと音がした。弾はじかれたように首を巡めぐらせると、今し方くぐってきた御簾がおろされていた。

「……」

　光が遮さえぎられ、薄うす暗ぐらくなった室内へと顔を戻した時、

「──よもや、本当におまえが尚ないし侍のかみだったとはな」

　苦りきった声が静けさを割った。

　さっと顔をこわばらせてひとつの几き帳ちように目をやれば、その奥からゆらりと立ちあがった影かげがあった。

「お──」

　お父さま、と口を突つきかけて、寸前で吞のみこむ。そう呼ばれるのをこの相手はよしとしないだろう。だからといって「内大臣さま」と呼びかけるのも躊躇ためらわれ、結局茜はその場に膝ひざを折ると、無言で頭をさげた。

　ふん、と鼻を鳴らした有明が几帳を回りこみ、こちらへとむかってくる足音がする。伏ふせた視界に映った足に、立ったままこちらを睨みおろしているのがわかった。

「おまえがなぜ左大臣の女むすめを名乗っているのかなど、この際どうでもよい」

　おおかた、頭とうの中ちゆう将じようあたりが小細工を弄ろうしたのだろう、と低い声がおちてくる。

「幸い今はまだほとんどの者が、尚侍がかつて周防と呼ばれていた女だとは気づいていない。──早々に宮中より、いや、都より姿を消せ」

　目め障ざわりだ。

　一方的に吐はき捨てた有明に、茜は顔を歪めた。

　──やっぱり、こういうことだったんだ。

　麗景殿の女房たちから尚侍について報告がいっても、にわかには信じられなかったのだろう。かといって、温明殿を訪ねたところで直接会えるわけではない。内大臣とはいえ、表向きは左大臣の女に無礼な真ま似ねはできない。

　ゆえに直接顔をたしかめるため、照子の名を使ってこちらを麗景殿へ呼びだしたのだ。

　違ちがうのなら、面おも白しろくはないがそれでいい。報告どおりなら、早さつ急きゆうに排はい除じよしなければならない。尚侍の正体が噂うわさになる前──内大臣家に余計な火の粉が飛んでくる前に。

　有明のそんな胸のうちが手にとるようにわかった。

「おまえごときが主上おかみの寵を受けるなどあり得ないことは百も承知だろう。現に、今日まで夜の御ご殿てんどころか、御前に召めされたこともないというではないか」

「……」

「ここはおまえのような者がいていい場所ではない。どこへなりとも去いね！」

　茜が黙ったままなのをどう捉とらえたのか、有明は矢や継つぎ早にまくしたてると、犬いぬ猫ねこでも追い払はらうように大ぶりな仕草で腕うでを振ふった。

　はあはあ、と大きく肩かたで息をする音が聞こえる。

　茜はそれを耳にしながら、おもむろに伏せていた顔をあげた。

「──お断りいたします」

　父だった男の顔をまっすぐ見上げ、きっぱりと告げる。

　一瞬、呆ほうけたように動きを止めた有明の顔が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。あたかも不ふ愉ゆ快かいな音が聞こえたと言わんばかりだった。

「──なん、だと？」

「お断りいたします、と申しあげました。わたしは自分から宮中ここをでていくつもりは、ありません」

　ここまで言えば誤解のしようもないだろうと思ったとおり、仰あおぎ見る顔が憤ふん怒ぬの形相へ塗ぬり変わっていく。

「き、さま…っ、どういうつもりだッ？」

「どういうつもりもなにも……内大臣さまこそ、どのような権限があってそのように指図なさるのです」

　もうすでに父ではない、と暗に告げた茜は、「それよりなにより」と見上げるまなざしに力をこめた。

「わたしはもう、塵の身ではありませんので」
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「……っ」

　今まで反はん抗こうらしい反抗をしたことがない娘むすめの毅き然ぜんとした態度に驚おどろいたのか、怒いかりに声もないのか、ひくりと顔をひきつらせた有明が、凝ぎよう然ぜんとこちらを見下ろした。

　この様子なら、言わんとしたことは伝わったらしい。

　古こ今きん和わ歌か集しゆうに、こんな歌がある。

『風の上に　ありか定めぬ　塵ちりの身は　行くへも知らず　なりぬべらなり』──風に吹ふきあげられて居場所も定まらない塵を我が身に喩たとえ、どこへいくかもわからない儚はかない身の上を嘆なげいた歌だ。

　古今集の歌を覚えているのは、貴族男性としては嗜たしなみの一種だ。

　だからこそ、茜はその歌を踏ふまえ、『自分はもう吹かれるままの儚い身の上ではない』──自身の在あり処かをすでに定めている、と告げたのだ。

　互いに退ひかぬまなざしがぶつかりあう。

「きさま……」

　肩を震ふるわせた有明が、低く呻うなりをあげる。

「蔵人くろうどの少将がどうなってもよいのか」

　今度は茜が表情を揺ゆらす番だった。

　朱貞がどうの帝みかどがどうのと言いながら、有明は正確に見み抜ぬいていた。茜の定めた己おのれの在処が、雅雪だということを。

　茜は隠かくれた袖そでの中で、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

　雅雪の手をとるのを最後まで躊躇った理由が、これだった。自分のせいで彼の将来を閉とざしてしまうかもしれないと思うと、どうしてもあと一歩が踏みだせなかった。

　けれど、保秋がその背を押してくれた。

　雅雪が「大丈夫だ」と言ってくれた。

　だったら、自分もそれに応こたえなくては──。

　──わたしはもう、風に流されるまま生きたりしない。

　ひとつ、ゆっくりと瞬まばたきする。そうして、茜は改めて有明の双そう眸ぼうを見返した。

「わたしは、あの方を信じてついていくだけです」

　雅雪の手をとると決めた以上、彼から離はなされないかぎり、自分はともに歩んでいくだけだ。

　その強い揺らがぬまなざしに、有明が血走った目を一層大きく見開いた。

　一方の茜は、もう用はすんだとばかりに一礼した。

「それでは、わたしはこれで」

　これ以上話してもこちらの意志は変わらない。もうここにいることに意味はなかった。

　早く戻ってあやたちを安心させてあげなくては、とそそくさと立ちあがり、踵きびすを返す。足早にその場をあとにしようとした茜の背に、

「──っ、待て！」

　焦あせりか怒りか、上うわ擦ずった叫さけびがかかった。

　足を止めればずかずかと荒あら々あらしい足音が近づいてくる。振り返ろうとするより早く、ぐいっと遠えん慮りよのない力に髪かみを摑つかまれた。

「痛…っ」

　ふいの痛みに顰しかめた顔に影がさす。

「このこと、後こう悔かいするはめになるぞ」

「──ッ」

　のぞきこんできた激情に燃える冷ややかな目に息を吞む。

　怯ひるんだ茜に満足したのか、有明は摑んでいた髪を離すと、鼻を鳴らして横をすり抜ぬける。そのまま手荒に御み簾すを押しのけて麗景殿をでていった。

　遠ざかる足音に、茜は小刻みに震える手を押さえつけるように両手を握りあわせた。

　啖たん呵かを切った時点で、このままではすまないことはわかっていた。自分の言動に後悔はしていないが、なにをするつもりなのかと身構えずにはいられない。

「……あの人に、報しらせておかないと」

　なにかしてくるなら、おそらく雅雪にだ。

　茜は青ざめた顔で唇くちびるをひき結ぶと、足早に麗景殿をあとにした。
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　きぃ、と軋きしみをあげた妻戸に肩を竦すくませて、茜はまわりを見回した。

「──気づかれてないみたい」

　よかった、と胸をなでおろし、暗い色の小こ袿うちぎを被かずき直すと妻戸の隙すき間まからするりと抜けだした。改めてあたりに人気がないことを確かく認にんし、気配を殺すようにして簀すの子こ縁えんを歩きだす。見み咎とがめられないうちに、と急せく心とは裏腹に、極力足音を抑おさえようとするとどうしても慎しん重ちような進みになってしまう。

　夜も更ふけてきたころ、茜は尚ないし侍のかみのではなく、着慣れた女によう房ぼう装しよう束ぞくをまとって温うん明めい殿でんを密ひそかに抜けだした。具合の優すぐれないふりをして、早々に休むからと女房たちをさがらせたため、さほどの労は要しなかった。

　しかし、さすがにおおっぴらには出歩けないため、女房のふりをした上、夜よ闇やみにまぎれる濃こい小袿を頭から被かぶっていた。これならお忍しのびで逢おう瀬せを交かわすどこかの女房に見えるはずだ。

　ちらり、と胸むな元もとからのぞく紙に目をおとす。頰ほおが自然と緩ゆるんでしまいそうになるのに、いけない、と頭を振った。

「急がなきゃ……もうきてるかもしれない」

　茜は指定された殿でん舎しやへと足を急がせた。

　今日の夕刻、「これを直接渡わたしてほしいと、蔵人の方から」と女めの童わらわの一人が持ってきたのがこの紙だった。

『蔵人』の言葉ににわかに鼓こ動どうが騒さわぎだすのを感じつつ、受けとった紙を人目を忍んで開いてみると、雅雪と思おぼしき手で会いたいという旨むねの内容が書かれていた。急いでいたのか、場所と刻限、そこで待っているというだけの簡素な走り書きだったが、胸がどきどきするのは抑えられなかった。

　尚侍として出仕した以上、麗景殿にいたころのようにはいかない。

　わかってはいたことだったし、雅雪も朱貞の供で顔を見せにきてくれてはいた。しかし、触ふれあうこともできなければ、直接顔をあわせることさえはばかられる状じよう況きように寂さびしさを覚えていたのもたしかだった。

　そんなところへきた文ふみだ。浮うき足立つなという方が無理だった。

「……だけど、こんな風に呼びだすくらいだもの。なにかあったのかも」

　先日の内大臣との一件はすでに伝えてある。なにかあったわけでなくても、その件についてだろうことは想像に難かたくない。

　茜は浮きたつ心を鎮しずめるように自分に言い聞かせる。──が、緩まない歩みの早さが、胸のうちを物語っていた。

　偽ぎ装そうしているとはいえ極力人に出会わないよう、被いた小袿の下から注意を配って進む。やがて足を踏みいれた殿舎に、茜はふとあたりを見回した。

「あ、ここ……」

　夏のころ、まだ周防として宮中にいた時にもここへ足を踏みいれたことがあった。人目を避さけるため、雅雪をひっぱってきたのだ。

　名前を見ただけでは浮かばなかった記き憶おくが、鮮せん明めいに甦よみがえってくる。

「あの時は、喧けん嘩かになったっけ」

　過ぎ去った時を見つめるように、茜は目を細める。今となっては、そんなこともあったという懐なつかしさだけがあった。

　束つかの間、回かい顧こに浸ひたっていた茜ははたと我に返った。こんなことをしている場合ではなかった。

「雅雪さまは……」

　改めてあたりを見回すが、それらしい人ひと影かげはない。

「まだきてないのかな？」

　そわそわと首を巡めぐらせながら簀子縁を進んだ茜は、あれ、と建物の角に視線を留めた。

「妻戸が、開いてる？」

　夜闇に慣れた目をじっと凝こらせば、たしかに薄うすく開いている。

　茜はあたりをうかがいながら、そちらへと足を進めた。すこし躊躇ためらったあと、そっと妻戸に手をかける。

「……だれか、いますか？」

　雅雪さま、と呼びかけて、万が一同じように密会中の男女だったりしたらまずい。

　けれど、外よりなお暗い室内は静まりかえったままで、返る言葉はなかった。耳をすませてみても衣きぬ擦ずれの音ひとつしない。

　灯あかりを持ってきた方がよかったかと思いつつ、茜は中へと身を滑すべりこませた。どこも似たような造りだし、今は使われていない殿舎だ。見えなくても、なにかに蹴け躓つまずいたりするようなことはないだろう。

　茜は被っていた小袿をとると、室内をぐるりと見み渡わたした。その視界に明かりらしきものが映りこむ。

「？　奥にいるのかな」

　それならいくら小声で呼びかけたとはいえ、返事くらいきそうなものだが……と思いながら勘かんと手て探さぐりで母も屋やへとむかう。使われていない御簾は巻きあげられているようで、近づいていくにつれ、明かりはどこかの隙間から細く漏もれでていることがわかった。

「塗ぬり籠ごめから漏れてるんだ」

　塗籠とは、母屋の一部を仕切って周囲を壁かべで囲い、出入り口を設けた小部屋のことだ。主に寝ねるための場所として使われるが、調度品や貴重品などをしまうための場所としても利用されていた。

　その塗籠の戸が、妻戸同様薄く開いているのだ。

　茜は光にひかれるように塗籠へ近づくと、中をのぞきこんだ。

「だれもいないみたい……」

　塗籠の中では燈とう台だいがひとつ、ゆらゆらと火を灯ともしているだけで人影はない。

　茜はたしかめるように戸を開くと、無人の中へと踏ふみこんだ。

　広くはない塗籠内には、外から見たとおり燈台があるきりでなにもない。灯りがあるくらいなのだからもしかしたら、と書き置きの類たぐいを探してみるが、それらしいものも見当たらなかった。

「雅雪さまが事前に灯しておいた、とか？」

　だとしたらなぜ本人がいないのか、という疑問が残る。わざわざ灯ひだけを置いて去るなど、二度手間もいいところだ。おまけに不用心この上ない。

「……」

　なんとも言いがたい気持ちの悪さが胸をよぎる。

　茜は胸元の紙に目をやったあと、眉まゆを顰めて踵きびすを返そうとした。

　その時、キシ……と床ゆか板いたの軋む音がして、はっとうしろを振ふりむいた。息を吞のんで開いた戸のむこうにある闇を凝ぎよう視しする。

　──だれか、くる。

　忍ぶようにこちらへ近づいてくる気配に、小さく喉のどが鳴った。無意識に戸から遠ざかるように足を退ひく。

　塗籠の手前で、足音が止まった。

　茜は息を潜ひそめ、すがるように手にした小袿を握にぎり締しめた。どくどくと鼓動が痛いほどに胸を打ちつける。

　やがて、ギ…ッ、と動いた気配に、瞬またたきも忘れて開いたままの戸を食い入るように見つめる。そうして──

「！　雅雪さま…っ」

　灯りが浮かびあがらせた顔に、茜の身体からだからどっと力が抜ぬけた。

「茜」

　ついと巡った視線がこちらを認め、雅雪が歩いてくる。

　ほっとしたあまりへたりこみそうになっていた茜は大きく息をついて、近づいてくる彼に力のない笑えみをむけた。

「よかった……」

「よかった？」

　漏れた呟つぶやきに、雅雪の形のいい眉が怪け訝げんそうにあがる。

「もしかしたら、別の人なんじゃないかと思って」

　ひとつぽつりと灯されていた灯りに対する違い和わ感かんは、茜の胸に猜さい疑ぎ心しんをも灯すことになった。

　雅雪の手に見えた文これは、本当に彼のものだったのだろうか。寂しさと嬉うれしさに目が曇くもり、自分はまんまと罠わなにはまりにきたのではないか。──そんな予感に吹ふかれたのだ。

　だからこそ、雅雪が顔をのぞかせた時の安あん堵どは一ひと際きわのものだった。

　改めて見やった雅雪の姿に、茜はつと眉を顰ひそめた。

「……瘦やせた？」

　そろりと伸のばした手で、以前見た時よりも鋭するどくなっている気がする顔の輪りん郭かくをなぞる。様々に重なった心労がたたっているのではないかと、顔色をうかがう。

　当の雅雪はくすぐったいのかわずかに目を眇すがめ、「そうか？」とやんわりとその手を握った。

「灯りのせいだろう」

　陰いん影えいが濃こくでる灯りの見せる錯さつ覚かくだろうと言われて、茜は眉み間けんの皺しわを深めた。

　そんなことはない、と反論しかけた時、握られた手の指先に口づけられ、思わず固まる。

「──そういうことにしておけ」

　低く囁ささやく声が指先におとされ、茜は声もないままこくこくと頷うなずいた。誤ご魔ま化かされたのは感じたが、ひさしく触ふれることのなかった熱に思考が浮うかされて、うまく言葉がでてこない。

　──きっと、男の意地とか矜きよう持じとか、色々あるのよ…っ

　無理矢理言い聞かせていると、雅雪がふっと笑った。

「いい子だ」

「……こども扱あつかいしないで」

　甘やかな声にこれ以上惑まどわされないぞと目に力をこめると、こちらを見下ろす瞳ひとみがどこか妖あやしげに揺ゆらめいた。

「大人の扱いがしてほしいのか？」

「……っ」

　握った手の甲こうを、男の指がつっとなぞる。意味深な仕草に、茜はとっさに握られた手をひき抜いていた。

「とっ、ところで！」

　その手を抱だきこむようにしながら、茜は強ごう引いんに話題を変えた。

　雅雪が「遠えん慮りよはいらない」と喉を鳴らしているが、このままむこうの調子に巻きこまれては平常心が保てない。

「こんなところに呼びだしたりして、どうしたの？　なにか──」

　あった？　と続けようとした言葉が、すうっと笑いをおさめた雅雪に尻しりすぼみになった。寸前までの楽しげな様子が一変、彼の表情から熱が消える。

「なにを言っている」

「え？」

「呼びだしたのはそちらだろう」

「……え？」

　からかう色のいっさいない声こわ音ねに、冷たい手で心の臓をなでられたような気がした。

「だ、だって、これ！」

　再び胸に吹き抜けた予感を払はらうように、茜は急いで胸むな元もとから紙をひき抜いた。雅雪の目の前で開いてみせる。

「蔵人くろうどの方からって……」

「──すくなくとも、俺ではない」

　紙面を一いち瞥べつした雅雪が、迷う素そ振ぶりもなく断言する。

　茜の顔がさっと青ざめた。現実になった予感に、紙を持つ手が震ふるえる。

「じゃあ、一体だれが」

「同じだな」

　零こぼれた呟きに、雅雪の嘆たん息そくが重なった。

「？　同じって……？」

　紙におちていた視線を雅雪へ戻もどせば、こちらを見つめるまなざしとかちあった。

「俺はおまえの名で呼びだされたんだ」

「わたしの？」

「ああ。見たことのない女によう房ぼうが、すれ違ちがいざまにその旨むねを記した紙を手に滑すべりこませてきた」

　見覚えはなかったが、朱貞の用意した女房の顔を全員見知っているわけではない。また、そこに記された手は、茜同様、たしかに彼女のものとまではいかないが、違うと断言できるものでもなかったという。

「だから、念のため足を運んでみたんだが」

「……」

　雅雪が言を重ねるほどに眉間の皺を深めていた茜が彼の袍ほうの裾すそをひいた。

「戻りましょう」

　固い声で促うながす。

「十中八九、父……内大臣です」

　互たがいの名でこんなところに呼びだす意図は不明だったが、なにもないわけがない。仕組まれたのだとわかった以上、長居は無用だ。

　ああ、とあいづちを返した雅雪と唯ゆい一いつの出入り口にむかおうとした時だった。

　ゆらり、と風もないのに燈台の灯あかりが不自然に揺らめいた。

「……」

　揺らぎに誘さそわれるように二人が灯ひへ目をやった直後、キィ……と軋きしむ音が夜や陰いんにおちる。

　弾はじかれたように茜が戸へ首を巡めぐらせたのと時を同じくして、開いていた塗ぬり籠ごめの戸が、ぱたり、と閉じた。

「戸が……！」

　慌あわてて足を踏ふみだそうとした茜より一足早く、雅雪が身を翻ひるがえした。大おお股またで歩みよると、閉まった戸へ手をかけた。

　灯明の灯りに浮かびあがった横顔の眉まゆ根ねがぐっとよる。

「──雅雪さま？」

「開かない」

「!?」

　雅雪の隣となりへ駆かけよって戸を押してみるが、頑がんとして動かない。

　戸を揺すってみてもがたがたと音がするばかりで開く気配はなかった。

「──錠じようがさされてる」

「閉じこめられたってこと……？」

　雅雪の苦みを帯びた呟きに、茫ぼう然ぜんと閉じたままの戸を見つめる。




「──まんまとひっかかりおったか」




　重くのしかかった沈ちん黙もくに、くぐもったような声が響ひびいた。

　──この声は…っ

　茜はばっと戸を仰あおいだ。だが、彼女が口を開くより早く、

「内大臣さま」

　雅雪が声の主を言いあてた。そう、固く閉とざされた戸の奥から聞こえてくるのは、父有明の声だった。

「あの文ふみは、やはりあなたの仕し業わざでしたか」

　こんな時だというのに焦あせりの色もない雅雪の問いかけに、戸を隔へだてたむこう側で、ふん、と有明が鼻を鳴らすのがわかった。

「私たちをいかがするおつもりです」

「──心配せずとも、朝にはだしてやろう」

　私以外のだれかがな。

　低く嗤わらいながら続けられた言葉に、茜の顔からすっと血の気がひいていく。

「だれかって……」

「さて、その者はどう思うであろうな。使われていない殿でん舎しやで、尚ないし侍のかみと蔵人の少将が二人きりで一夜を明かしたとなれば。宿直とのいでもないのに残っていたとなると、なおのこと」

「な……！」

「当然、主上おかみの耳にもはいることになるだろう」

「……はいるんじゃなくて、いれるの間ま違ちがいでしょ」

　苦く声を震わせながら、表情をこわばらせて茜は隣を見上げた。

　状じよう況きようがどうであれ、尚侍と蔵人の少将が二人きりで一夜を明かしたとなれば、醜しゆう聞ぶん以外のなにものでもない。

　尚侍はなんらかの理由をつけて辞やめさせられることになるだろう。それだけならまだしも、雅雪もただではすまない。──いや、有明がすまさない。

「……そのだれかが、あなたの手の者というわけですか」

　だが、雅雪はあくまで平静だった。有明の愉ゆ悦えつが滲にじむ声とは対照的に、淡たん々たんと指し摘てきするおちつき払った声こわ差ざしに、いらだたしげな舌打ちが返った。

「『銀しろがねの少将』めが」

　慌てふためく様子がないのが気に障さわるのか、吐はき捨てた有明が、気をとり直したように鼻先で笑った。

「どこまでもかわいげのないやつよ。──しかし、その余よ裕ゆうもどこまで保もつものかな」

　この目でたしかめられないのが残念だ、と嘯うそぶく声に、床ゆかの軋む音が続いた。

　立ち去る気だ、と気づいた瞬しゆん間かん、茜はすがるように戸に手をついていた。

「待って！」

　制止をあげるが、返ったのはせせら笑いだった。

「せっかくの逢おう瀬せだ、せいぜい楽しむといい。──なにせ、時間だけはたっぷりとあるのだからな」

「ふざけないでッ」

　ドン！　と力いっぱい戸に手を叩たたきつけるが、憎にくらしいことに緩ゆるみのひとつも生じない。同様に、有明の歩みも止まることはなかった。

「後こう悔かい先に立たずとはよく言ったものだな。おまえも身に染しみたことだろう。とはいえそれも遅おそきに失したがな」

　遠くなっていく声に焦しよう燥そう感かんが煽あおられる。このままではこの男の思おも惑わくどおりになってしまう。

「待って、ここをっ──」

　躍やつ起きになってがたがたと戸を揺ゆさぶる。

　その隙すき間まを縫ぬうようにして、キィ……パ、タン──と妻戸の閉ざされるかすかな音が、茜の耳にやけに大きく届いた。
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「う、そ……」

　とり残された塗籠で、茜は愕がく然ぜんと立ちはだかる戸を見つめた。

　唯ゆい一いつ錠じようを開けることのできる有明は立ち去ってしまった。次にこの戸が開く時は──破は滅めつする時だ。

　茜はのろのろと隣へ首を巡らせた。扉とびらの前にたたずむ雅雪の横顔はどこまでも静かで、なにを考えているのか読みとらせない。

　変わらない彼の冷静さを心強く思いながらも、拭ぬぐいようのない焦りに、茜は戸へとぐっと爪つめをたてた。

　──なんとか……朝までになんとかここを抜ぬけださなきゃ…っ

　このままでは雅雪の出世の道は閉ざされてしまう。ついていくと決めたとはいえ、彼のいく道に影かげがさすのを甘受できるはずがない。

　それに自分が不ふ名めい誉よを得れば、左大臣家にも大なり小なり影えい響きようが及およぶのは目に見えていた。あれこれと手をつくしてくれた朱貞を巻きこむわけにはいかない。

「どうにか、ここをでないと」

　自分を鼓こ舞ぶするように呟つぶやいて、茜はぐるりと塗籠内を見回した。

　だが、もともと壁かべを厚く塗ぬりこめた閉へい鎖さ的な造りだ。隙間などあるわけがないし、簡単に崩くずせる壁でもない。

　改めて体重をかけて戸を押してみるが、軋むだけでまるで歯がたたなかった。

　──だからって、諦あきらめるわけにはいかないんだから。

　茜は戸を睨にらみつけながら数歩うしろへとさがった。

「茜？」

「すこしさがっていて」

　不ふ審しんげに呼びかけてくる雅雪にそれだけ応こたえると、袴はかまの裾すそをたくしあげる。片足をやや前にだし、身構えた。

「おい！」

　なにをしようとしているのか察したのか、雅雪が声を荒あらげる。だが、茜はそれを合図としたように勢いよく戸へと足を踏みだした。

　右みぎ肩かたから戸めがけて体当たりする。──が、木の固い感かん触しよくに跳はね返される前に、力強い腕うでに抱だき留められ、身動きができなくなる。

　頭上で安あん堵どしたように息つく音が聞こえたかと思うと、続けざまに怒ど声せいが降ってきた。

「莫迦ばかか！　なにをするつもりだッ」

「なにって……体当たりして、」

「女の力でそんなことをしたところで、開くわけがないだろう！　おまえの方が怪け我がをするのがおちだ」

　皆みなまで言う前に、さらなる叱しつ責せきが重ねられる。その勢いに、茜は雅雪の腕の中で思わず身を竦すくませた。

「だけど、このままじゃ……」

　それでも反論しようとしたところで、はあ、と再びおちてきた吐と息いきが髪かみをなでた。回された腕に力がこもる。

「……頼たのむから無茶をしてくれるな」

「無茶なんて」

「体当たりしようとすることの、どこか無茶じゃないというんだ。そんなことは必要があれば俺がする」

　それにだ、とわずかに腕の力を緩めた雅雪が、こちらの顔をのぞきこんできた。

「ここで闇やみ雲くもに暴れて、だれかに聞き咎とがめられでもしたらどうするつもりだ。内大臣の手の者がくる前に別の人間に見つけられてしまえば同じことだろう」

「あ……」

　早くここからでなくてはと焦あせっていたが、二人きりでいるところを見つかってまずいのはなにも内大臣の関係者にかぎったことではない。闇雲に騒さわいだところで、必ずしもいい結果に繫つながるとはかぎらないのだ。

　動転するあまり、冷静さを欠いていた自分に今さらながら気づく。

「ごめんなさい……」

「俺のために懸けん命めいになってくれるのは嬉うれしいが、怪我をしては元も子もないだろう」

　正確に胸のうちを見み抜ぬかれていた気き恥はずかしさに、茜は身み動じろいだ。

「もういいでしょう、離はなしてっ」

「断る」

　おまえがこれ以上莫迦な真ま似ねをしないように捕つかまえていないとな、と再び強くなった腕の力に、さきほどまでとは違ちがった意味で鼓こ動どうがおちつかなくなる。触ふれている部分から熱があがっていくような心ここ地ちがした。

「莫迦な真似って、こんなとこ人に見られたらそれこそ…っ」

「おまえが騒がなければ、だれもここに人がいるなどと気づきはしない」

「でも！」

　焦りと羞しゆう恥ちでわたわたしている茜を片腕でしっかり抱きこんだ雅雪が、空いた手で彼女の頰ほおをなでた。

　熱くなった顔に冷たい指先が触れるのに、ぞくりと小さく身み震ぶるいが走った。

「──すこしくらい、いいだろう」

　そのまま顎あごに指を添そえられ、くいっと持ちあげられる。間近からこちらを見下ろすぬばたまの瞳ひとみが、灯ともし火びに濡ぬれたように輝かがやいた。

「状じよう況きようが状況とはいえ、ひさしぶりにこうして会えたんだ。多少触れあったところで、罰ばちはあたらない」

「そういう問題じゃなくて」

「それとも、嫌いやか？」

　こうして俺が触れるのは、と囁ささやきながら彼の親指が下した唇くちびるをなぞる。のぞきこむまなざしが、心の奥までのぞきこんでくるかのようだ。

「……っ」

　ずるい、と思う。

　──こういうとこ、ほんとずるい。

　こんな風に言われたら、嫌だなんて言えるわけがない。そんな時じゃないとわかっているのに、この腕の中に留とどまりたいと思ってしまう。

　なにより、いくら表面をとり繕つくろっても、本心ではそう思っているのを見み透すかして仕し掛かけてくるのだ、彼は。

　強ごう引いんなようでいて、こちらの心の在あり処かを見定めて踏ふみこんでくる彼は、本当に質たちが悪い。

　今も無言でいるのを肯こう定ていではなく了りよう承しようと判断して、その大きな掌てのひらで壊こわれ物でも扱あつかうように頰を包みこまれる。

「──内大臣も言っていただろう」

「え？」

　密ひそやかに笑った雅雪の顔が徐じよ々じよに近づいてくる。

「せっかくの逢おう瀬せを楽しめばいい、と。慌あわてても状況は変わらない」

「だ、けど、そんな場合じゃ──」

　唆そそのかす囁きに、瞼まぶたが震ふるえる。

　もう黙だまれ、と言わんばかりに唇をなでた吐息に、茜は半ば無意識に目を閉じようとして──

　ガタンッ

　どこからか響ひびいた物音に、びくっと身体からだを震わせた。

「！　今、の」

　反射的に閉じかけていた双そう眸ぼうを開けば、雅雪が軽く舌打ちして顔をあげた。音がしたと思おぼしき方向へ視線を巡めぐらせる。

「近いな」

「……だれかきた、ってこと？」

「そのようだ」

　声を震わせた茜に、表情にうっすらと険しさを宿した雅雪が顎をひく。それを肯定するようにひたひたとこちらに近づいてくる気配があった。

　息を吞のんで、唯ゆい一いつの出入り口である戸の方を凝ぎよう視しする。

　──だれ……？

　有明は『朝にはだしてやろう』と言った。彼が立ち去ってからしばらくたつが、まだ朝は遠い。だとしたら、近づいてくるのは内大臣に関かかわりのないだれかだ。

　どうしてここへやってきたのかはわからない。が、ひとつはっきりしているのは、その人物がだれだろうと、目的がなんだろうと、見つかったらまずいということだ。

　──むこうが『尚ないし侍のかみ』の顔を知らないといいんだけど。

　それならばまだ誤ご魔ま化かせる、と自らに言い聞かせるように鼓動を鎮しずめようとした茜は、はたと抱だき締しめられたままだった雅雪の身体を押し返した。さすがの彼も今度ばかりはすんなりと腕を解く。

　茜はいつのまにか床ゆかにおちていた小こ袿うちぎを急いで被かぶり直したあと、足音を殺すようにして戸の傍そばを離れた。

「茜？」

　訝いぶかる声が低くあとを追ってくる。茜は応こたえる代わりに燈とう台だいへ歩みよると、灯ともった火をふっと吹ふき消した。

　途と端たん、あたりが一筋の光もささない真っ暗くら闇やみに包まれる。

　その中を記き憶おくを頼たよりに戸側の角すみへと慎しん重ちようにむかう。手て探さぐりで自分の位置をたしかめた茜は、壁かべに背をつける形で息を潜ひそめた。

　──この暗闇だもの、うまくいけばこのままやりすごせるかも……。

　気配からこちらがなにをしようとしているか察したのか、雅雪ももう声をかけてくるようなことはしなかった。

　むこうが灯あかりを持っていなかったらなおのこといいのだが……と淡あわい期待を抱いだいたが、それはすぐに打ち砕くだかれることになった。

　自分たちと違って忍しのぶつもりもないのだろう。まっすぐ塗ぬり籠ごめへむかってくる気配が近くなってくるにつれ、暗闇に細い線が浮うかびあがる。戸と壁のわずかな隙すき間まから光が漏もれ入ってくるのだ。

　茜は小袿を深く被り直すと、布を握にぎる手に力をこめた。

　やがて、気配が戸の前で止まった。

「──い、そこにいるのか」

「！」

　じっと身を固くしていた茜は、戸のむこうから呼びかけるようにかけられた声に、耳を疑った。さらに、

「ああ、ここだ」

　あたかもわかっていたように平然と応えた雅雪に、見えない彼の方を食い入るように見つめる。

　──どういうこと？

　なにが起こっているのか、茜が疑問で頭をいっぱいにしている間にもがたがたと音がしたあと、か細い軋きしみをあげてゆっくりと戸が開いた。

「──ぅっ」

　暗闇に慣れた目を、光が灼やく。頼りない手て燭しよくの灯りでも十分すぎるほど眩まぶしいそれに、細めた双眸を懸命に凝こらす。

　だが、相手は戸の外に立ったままらしく、姿はたしかめられない。

「ほらよ」

「助かった。──と言いたいところだが、もうすこし遅おそくてもよかったな」

　いいところを邪じや魔まされた、と薄うすく笑えんだ雅雪がちらりとこちらを流し見たのが、光に馴な染じんできた視界に映る。

「ああっ？　助けてもらっといてどういう言い種ぐさだよ、ったく」

　そんな雅雪へ暗闇から返った悪態に、小袿を握っていた手から力が抜ぬけた。

　──まさ、か……。

　たっ、と爪つま先さきを蹴けった茜からふわりと衣ころもが滑すべりおち、床へとわだかまった。それには目もくれず、戸の前にいる雅雪の方へと走りよる。

「保秋ッ!?」

「おいっ──て、茜か」

　開きかけだった戸を叩たたきつける勢いで押し開ければ、驚おどろいたように身を退ひいた保秋の姿があった。

「大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「え、あ、うん……じゃなくて！」

　眉み間けんに皺しわをよせたいつもの表情で問いかけられ、つられて頷うなずいたあと、そうじゃないと頭を振ふる。

「どうして保秋がここに？」

　それに、と雅雪へと視線を移そうとした茜は、

「姫ひめさまッ！」

　突とつ然ぜん、暗がりから飛びだしてきた影かげに、ぎょっと足をひいた。

「ご無事でよかった…っ」
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「……あ、や？」

　こちらの顔を見るなり、さめざめと袖そでで目元を覆おおった女によう房ぼうは、間ま違ちがいない。あやだ。

「──え、一体なにが……」

　保秋どころか、思いもよらないあやの出現に、茜は目を白黒させて自分以外の三人を見比べた。

　あやは「よかった」と繰くり返しながら顔を伏ふせ、保秋は「あー…」という表情でこちらを見下ろしている。雅雪はと目をやれば、無言で首を横に振られた。

　三者三様の反応に、結局なにが起こっているのかはわからなかった。ただ、あやに心配をかけさせてしまったことだけはたしかだろう。

「……ごめんね、あや。心配してくれてありがとう。──ほら、灯りを持ったままだと危ないから」

　手燭を手にしたままのあやをなだめすかしておちつかせる。

「……失礼、しました」

　やがて、彼女がおちつきをとり戻もどしたのを見計らって、茜は保秋と雅雪の二人へむき直った。そのころには茜自身、わからないことはわからないなりに平静をとり戻していた。

「それで、これはどういうことなんですか？」

　さきほど見聞きしたやりとりからして、雅雪と保秋の二人は通じているはずだ。

　案の定、彼らは互たがいにちらりと目を見み交かわした。そこでどんな意い思し疎そ通つうが図はかられたのか、口を開いたのは雅雪の方だった。

「俺の方から右う兵ひよう衛えの佐すけに頼たのんであった」

「保秋に？　ここにきてくれるように、ですか？」

　そうだと頷く彼に、茜はそっと眉まゆをよせた。

「じゃあ、雅雪さまがあんなにおちついてたのは……」

　こうなることがわかっていたからだったのか、と啞あ然ぜんとすると、そういうことだというように再びあいづちが返ってきた。

「──まず、おまえの名で呼びだされたことに不ふ審しんを覚えた。今まで頭とうの中ちゆう将じようを通じてしか連れん絡らくをよこさなかった、おまえがだ。疑わない方がおかしいだろう」

「…………」

　茜はまんまと誘さそいだされた自分に沈ちん黙もくする。字が似せてあっただけで、ここへ足を運ぶまで疑いもしなかった自身の不用心さに耳が痛い。

「おそらくは内大臣の仕し業わざだろうと思ったからこそ、宿直とのいにあたっていた右兵衛佐を頼った。ことの次し第だいをうちあけた上で、戻ってこない時にはきてほしいとな」

　最初はだいぶ渋しぶられたが、茜のためでもあると告げてようようひき受けてもらった、と保秋を横目で見やった雅雪に、茜もまた視線を移した。

「保秋……」

「しゃーねえだろ、おまえに関かかわることだって言われたらな。こいつがどんなどじ踏ふもうが知ったことじゃないが、おまえに影えい響きようがあるってんなら話は別だ」

　本当になにかあったら寝ね覚ざめが悪い、と渋い顔でそっぽをむく。

「まあ、実際きてみておまえがいたのには驚いたが」

「ごめんなさい……」

　細く息をついた雅雪に、ますます居たたまれなくなって肩かたをおとした茜は、保秋にも頭をさげた。

「保秋も、助けにきてくれてありがとう」

「別に。たいしたことはしてねえ」

「たいしたことでないなら、俺からの礼も不要か」

「はあ!?　ふざけんな、あんたは別だろ！」

　横から口を挟はさんだ雅雪に、保秋が喰くってかかる。

　そんな二人にぽかんとしたあと、思わず苦く笑しようを零こぼす。と、横からも小さな笑いが聞こえてそちらへ目をやれば、あやが袖で口元を押さえていた。

　──そういえば……。

　彼女の姿に、ふともうひとつの疑問を思いだす。

「保秋がきてくれた理由はわかったけど……どうして、あやと一いつ緒しよにいたの？」

　小首を傾かしげて保秋とあやの姿を見比べた茜に、雅雪といがみあっていた彼が意表を突つかれたような顔つきになった。

「どうしてって……そりゃ、おまえを捜さがしてうろうろしてたから、連れてきたんだよ。オレが連れ帰るから戻れっつっても戻らなかったからな」

「そうだったの？」

　目をしばたかせてあやに視線を戻すと、彼女は自分に注目が集まっていることに驚いたように身を竦すくませながら、おずおずと頷いた。

「具合がよくないと寝しん所じよにはいられましたから、気になって様子をうかがいに……そうしたら、お姿がなかったものですから」

「……心配になって捜しにきてくれた？」

「はい……」

　自分の意思ででていったのか、連れ去られたのかわからなかったが、騒さわぎになったら後々茜が気まずい思いをするだろうと、密ひそかに捜してくれていたらしい。

「その途と中ちゆうでこちらの右兵衛佐さまに声をかけられまして、事情をご説明したのです」

　以前のことがあって、茜と保秋が知らぬ仲ではないとわかっていたため、この方なら……と頼たよったのだという。

「そっか……心配かけてごめんね。あやには言っておくべきだったね」

　自分の軽けい率そつな行動を悔くいながら謝罪した茜に、あやが「お止やめください」と頭かぶりを振った。

「姫さまがご無事ならそれでいいのです。事情もわかりますし……」

「──そうとわかったところで、そろそろ二人とも温うん明めい殿でんへ戻った方がいいだろう」

「だな。今度は別のやつが尚ないし侍のかみがいないって騒ぎださないともかぎらねえし」

　あやの言葉に続いた雅雪と保秋に、反対があるはずもない。こんな場所に長居は無用だ。

　揃そろって妻戸の方へむかいかけ、あ、と茜は声をあげた。

「ちょっと待って」

　なにごとかとむけられる視線をかいくぐって、塗ぬり籠ごめへと戻る。床ゆかにおちていた小こ袿うちぎを拾いあげると、また頭から被かぶり直した。

「お待たせ」

　塗籠からでて、灯あかりを持っているあやを先頭として歩きだす。

　揺ゆらぐ灯を見つめながら、茜は隣となりに並ぶ雅雪へひっそりと呼びかけた。

「……ねえ、これで終わると思う？」

「望み薄うすだと言わざるを得ないな」

「だよね……」

　間かん髪はつをいれず返った応こたえに唇くちびるを嚙かむ。

　朝になって、もぬけの殻からになった塗籠が見つかれば、有明はますます憤ふん激げきするだろう。執しつ拗ようさが増すことはあっても、到とう底てい諦あきらめるとは思えない。

　茜が口を突きそうになった溜ため息いきを嚙み殺していると、ぽんっと頭をなでた手があった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「雅雪さま……」

　被かずいた小袿をずらして見上げた隣で、雅雪が唇にあるかなしかの笑えみを刻んでこちらを見ていた。

「信じろ」

「──はい」

　なにを、とは言わない。言い切るだけの根こん拠きよが彼にあるのかも、わからない。

　けれど、茜も多くを問うことはせず、ただ頷うなずいた。

「──おい、いいぞ」

　あやとともに先に立ち、妻戸から外の様子をうかがっていた保秋が身み振ぶりで促うながす。それに従って茜は足早に妻戸へとむかった。
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　例の夜から十日近くがたつが、内大臣は不気味なほど静かだった。

　その静けさがかえって彼が腹のうちに溜ためこんでいる澱よどみの深さを表しているようで、警けい戒かいが募つのっていく。

「──内大臣が？」

　ついつい近ごろの懸けん案あん事じ項こうに意識がいっていた雅雪は、聞こえてきた呟つぶやきにはっと意をとり戻もどした。

　思考を占しめていた人物の名に、どうしたのかと目をやれば、とりつぎ役の女によう房ぼうが帝みかどになにやら耳打ちをしているところだった。

　ちらりとこちらを一いち瞥べつした帝と、目があう。

　──なんだ……？

　眉まゆ根ねがよりそうになるのを抑おさえ、無表情をとり繕つくろった雅雪をよそに、視線を外した帝が軽く顎あごをひいた。

「わかった。呼ぶといい」

　命を受けた女房が一礼して離はなれていく。

　集つどった面々もなにがあったのかと話を止め、帝の方をうかがった。

「いかがなさいましたか」

　女房が立ち去るのを待って、雅雪の隣に座っていた朱貞が口を切る。なにげない風を装よそおってはいるが、『内大臣』の一言に穏おだやかならざるものを感じているのだろう。横顔がどこか固い。

「ん？　ああ──」

　脇きよう息そくにもたれた帝が口を開こうとした時、

「失礼いたします。内大臣をお連れしました」

　早くも内大臣を従えた女房が戻ってきた。

「ご歓かん談だん中、失礼いたします」

「かまわん。それにしても珍めずらしいな、そなたがこういう場に顔をだすとは」

　内大臣の挨あい拶さつに帝が鷹おう揚ように頷く。許しを受けて中に足を踏みいれた彼へ上座を譲ゆずろうと、居並ぶ者たちが座る位置をずらす。

「……」

　雅雪もそれに倣ならいながら、視線だけで悠ゆう々ゆうと近づいてくる内大臣の姿を追う。彼はこちらへは目もくれないまま、開けられた場へとおさまった。

「偶ぐう然ぜんとおりかかりましたところ、なにやら楽しげな声が聞こえたものですからな。たまには私めも混ぜていただこうとこうしてお邪じや魔ました次し第だいです」

　そう、ぐるりと面々を見み渡わたした。

　午前も遅おそい今、ここに集っているのは帝の無ぶ聊りようを慰なぐさめるために──要は暇ひま潰つぶしに話し相手として呼ばれた公きん達だちたちだった。わざわざ内大臣が足を運ぶほどの重要な会議でもなければ、面子メンツでもない。

　居並ぶ者の上を滑すべっていた内大臣の目が、雅雪のところで一いつ瞬しゆん止まる。が、すぐになにごともなかったようにとおりすぎていった。

　──なにを企たくらんでいる。

　これで『偶然』だと思えるほどめでたくはできていない。茜に「大丈夫だ」とは言ったものの、対処のしようがないのが現状だった。

　横目で隣を見ると同じようにこちらを見た朱貞が小さく肩かたを竦めた。この上司にも内大臣がどう動くか読めないらしい。

　──さすが、左大臣と並ぶたぬきだ。

　雅雪は視界の端はしに内大臣の姿を捉とらえながら、苦々しい思いを無表情の顔の下に隠かくした。

　内大臣の登場に一時ぎこちない空気が流れたものの、まもなくもとの和なごやかな雰ふん囲い気きが戻ってくる。

　だが内大臣はといえば、わざわざ参加したにもかかわらず、ほとんど口を挟はさむこともなかった。それが一層警けい戒かい感かんを煽あおる。

　ごく一部に奇き妙みような緊きん張ちよう感かんの漂ただよう中、ことが動いたのは、一人が思いだしたように発した一言によってだった。

「ああ、そういえばもうすぐ弓ゆ場ば始はじめですね」

　瞬間、内大臣の表情がわずかに動いたのがわかった。

　弓場始──射い場ば始はじめともいう──とは通常十かんな月づき五日、帝が紫し宸しん殿でんの西に設けられた弓ゆ場ば殿どのへお出ましになり、公く卿ぎよう以下殿てん上じよう人びとたちが弓を射るのをご覧になる儀ぎ式しきだ。

　とはいえただ弓を射るわけではなく、賭のり弓ゆみといって射手を前後にわけて勝負を競きそいあう。『賭』という字からもわかるように、賭のり物ものといわれる金品がだされ、勝った方にこれが与あたえられることになっていた。

　弓場始の言葉がでたことで、自然話はそちらへ流れていく。

「おお、そういえばそうです」

「今年はだれが射手に選ばれるのでしょう」

　公卿以下殿上人とはいうものの、通常射手には近この衛え府ふや兵ひよう衛え府ふなどの衛府官人が選ばれることが多い。

　昨年はああだった、だれそれはどうだった、と口々に言いあう人々の中にあって、雅雪は内大臣の様子を注意深くうかがっていた。

　と──おもむろにこちらへ顔を巡めぐらせた内大臣と目があった。

「──弓といえば、蔵人くろうどの少将どの」

　今まであいづち程度の受け答えしかしていなかった内大臣の唐とう突とつな呼びかけに、騒さわがしかった場が水を打ったように静まりかえる。公達たちは声につられるように内大臣を見たあと、彼の視線を追うようにして雅雪へと目を移した。

　一気に場の注目を集めることになった雅雪は、きた、と内心身構えつつ、表面上は変わらない無表情を内大臣へとむけた。

「はい」

　その時、彼の唇くちびるが笑みに歪ゆがむのをたしかに目にした。が、他ほかのまなざしがむけられる前に、内大臣は笑みをかき消すように再び口を開いた。

「先の宴うたげでもすばらしい笛の腕うで前まえを披ひ露ろうしてくださったが、弓の腕前の方はいかほどのものかとふと気になりましてな」

「……」

　それはたしかに、と賛同するような囁ささやきが広がっていくのをよそに、雅雪は無言で内大臣を見つめ返す。

「仮にも帝をお守りする左さ近こんの少将であるからには、笛ばかりでなく、ぜひ一度、その弓の腕前を見てみたいものですな」

　高らかに言い放たれたそれを、なるほど、とどこか他人ひと事ごとのように聞く。

　なにを企んでいるのかと思っていたが、さきほどの笑みはこういうことだったのだ。この流れなら、否いや応おうもなく──

「──それは蔵人の少将を弓場始に、ということか」

　という話になる。

　思ったとおりの帝の言葉に、内大臣が面おもてを伏ふせた。

「できますれば」

「ふむ……どうだ、蔵人の少将」

　一応確かく認にんの体ていはとっているものの、この場において『応』以外の答えはありはしない。断れば、必然的に腕に自信がないことになる。そうなると話は自身の武官としての進退にまで関かかわってくる。

「……仰おおせのままに」

　帝のまなざしが愉ゆ快かいそうな色をたたえているのを認めながら、雅雪もまた面を伏せた。帝からよせられる信を疑っているわけではないが、それとは別にこのなりゆきを面おも白しろがっているのはあきらかだった。

「ならば、左大将には私の方から蔵人の少将を射手に加えるよう言っておこう」

　帝の決定を、顔を伏せたまま聞く。

　まわりが面白いことになったとばかりにざわめきだすのを合図に頭をあげた雅雪は、内大臣が鼻先で笑うのを目に留めながら、隣となりへ小声で囁いた。

「どういうつもりでしょう」

「さてね……本当におまえの弓の腕がたいしたことがないと思っているのか、それとも──」

「──別の企みがあるのか」

　朱貞が言い止さした先を継つげば、そういうことだと頷うなずくのがわかった。

「なんにせよ、当日まで気は抜ぬけないな」

「むろんのこと」

「そうそう、それと」

　声が笑いを含ふくんだのに、雅雪は内大臣へむけていた視線を切って朱貞へと移した。

「弓の練習もしておくことだ」

　これで本番で外したらいい笑い者だからね。

　そう、いたずらっぽくこちらを見て笑う瞳ひとみに、なにやら企むような色がある。だが、それがなにか探さぐるより先に、朱貞は前へとむき直ってしまう。

「……」

　油断がならないのはこの人も同じだな、と雅雪は周囲に悟さとられないよう細く息をついた。やはり血は争えない、と帝みかどの様子を思いだしながら、内心独りごちる。

　──まあ、いい。

　この上司は食えない相手だが、信しん頼らいできない相手ではない。

　まず警けい戒かいすべきは、内大臣だ。

　あの男がどう転ぶか定さだかでない、運任せとも言えるような手をうってくるとは思えない。塗ぬり籠ごめでの一件があるだけに、なおさら慎しん重ちようになっているはずだ。

　今日のことも、おそらく弓場始の一言を発した者に、ころあいを見計らって話題にのせるよう指示していたのだろう。

　内大臣がどうでてくるのか、あの歪んだ笑えみが真に意味していたこととはなにか──それを雅雪が知ることになるのは、数日後のことだった。
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　その日は朝から雲が重たく垂れこめ、冷たい風が吹ふいていた。

「なんだか急に冷えましたね」

　まるで衣ころも替がえが終わるのを見計らっていたようだと笑いあう女によう房ぼうたちを尻しり目めに、茜は空模様のように重い気分を持て余していた。

　なにをしていても気もそぞろでおちつかない。

　──……弓場始が近いから？

　雅雪が内大臣の発言によって弓場始にでることになったのは聞いていた。

　とはいえ、射手に選ばれただけならさほど心配することでもない。東とう宮ぐうに小弓を教えていたくらいだ、雅雪自身名人とはいかずともそれなりの心得はあるだろう。

　けれど、雅雪たちも警戒していたように、それが内大臣によってもたらされたという点が不安を抱いだかせずにはいられない。

　だからだろうか？　時折強く吹きつける風が建物の隙すき間まを抜けていく、ひょう、という甲かん高だかい音がやけに耳についた。

「そっか……かみなりが鳴る前に似てるのかも」

　暗い空といい、不気味に唸うなる風といい、かみなりの前兆──恐きよう怖ふの予兆に通じるからこそ、こんなにも気分が晴れないのかもしれない。

　独りごち、茜はふうと溜ため息いきをついた。

　なんとなく理由がわかったところで、明るい気持ちになるものでもない。

　気き鬱うつなのを見てとったのだろう。女房たちがやれ双六すごろくはどうだ、楽はどうだと勧すすめてくれるが、なにをしても手につかないのは目に見えている。

　一人になりたいから、とすべて断って御み簾す越ごしにぼんやりと外を眺ながめていた茜は、ばたばたと近づいてくる足音に気づいた。

「？　どうしたんだろ」

　こんなおちつきを欠いた物音をたてる人物に心あたりがない。

「……高倉御息所がいらっしゃった時は、大たい抵ていこんな感じだったけど」

　まだ麗景殿にいたころのことを思いだし、まさかね、と呟つぶやく。

「なにごとですか、はしたない！」

　途と中ちゆうで叱しつ責せきが投げかけられるのが聞こえるが、当人はそれどころでないらしく、返る声もなければ足を止める様子もない。

　これはいよいよなにごとかと、茜はよりかかっていた脇きよう息そくから身を起こした。

「姫ひめさまッ！」

　直後、御簾をはねのけるようにして、あやが息せききって駆かけこんでくる。

「あや!?」

　思わぬ足音の正体に、茜は目を瞠みはった。

　まろぶようにむかってくるあやに思わず立ちあがると、こちらも御簾を払はらいのけて駆けよった。

「どうしたのっ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　くずおれるように膝ひざをつき、大きく肩かたで息をするあやの背中をさする。

　はあ、はあ、と荒あらく呼吸を繰くり返すあやが、すがるようにこちらの袖そでを摑つかんで顔をあげた。

「姫、さまっ……く、くろ、どの…っ」

「え？　蔵人くろうどの……？」

　整わない息の下、苦しげに紡つむがれる言葉の中に聞きとった響ひびきに、背をさすっていた茜の手が止まる。

「っ、蔵人の少将が……雅雪さまがどうかしたの!?」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、茜は摑みかかるようにあやの両肩を強く摑んでいた。

　その勢いに気け圧おされたように、あやは喉のどを上下させると顎あごをひいた。

「蔵人の、少将さまが……怪け我がをなされたと」

「──ッ！」

　ひゅっと呼吸が止まった。双そう眸ぼうがこれ以上ないというほどに見開かれる。

「……け、が？」

「はい……今し方そう耳にして」

　主人の耳にいれなくては、と慌あわてて駆け戻もどってきたらしい。

　しかし、それはすでに茜の耳には届いていなかった。

「怪我って、どういうことっ？　なにがあったの!?」

　命に関かかわるようなものなのか、と矢や継つぎ早にあやに問いを浴びせかける。

　ここへきて、茜とは反対におちつきをとり戻してきたのか、あやは痛ましげに顔を歪ゆがめるとゆっくりと首を横に振ふった。

「詳くわしいことは……。ただ」

「ただ!?」

　勢いこんで声を被かぶせてきた茜に、あやは言葉に迷うように目を泳がせた。

「内だい裏りにおいて、弓の稽けい古こをしている最中だった、と……」

「弓……」

「はい、今はそれ以上のことは」

　申しわけありません、と告げるあやに茜は、ううん、と力なく首を左右にした。

「……知らせてくれて、ありがとう」

　あやの肩から滑すべりおちるように手が離はなれる。茜は震ふるえるその両手を固く握にぎりあわせた。

　──弓……矢……。

　脳裏に、春の夜の情景が浮うかんだ。

　照子と茜をかばい、腕うでに矢を受けた雅雪の姿が……点、点と床ゆか板いたに滴したたっていた血の赤が、ありありと甦よみがえる。

「──ッ」

　どくり、と鼓こ動どうが嫌いやな音をたてた。手足から血の気がひいていく。

　茜は声にならない悲鳴をあげて身震いした。

「姫さまっ、大丈夫ですか？」

　顔が真っ青だとのぞきこんでくるあやに、浮かんだ光景を振り払うように勢いよく頭を振る。

「……だいじょ、ぶ」

　大丈夫、と深く呼吸を繰り返しながら、自分に言い聞かせるように何度も呟く。

　けれど、止まらない震えに、茜はしばらくの間、その場を動けずにいた。







「ちょっとした事故──ということに、表向きはなっている」

　あやから報しらせがいったのか、心配しているだろうと気き遣づかってくれたのか、朱貞が温うん明めい殿でんを訪おとずれたのは、雅雪が怪我をしたと聞いてから半刻ほどあとのことだった。

　開口一番「雅雪なら心配はないよ。右みぎ肩かたを矢がかすった程度だ」と告げられ、一応の安あん堵どに胸をなでおろした茜は、ことの次し第だいを朱貞に聞いているところだった。

「事故、ですか……」

『表向きは』という不ふ穏おんな響きに表情をこわばらせながら、茜は続きを促うながした。

「今日は弓ゆ場ば始はじめに先だって、弓場に土を盛って堋あずち──的を置く場所が作られてね。それにあわせて当日の射手による稽古もおこなわれていたんだが……」

「ということは、そこで？」

「ああ。私は見ていたわけではないんだが、その場にいた者たちの話では、一人の射手が射た際、運悪く弦つるが切れて矢が明後日あさつての方へ飛んでいったらしい」

「……そこに、たまたま雅雪さまがいらした、と？」

　表向きは、という言葉を思いだしながら問うた茜に、朱貞は「そういうことになるね」と苦く笑しよう混じりに肯こう定ていした。

「運悪く弦が切れて、たまたま雅雪さまにあたった……」

「そう、だから『ちょっとした事故』だ」

「……」

　いかにも胡う散さん臭くさい事故だ。

「──ひとつお聞きしてもよろしいですか？」

「なんだい？」

　重く口を開いた茜に、言いたいことはわかっている、とでもいうような調子で朱貞が頷うなずいた。

「その、運の悪かった射手というのは、どなたでしょう」

「そうだね、もう見当はついているとは思うけど──」

　いったん言葉を切った朱貞が、皮肉げに唇くちびるを歪めた。

「内大臣さまと関係のある人間だ、とだけ言っておくよ」

「やっぱり……」

　予想どおりの答えに、茜は唇を嚙かんだ。

　それだけ聞けば十分だ。件くだんの事故が故意だと……いや、すくなくとも自分が父の仕し業わざだと思うには十分だった。

「仮にも近この衛え府ふの武官であるからには弓の腕うで前まえを見せてみろ、と人目のあるところで煽あおっておいて、本番直前に怪我を負わせ、そのせいで調子を崩くずしたところへすかさず武官失格の烙らく印いんを押す……」

　雅雪に恥はじをかかせようという、なんともいやらしい手口だ。

　茜は有明の冷ややかなまなざしを思いだしながら、御簾のむこうに座る朱貞の方へ身をのりだした。

「今回のことで、雅雪さまの出場をとり止やめるというわけにはいかないんですか？」

「今日のところは帰らせたが、あの程度の傷では難しいだろうね。本人もおそらく止めるつもりはないだろう。──もしかすると、儀ぎ式しきの場が穢けがれを受けたということで開かい催さいがずれることはあるかもしれないが……」

　濁にごされた語ご尾びに、傷が癒いえるまで延びるかは望み薄うすだということだろうと悟さとる。

「結局、雅雪さまを信じるしか、できることはないんですね」

「あれが信じられないかい？」

　口元に浮かべられた笑えみとは裏腹に、感情を読ませない双眸が閃ひらめく。

「いいえ」

　試ためすような、唆そそのかすようなそれを、茜は即そく座ざに否定した。

「なにもできない自分が、歯は痒がゆいだけです」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、くすり、と笑いがおちた。

「きみのその心が、あれのなによりの力になる」

「だといいんですけど……」

　茜は柔やわらかに笑む朱貞越ごしに、風に揺ゆらぐ景け色しきへと目を移した。

　──雅雪さま……。




　波は乱らん含ぶくみの弓場始は、目前に迫せまっていた。
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　ふっと息をついて、茜は手にしていた筆を置いた。

　まだ墨すみの乾かわいていない紙へ改めて目をおとす。

「──こんなことくらいしか、できないけど」

　朱貞の言うとおり、すこしでも力になるといい。

　茜はあげられた御み簾すのむこうに広がる、憎にくいほどに晴れ渡わたった空を見上げた。

　十かんな月づき五日──弓場始はかねての予定どおり執とりおこなわれることになっていた。

　雅雪も、本人の希望もあり、そのまま参加が予定されている。

　ならば雨でも降って延期にならないかと密ひそかに願ってみたものの──ご覧のとおりの快晴だった。

「──姫ひめさま」

　睨にらむように空を見つめていた茜は、外からかかった声に我に返った。

　墨の乾いた紙を、すばやく、けれど丁てい寧ねいに折りたたむとあわせに滑すべりこませる。

「今いく」

　上から押さえ、祈いのるように目を閉じたあと、茜はすっくと立ちあがった。







「久しいな」

　衣きぬ擦ずれの音とともにかかった声に、茜はさげていた頭を一層低くした。

「かまわん」と受けた許しに面おもてをあげれば、そこには言葉どおりひさしぶりに目にする帝みかどの顔があった。

「尚ないし侍のかみ就任の挨あい拶さつ以来か」

「はい、ご無ぶ沙さ汰たしておりました。──主上おかみには特別なお計らいをいただき、申しあげるべき言葉もございません」

　主上も協力するとおっしゃってくださってる、と出仕前に朱貞が言っていたとおり、茜が帝の御ご前ぜんに召めされたことは挨拶以来一度としてなかった。夜はもちろんのこと、尚侍という役職としても、だ。

　もう一名尚侍がいるため困らないといえば困らないのだが、あえて無関心を貫つらぬくことで『妃きさきにするつもりがない』という意思を貴族たちに知らしめているのだ。

　これにより思おも惑わくの外れた形となった左大臣は、あの手この手で尚侍へと帝の興味をひこうとしたが、すべてはむだに終わっている。どうやらまだ、水面下で朱貞むすこと帝が通じていることに気づいていないらしい。

　おかげで、左大臣を含ふくめた宮中の者たちは、それだけ麗景殿女によう御ごへの寵ちよう愛あいが深いのだと捉とらえていた。

「おまえには世話になったこともある。このくらい、どうということもない。それにしても──」

　まじまじとこちらを見つめていた帝が、口の端はしを持ちあげた。なにやら含みのあるそれに思わず身み動じろぐ。

「こうして見ると、ますます艶つやがでてきたようだな」

「つ…っ!?」

　ぎょっと叫さけびをあげかけ、すんでで口を押さえて吞のみこむ。

　そんな茜の様子に、帝がくつりと喉のどで笑った。

「なんだ、蔵人くろうどの少将はまだ手をだしていないのか。初心うぶなのは変わらんな」

「～～～っ、う、初心かどうかに、そういうことは関係ないと思いますけど！」

　そちらがあけすけすぎるだけだ、という思いがとっさに口を突ついてでる。

　しかし、おや、というように軽く眉まゆをあげた帝に、自分がなにを言ったのか遅おくればせながら気づいた茜はさっと青くなった。

「も、申しわけございません！」

　秘ひ密みつ裏りの私的な面会とはいえ口がすぎたと慌あわてて面を伏ふせる。

　それに返ったのは低い笑い声だった。

「赤くなったかと思えば青くなったり……忙いそがしいことだな」

「……」

　気分を害している様子はなさそうだが、だからといって易やす々やすとは顔をあげることができない。

「茜」

　そこへ降ってきた呼びかけに、茜は恐おそる恐る身を起こした。今は夕子です、と言うだけの胆たん力りよくはさすがになかった。

「やはり、おまえは面おも白しろい」

　脇きよう息そくにもたれかかった帝が、口元の笑みを深めた。

「どうだ、今からでも私の妃になるか」

　まだ遅おそくはない、と冗じよう談だんとも本気ともつかないまなざしがこちらを射い貫ぬく。

　茜は小さく喉を上下させたあと、無理矢理視線を切るようにして目を伏せた。

「お戯たわむれを……わたくしは、蔵人の少将さま以外の、どなたのものになるつもりもございません」

　度たび重かさなる無礼は先刻承知で、なんとかそれだけを絞しぼりだす。

　怒いかりを買おうが咎とがめを受けようが、その一点だけは譲ゆずれない。でなければ、雅雪だけではない、保秋に対する裏切りにもなる。

　のしかかってくるような沈ちん黙もくがおちる。

「──主上」

　息苦しくなるようなそれを破ったのは、今まで黙だまって控ひかえていた朱貞の嘆たん息そくだった。

「それくらいにしておかないと、本当に嫌きらわれますよ」

「わかっている。からかっただけだ」

　苦く笑しようを含んだ帝の声に重苦しい空気が霧む散さんして、茜は知らず知らずのうちにこわばっていた肩かたから力を抜ぬいた。

「蔵人のあ少将れもだが、恋こいとはつくづく人を変えるものだと思ってな。──茜」

　帝が立ちあがる気配がするのに、つられるように顔をあげる。

「朱こ貞れの用意したここなら、弓ゆ場ばがよく見えるだろう。蔵人の少将の勇姿をしかと見届けるといい」

「──はい。お気き遣づかい、感謝いたします」

「ではな」

　笑えみを閃ひらめかせた帝が踵きびすを返すのに、朱貞が続こうとする。それに茜は、あ、と声をあげた。

「あの、頭とうの中ちゆう将じようさまっ」
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「ん？　どうかしたかい」

　見返った朱貞に、急いであわせから紙をとりだす。

「これを、蔵人の少将さまに渡してはもらえませんか」

「これは？」

　手を伸のばして受けとりながら、朱貞が首を傾かしげた。

「歌です。──その、すこしでもあの方の力になれば、と」

「なるほど」

　気き恥はずかしさにわずかに頰ほおを染めながら説明すれば、ふわりと笑った朱貞が手にした紙を丁てい重ちように胸むな元もとにしまった。

「きみの心だ。必ずあれに渡そう」

「お願いいたします」

　頭をさげた茜にひとつ頷うなずいた朱貞が、「お待たせいたしました」と帝を促うながして部屋をあとにする。

　二人分の足音が聞こえなくなってから、茜は改めてあたりを見回した。

　弓場は紫し宸しん殿でん南だん庭ていの西側に設けられる。南庭をとり囲むようにして左右に殿舎があるが、そのうちの校きよう書しよ殿でんと安あん福ぷく殿でんに沿うような形だ。

　帝の出しゆつ御ぎよされる弓場殿は、校書殿東ひがし廂びさしの北側の一画にあった。

　今茜がいるのも、校書殿の東廂の一間だ。雅雪のことが気になるだろうから、と朱貞が場を設け、事前に密ひそかにひきいれてくれたのである。

　儀ぎ式しきがはじまるまでにはまだ時があり、設営された場には居並ぶ貴族たちの姿もなければ射手たちもいない。

「雅雪さま……」

　見守ることしかできない自分をもどかしく思いながら、茜は静かにはじまりの時を待った。







　弓ゆ場ば始はじめは帝の出御からはじまる。

　弓場殿へとお出ましになった帝の召しにより、公く卿ぎようたちが弓矢を持って参入する。この時、臣下は皆みな束帯姿──正装だ。

　帝と臣下の関係を表現し確かく認にんするという意味合いもあり、こうして弓矢を携けい帯たいするのだが、実際に彼らが射ることはない。また、茜の位置からでは見えないが、帝にも弓と矢を置く台が用意されているという。

　粛しゆく々しゆくと儀式が進む中、やがて姿を現した射手たちに茜はつい身をのりだしていた。

　前後あわせて十人いるうちの一人に目が釘くぎ付づけになる。

「雅雪さま」

　その武官束帯姿は、一ひと際きわ凜り々りしく茜の目に映った。

　鮮あざやかな緋あけの袍ほうをまとい、文官とは違ちがう巻けん纓えいの冠かんむりには、常には省略されている老おい懸かけと呼ばれる飾かざりをつけている。背には矢のはいった平ひら胡やな簶ぐいをつけて弓を持ち、近この衛えである彼は太刀たちを帯びていた。

　さらに射手である証あかしに、その左手首には鞆ともという弓を射る際、弓ゆ弦づるが手首を打つのを防ぐ道具を巻きつけている。

　動きを見るかぎり、雅雪に不自然なところはない。だが、怪け我がをしているのは右みぎ肩かたなのだ。弦つるをひくのに影えい響きようがないとは思えなかった。

　茜は汗あせばむ手を握にぎりあわせ、周囲に漏もれないよう、そっと囁ささやきをおとした。




「心いる　君ならませば　梓あずさ弓ゆみ　引かばまにまに　当たらざらめや」




　それはさきほど朱貞に託たくした、雅雪にむけての一首だった。

　心あるあなたならば、どうして弓を射るがままにあたらないなどということがあるだろうか──あなたが射るのなら必ずあたる、という願いをこめた、祈いのりとも応おう援えんともつかない歌だ。

　けれど、まぎれもない茜の本心だった。

「雅雪さまなら、大だい丈じよう夫ぶ。あの人の思惑になんか、負けたりしない」

　雅雪を信じている。

　一方で、気持ちはどうしても不安に揺ゆれる。

　そんな相反する胸のうちを抱かかえながら、茜は今まさにはじまろうとしている競射を固かた唾ずを吞のんで見守った。

　賭のり弓ゆみはその時々により、射手の人数も違えば、射る回数も異なる。

　競射に先だって帝みかどに射手の名めい簿ぼが奏上される射い手ての奏そうによれば、今回は左右の近衛府、兵ひよう衛え府ふの四府より前後各五名、計十名が選ばれていた。

　そして、今回の勝負は三度だ。一度ごとに勝ち方へ賭のり物ものが下され、さらに三度の総計で勝敗が決まるのである。

「いよいよだ……」

　人目がないのをいいことに、茜は弓場にはいる前後の射手たちを前のめりになって見つめた。

　雅雪が活かつ躍やくしさえすれば、本来の目的ははたせることにはなる。けれど、勝負事である以上、勝ち負けに無関心でいられるとは思えない。味方が勝負を有利に運んでくれたら、それだけ彼の心的負担は減るはずだ。

　がんばれ、と茜は見知らぬ後方の射手に小声で応援を送った。

　ちなみに、弓場始では射手を前後にわけているが、これは歌うた合あわせで左右に人をわけるのと変わらない。そのため、前弓には右近衛府と右兵衛府の武官たちが、後弓には左近衛府と左兵衛府の武官たちが射手として割り振ふられていた。

　まずは、前方の射手が的の前へと進みでた。

　流れるような動作で、足を踏ふみ開き、弓を構える。

　矢をつがえ、弦をひく音さえ聞こえてきそうな静せい寂じやくがおちたあと──ひゅっと風を切る音が走ったかと思うと、タンッと矢が的にあたった。

　おお……と声なき感かん嘆たんが密やかに空気を揺らす。

　射手は呼吸を整えると、続けざまにもう一本の矢をつがえた。

　一度の勝負で、射手は二本の矢を射る。全員が終わった時点であたった矢の合計が多い方が、その度の勝ちとなる寸法だ。

　射手の手からもう一本の矢が放たれる。が、それは的の下をかすめるようにして外れていった。

　射手はわずかに悔くやしげな色を見せたあと、一礼して場を後方の射手へと譲った。

「……大丈夫かな、あの人」

　茜がそう呟つぶやかずにはいられないほど、次の射手が緊きん張ちようしているのが傍はた目めにも見てとれた。ただでさえ、帝もご覧になる大おお舞ぶ台たいを任されて気が昂たかぶっていたところへ目の前で的にあてられ、さらなる重圧を感じてしまったのだろうか。

　案の定というべきか、彼の矢は二本とも的にかすりもしなかった。

　表情は平常を装よそおいつつも、顔色だけは隠かくしようもなく青ざめた彼がさがり、次の射手たちが弓場へはいる。

　その間にも、公卿をはじめとした臣下たちに、酒や菓か子しなどの饗きよう饌せんが用意されていく。

　そうした儀式の様は茜の目には物もの珍めずらしく映ったが、今は勝負の行方ゆくえが気になってそれどころではなかった。

「でも、まだはじまったばっかりだし……」

　どういう意図が働いたものか、雅雪の順番は最後だ。それまでに味方が一本でも多く矢をあててくれればいい。

　しかしながら、そんな茜の願いも虚むなしく、あたるのは前方ばかりだった。

　後方では雅雪の前の人物がかろうじて一本あてただけで、彼に番が回ってくるころには、前四、後一と挽ばん回かいしようのない差が開いていた。

「……だけど、これならかえって気楽だし」

　軽口のように独りごちながら、茜は的にむかう雅雪をじっと見つめた。

　足を踏み開き、矢をつがえるまで、彼はすこしのぶれもなくひとつひとつの動作を運んでいく。

　迷いのない、けれど気持ちのこもった動きに見入っていた茜は、

「──あ」

　雅雪が矢を発する瞬しゆん間かん、思わず声をあげていた。

　──今、なんかおかしかった…っ

　弦をひく右みぎ腕うでが、ほんのすこし揺らいだように見えたのだ。

　茜は身をのりだして矢の行方を追う。

　だが、嫌いやな予感ほどあたるもので、雅雪の放った矢は虚むなしく的をそれていった。

「やっぱり、肩かたが……」

　傷が痛んだのか、自由がきかない部分があるのか、あの怪我が影響しているのはおそらく間ま違ちがいない。

　茜は唇くちびるを嚙かんで雅雪へ目を戻もどしたが、彼は静かに的を見み据すえてたたずむだけで、表情からは肩の不調など微み塵じんも感じさせなかった。

　息を正した雅雪が次の矢を手にとる。

「……」

　見ているのが、怖こわい。できることなら目を瞑つぶってしまいたくなる。

　それでも雅雪の戦いを見届けることだけが今の自分にできることで──しなければならないことだとも感じていた。

　汗のひかない手を痛いほどに握りあわせ、瞬またたきもせず矢をつがえる彼の一挙一動を見つめる。

　矢が雅雪の手を離はなれる一瞬、自然息が止まった。

　ひゅっと鋭するどく空気を裂さく音に、すばやく的へ首を巡めぐらせる。が、今度の矢も矢羽が的をかすめただけに終わった。

　あぁ、と溜ため息いきが口を突つきそうになったところを、ぐっと吞みこむ。

　──さっきより軌き道どう修正はできてるんだし、二度目はきっとうまくいく。

　悔しいのは、だれよりも雅雪自身なのだ。

　面おもては無表情を装いながら弓ゆ場ばをあとにする彼へ追い討うちをかけるように、最初の勝負をとった前方が喜びの声をあげていた。

　帝より勝ち方へ賭物である絹が下されるのを視界の端はしに映しつつ、茜は公く卿ぎようたちの席の方を睨にらむように見据えた。

「……そんな顔をしていられるのも、今のうちだけだから」

　見るからに上じよう機き嫌げんで周囲と言葉を交かわす有明に、やはりあの『事故』は仕組まれたものだったのだと確信する。

　どんな結果になったとしても、雅雪は怪我のことを言い訳にしたりはしないだろう。そういう彼だからこそ、やってくれると思っている。

　だけど……それでも、ほんのわずかでいい──

「──あの方に、いい風が吹ふきますように」

　十全でない彼をそっと支えてくれるような、そんな風が。

　その時、ふわり、と風が頰ほおをなでていった──気がした。

「……え？」

　まるで願いに応こたえるようなそれに、茜は目を瞬かせた。しばらく宙に視線を彷徨さまよわせ、くすり、と笑いを零こぼす。

「まさか、ね」

　今日は先日とはうって変わったように、ほとんど風がない。御み簾すで仕切られた場所にいる自分には、なおさら風が届くわけがなかった。

　それでも六射中二射外したことで不安に傾かたむきかけていた心が慰なぐさめられるのを感じ、茜は気をとり直すと次の勝負がはじまろうとしている弓場へ顔を戻した。

　一度目と同じ前弓の射手が弓を射る場へむかう。だが、続けてあててやろうと力んでしまったのか、今度の矢は一本も的にあたることはなかった。

　反対に、肩の力が抜ぬけたのか、二本のうち一本を見事に的中させたのが、後弓の射手だ。

　吸いこまれるように的のほぼ中央にあたった矢に、茜は「わっ」と小さく手を叩たたいていた。

　そんな一番手たちに影えい響きようされたのか、雅雪へと二度目の順が回ってきたころには、前二、後四と一度目とは逆の展開になっていた。

　とはいえ、的の前へと進みでる雅雪からは、勝ちを意識するでもなく己おのれのことにだけ集中しているさまが見てとれた。

　──大だい丈じよう夫ぶ、今度はうまくいく。

　下手に口を開くとまた不用意に声をあげてしまいそうで、茜は唇を両手で押さえて心の中で声せい援えんを送る。

　雅雪が一度目と変わらぬ美しい所作で矢をつがえる。

　一いつ拍ぱく後、彼の手から放たれた矢は、タンッ、と小気味よい音を響ひびかせて的の端の方にあたった。

「──！」

　反射的に腰こしを浮うかせて、やった！　と叫さけびそうになった茜は、自らの手に声を阻はばまれて我に返った。

　──危ない……ここにいるのは秘密なのに。

　なにより、こんなところで大声をだしては彼の集中を妨さまたげてしまう。

　押さえていてよかった、と胸をなでおろしながら、茜は中ちゆう途と半はん端ぱに浮いていた腰を再びおちつけた。

　これでひとまずは安心だ。できるなら次もあたってくれたら……と次の矢を構える雅雪の姿に高まっていく鼓こ動どうを聞く。

　ひょうっと矢が唸うなる。

　風を切って飛ぶそれが、的の左縁ふちをかすめる形であたった──ように茜の目には映った。すくなくとも、カッという音は聞こえたのは間違いない。

　ざわり、と場が揺ゆらぐ。

　その不ふ穏おんなざわめきに、茜はどうしたのかと的から雅雪へと視線を戻した。

　──え……雅雪、さま？

　そこには、眉まゆ根ねをよせた、およそ満足とは遠い顔つきの彼がいた。

「もしかして……あたってない？」

　競射で重要なのは、的のどこにあたるか、ではなく、的にあたるかあたらないか、だ。あたりさえすれば的中として数えられ、端でも真ん中でも結果は同じである。

　今、茜にはあたったように見えたが、もしかして先の二射目と同じように、矢や柄がらが的の縁をかすめていった音だったのだろうか。

　ざわざわとさざめきが大きくなっていく中、くだされた判定は──あたらず。

「そんな……」

　外したという判断に、茜は肩をおとした。もしかしてあたっていたのに、内大臣側の圧力でそうなったのかと妙みような勘かんぐりさえ抱いだいてしまう。

　だが、当の雅雪はむしろ納なつ得とくした様子で場をあとにした。

　その静かな姿に茜は疑ぎ心しん暗あん鬼きを払はらうように頭を振ふった。

「雅雪さまが納得してるんだもの、今のはあたってないんだ」

　それ以上でも、それ以下でもない。

「とりあえず、これで前後の勝敗は一対一……」

　次の結果で最終的な勝敗が決まることになる。

　仮に次で後弓が負けるようなことになると、おそらく三度に留とどめず度数を延長するだろう。

　こういった勝負事は『左』に有利になるよう配はい慮りよされる、左を尊重する風習がある。弓ゆ場ば始はじめでは前後にわかれているが、後弓で『左』近この衛え府ふ、『左』兵ひよう衛え府ふの官人たちが射手を務めていることから考えると、そうなるだろうと思われた。

「できたら、今みたいな勝負をしてもらいたいけど……」

　勝負が長引けば長引いただけ、怪け我がをしている雅雪には負担になる。その分体力も消しよう耗もうして、弓を射るにも影響がでてくるだろう。

　たとえ、三度目で雅雪が二矢ともあてたところで、勝負自体が延長になったら外した矢の方が多くなってしまう可能性もある。──逆に、次で二矢とも外したら延長になった方がいいということなのだが。

「……とにかく、ほかの方にもがんばってもらわないと」

　雅雪が二射とも成功させ、勝負にも勝つ。

　いよいよはじまる最後の勝負が、そうなることを祈いのるしかない。

　そんな茜の思いが通じたのか、通じなかったのか、三度目は拮きつ抗こうした展開となった。

　前方が一矢しあてたかと思うと、後方が外す。はたまた、後方がたて続けに二射成功させた直後に、次の前弓の矢はかすりもしない、といった具合だ。

　両りよう陣じん営えいの押しつ押されつの攻こう防ぼうに、だれもが息を吞のんで見入っていた。

　しかして──。

「おおっ」

　前の五番手が放った、二射目の矢が的にあたった瞬しゆん間かん、それまで静まりかえっていた場にどよめきがあがった。

「これで、五─四……」

　最後の最後で逆転され、茜は我知らず唇くちびるを嚙かんでいた。

「次の雅雪さまが、一矢もあたらなければ負け、あたれば持ぢ（引き分け）、二矢ともあてたら勝ち」

　見ている方としては盛りあがる状じよう況きようだろうが、雅雪にしてみたらこれ以上ないくらい重圧のかかる場面になってしまった。

　ここで持でも、一度から三度までの矢があたった総数が上回れば賭のり弓ゆみそのものは勝ちとなる。だが、今回の場合は総数も前後で同数となるため、彼が残りすべてをあてる以外、勝つ方法はなかった。

　二度目の時以上に、心の臓がうるさい。自分が緊きん張ちようしたところでどうにもならないとわかっていても、とてもおちついてなどいられない。

　痛いほど脈打つ胸に思わず手をやった時、茜はふと双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「──雅雪さま？」

　視線の先で、今まさに的へむかわんとする雅雪が、弓を持つのとは反対の手を胸むな元もとにあてたのだ。

　ここまで見た覚えのないその仕草に、自らの胸にあてた手にぎゅっと力がこもった。

「もしかして……」

　あそこに、朱貞に託たくした歌が忍しのばせてあるのだろうか……？

　独りよがりの思いこみかもしれない。けれど、そうならいいと思う。

　自分の心が、彼の力になるのなら、こんなに嬉うれしいことはない。

　胸元に触ふれていた手をおろした雅雪が、的の前に立つ。これまでと変わらぬ静かな横顔に、

　──ああ、きっと大丈夫だ。

　なんの確証もないのに、胸にすとんとそんな思いがおちてくる。

　茜は細く息を吐はいて胸元を握にぎり締しめていた手を離はなすと、すっと居住まいを正した。

　あとはもう雅雪を信じるだけだ。

　水を打ったような静けさの中、雅雪が弓を構える。キリリ、と弦つるがしなる音がかすかに届く。

　直後、放たれた矢はまっすぐ的へ飛び、今度はだれの目にもあきらかに的中した。

　ほう……と幾いく重えにも重なった吐と息いきが空気を揺らす。しかし、声をあげて場を乱す者はだれもいない。

　茜もただ固かた唾ずを吞んで、雅雪を見守った。

　──これですくなくとも、持。あと一射……。

　けれど、不思議と延長になるという気はしなかった。

　雅雪が深呼吸したのち、最後の一矢をつがえる。

　だれもが瞬きを忘れ、食い入るようにその時を待つ。やがて──

　ひゅっ……タン！

　小気味よく響いた的を打つ音に、わっと空気が沸わきかえるような熱を帯びた。

「──あたった……」

　茜はその熱気からとり残されたように、しばし的を凝ぎよう然ぜんと見つめた。的のほぼ中央を射た矢に、嚙み締めるように呟つぶやく。

「……っ」

　じわり、と胸といわず身体中が熱くなる。数すう拍はく遅おくれて湧わきあがってきた喜びが、喉のどにつかえて声にならない。

　──あたった……勝ったんだ……、雅雪さま…っ

　今すぐ名を呼んで駆かけつけたい衝しよう動どうを懸けん命めいに押し殺し、一礼する雅雪に震ふるえる手で拍はく手しゆを贈おくろうとした時だった。




「──面おも白しろい。ひとつ、勝負といきたくなった」




　突とつ如じよ、空気を割って響ひびいた声に、茜はなにが起こっているのかわからないまま、ゆっくりと声の方へ顔を巡めぐらせた。

　　[image: ]

「──面白い。ひとつ、勝負といきたくなった」

　負っていた緊きん張ちよう感かんから解き放たれつつ、的の前に立ってからあとにするまでが儀ぎ式しきだと、気をひき締めながらさがろうとしていた雅雪は、唐とう突とつに響いた声に動きを止めた。

　──この声は……！

　まさか、と顔をあげれば、その思いを嘲あざ笑わらうように、椅い子すから立ちあがった人物と目があった。

　この場において椅子に座ることができるのは、帝みかどをおいてほかにはいない。

「弓を」

「主上おかみ！」

　帝の要求に、戸と惑まどいとも咎とがめともつかない声があがる。けれど、帝は軽く眉まゆをあげただけで、自ら台座の弓矢を手にとった。

「蔵人くろうどの少将」

「──はっ」

　弓ゆ場ば殿どのから歩みでてきた帝に、予想外の出来事に不敬にも顔を見つめたままだったことに気づき、面おもてを伏ふせると膝ひざを折った。

「今の弓、見事だった。そなたと勝負がしたくなった」

　受けてくれるな、と笑えみ声で問われるが、ここで『否いな』と言える立場にはない。

「……御ぎよ意い。若じやく輩はいの身ではありますが、お相手つかまつります」

「そうこなくてはな」

　帝が上じよう機き嫌げんで、慌あわてるまわりを置いてこちらへとむかってくる。

　的のつけ替かえをいたしますのでお待ちください、と予定外のことにあがった騒さわぎにも「興が削そがれる、そのままでいい」と手を振ふった。

「勝負は一度、でよいか」

「かしこまりました」

　つまりは二射。それくらいなら問題なくできるだろう、と肩かたの具合を鑑かんがみつつ、判断する。

　帝の邪じや魔まにならないよう、ひとまず場を退こうとした雅雪は、

「ただの勝負というのもつまらぬ。ここは賭かけでもしてみるか？」

　押し留とどめるようにひっそりとおちてきた低い笑いを含ふくんだ声に、ぴくりと動きを止めた。

　一体なにを言いだすのかと、わずかに視線をあげた雅雪に、愉ゆ快かいそうな表情が映る。まさにそれは、内大臣が「弓の腕うで前まえを見てみたい」と言いだした際に浮うかべていたのと同じ色だった。

　──なんだ……？

　胸に警けい戒かいが宿る。

　そもそも賭けと言われたところで、手にはいらぬもののない帝が勝ちを得て欲ほつするものとはなんなのか。

「知っているか」

　心のうちを見み透すかしたように投げかけられた問いにあわせ、帝が手にしていた弓を動かした。あたかもなにかを指し示すような仕草に、視線をそちらへむける。

　──校きよう書しよ殿でん？

　蔵人所もはいる、書物を管理する殿舎を目に留め、雅雪は内心眉を顰ひそめた。

　なぜ校書殿を示したのか、意図がわからない。指したと思ったこと自体が勘かん違ちがいだったのだろうか。

　そこへさらに低い、独りごちるような呟きが耳に届いた。

「──あそこに茜がいる」

「！」

　茜、の響きに反射的に顔をあげそうになった雅雪はかろうじてこらえた。

　──校書殿に茜がいる？　どういうことだ、弓ゆ場ば始はじめを見ていたのか？

　自分はなにも聞いていない、知らされていないことを、なぜ帝が知っているのか。

「──さて、はじめるとしよう」

　こちらの動どう揺ように気づいているだろうにそれ以上は告げず、帝が皆みなに聞かせるよう声をあげた。密談は終わりということだ。

「……」

　茜がなぜ校書殿にいるのか。それをわざわざ自分に告げたのはなぜか。そもそも賭けはどうなったのか。

　わからないことしかなかったが、号令がかかった以上、従うしかない。

　改めて面を伏せたあと、釈しやく然ぜんとしないまま立ちあがる。待機の位置まで戻もどる傍かたわら、今のやりとりを反はん芻すうしていた雅雪はさっと表情をこわばらせた。

　──もしかして……。

　的の前へ進みでようとしていた帝が変わった空気を察したように、ちらりと肩かた越ごしにこちらを一いち瞥べつした。ようやく気づいたか、と言わんばかりにその唇くちびるの端はしがかすかにあがる。

「……ッ」

　お待ちください！　ととっさにあげそうになった制止を、寸前で吞のみこんだ。

　ここまできてなかったことにはできない。

　的の前に立ち、射の体勢にはいった帝に、雅雪は密ひそかに奥歯を嚙かみ締しめた。

　──賭けの対象は、『茜』ということか…っ

　もともと『周防』として後宮にいるころから、帝は彼女を気にいっていた。彼女自身が拒きよ絶ぜつしたことや、麗景殿女によう御ごへの配はい慮りよもあってだろう、寝しん所じよに召めすようなことはなかったが、近ごろは「新しい女御を」という話もあがっていると聞く。ならばちょうどいいとばかりに、再び彼女へ興味がむいてもおかしな話ではない。

　それでも自分と茜のことを知っているから、こうして『勝負』という形で仁義をとおそうとしているのかもしれない。

　──負けられない。

　矢をつがえた帝を見み据すえながら、雅雪は弓を握にぎる手に力をこめた。

　もともとそういうことを嫌きらうお方だから、帝だからといってわざと勝ちを譲ゆずるつもりはなかった。だが、こうなった以上、負けるわけにはいかない。

　タン！　という小気味いい音とともに、ほう……と声なき感かん嘆たんが弓場に広がる。

　見れば、的の真ん中よりやや上に見事に矢が刺ささっていた。

　しかし、帝自身は喜き悦えつを浮かべるでもなく、他ほかの射手たち同様、淡たん々たんと次の矢へと移った。

　的を見据え、弓をひく帝の姿は、普ふ段だんの雅みやびやかな様とは違ちがい勇ゆう壮そうそのものだ。王者としての自信と威い厳げんに満ちている。

　その姿にだれもが息を吞んだ次の瞬しゆん間かん、ひゅっと放たれた矢は的のやや上をかすめるように外れていった。

　ああ……と今度は惜おしむ吐と息いきが空気を揺ゆらす。

「……外したか」

　だが、当の帝は表情ひとつ変えることなく独りごちると、あくまで悠ゆう々ゆうと場を退いた。

「次はそちらの番だ、蔵人の少将」

　はっ、と投げかけられたまなざしをかしこまって受ける。雅雪はそのまましばし目を閉じた。

　三度目の時以上にのしかかってくる緊きん張ちように、深く呼吸を繰くり返す。

　ここであてようと意識すればするほど、かえってうまくいかないのは経験済みだ。

　しかし、ただ心を澄すまして的にむかい、無心のままに矢を放つ──それだけのことがひどく難しい。

　──『引かばまにまに　当たらざらめや』……か。

　雅雪は茜の歌を心の中で口ずさむ。──と、なんの前まえ触ぶれもなく、ひょうっと一いち陣じんの風が弓場を駆かけ抜ぬけた。

「……っ」

　巻きあがる土つち煙けむりにそこここで喚かん声せいがあがる中に小さな悲鳴を聞いた気がして、はっと目を見開く。

「──あ、かね」

　突とつ風ぷうに踊おどるように捲まくれあがった御み簾すのむこう、驚おどろきに立ちつくしながらもまっすぐこちらを見つめる茜と目があった。

　一瞬、時が止まったようにからみあった視線を、はらりとおちてきた御簾が断たち切る。とともに、雅雪は解き放たれたように身体からだから力が抜けるのを感じた。

　なぜ茜が校書殿などにいるのか、わからない。突とつ然ぜん帝みかどが賭けなどと言いだした意図も、だ。

　だが、贈おくられた歌が彼女の心がどこにあるのか伝えてくれる。たゆまぬまなざしが、見守っている。『あたらないはずがない』と己おのれを信じてくれる彼女を、自分もまた信じるだけだ。

　茜の心のままに射ればいい。

　ひとつゆっくり瞬またたくと、雅雪は立ちあがって的の前へとむかった。

　心が不思議なほどに凪なぎ、痛いほどに感じる視線の数々も苦にはならなかった。

　的を見据えて足を踏ふみ開き、おもむろに矢をつがえる。

　ふっと背後から風が吹ふき抜けていったような心ここ地ちがした一瞬、その手は自然と矢から離はなれていた。

　トスッ、とまるでそうであるのがあたりまえのように、矢が的のほぼ真ん中を射る。

　雅雪はなにかに導かれるような不可思議な心持ちのまま、次なる矢を構えた。

　静かだ──。

　実際、だれもが物音ひとつたてるのもはばかられる緊きん張ちよう感かんの中にあったのだが、雅雪には風が周囲の音を運び去っているかのように、ただただ静かな風の音だけがあった。

　今、と思う間もなく、自らの手から二の矢が放たれる。

　雅雪はなにかにとり憑つかれていたかのような境地から、はたと我に返った。

　──矢は!?

　放ったという意識すらなかった矢を目で追う。直後、ダンッ、と今度は的を割る勢いで前の矢とほぼ同じ位置を矢が射い貫ぬいた。

　シン、とさきほどまでとは違う、信じられないとでも言いたげな、水を打ったような静けさが弓場におちる。

　その静せい寂じやくを割ったのは、ぱんぱんと響ひびき渡わたった乾かわいた音だった。

「見事だ」

　短い、けれど実感のこもった帝の賞賛に、止まっていた時が動きだしたようにまばらな拍はく手しゆが起こる。たしかに見事な射だったが、結果的に帝が負けたことで讃たたえていいものかどうか、反応に迷ったらしい。
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　雅雪もまた矢を放った体勢のままだったことに気づき、慌あわてて、しかしその素そ振ぶりは見せずに的の前から退く。そうして、帝の御ご前ぜんにて跪ひざまずいた。

「左さ近こんの少将の名に恥はじぬ、見事な腕うで前まえだった」

「……もったいないお言葉にございます」

　帝の声に悔くやしさや憤いきどおりの色は感じられない。「面おも白しろい」という言葉どおり、興がのって勝負がしてみたくなったという以外、含ふくむところはなかったということだろうか。

　──だとしたら、賭かけ云うん々ぬんは一体……。

　これも本当に「ただの勝負というのもつまらぬ」というだけの理由だったのか。

　そんな胸のうちの疑問が、次の言葉を聞いて氷解する。

「今の弓を評して褒ほう美びを与あたえよう」

　なんでも言ってみるがいい、と笑えみを含んだ促うながしに、雅雪は伏ふせた面おもての下で、くっと目を細めた。

　──これか……！

　予定にない勝負を持ちかけられたことから、茜について触ふれたことまで、すべてが一本に繫つながる。

　続けて「弓の練習もしておくことだ」と言っていた朱貞の声が脳のう裏りに甦よみがえった。

　──あの時から、こういうつもりだったのか。

　知らない間に、自分は帝と上司の企たくらみにまんまとのせられていたらしい。

「必ずなんとかする、と言っただろう？」と笑う食えない上司の顔が目に浮うかぶようだった。

　ひっそりと漏もれた笑いに、肩かたの力が抜ける。

　ここまでお膳ぜん立だてをされたのだ、のらないという手はなかった。

「──では」

　雅雪が意を決して口を開けば、なにを言うつもりかと、周囲の視線が一気に強さを増した。こうした場面で褒美として帝の御おん衣ぞを賜たまわることはあれど、『なんでもいい』と言われるなど破格のことだ。

　威い圧あつするような、妬ねたむようなまなざしの数々を一身に受けながら、雅雪は舌先で唇くちびるを湿しめらせた。

「おそれながら申しあげます」

　伏せていた顔をあげる。

　あくまで楽しげな表情がこちらを見下ろしているのに、自分の考えが間ま違ちがっていないことを確信する。

「──新尚ないし侍のかみとの婚こん姻いんをお許しいただきたく」

　ざわり、と場の空気が大きく波打った。

　それはそうだろう。褒美を、と言われて、帝の妃きさき候補として宮中にあがったばかりの女性を望むなどだれが考えるのか。無礼もはなはだしく、正気の沙さ汰たではない。

「……っ、きさま、なにを言っておる！　身の程ほどをわきまえよッ」

　真っ先に声を放ったのは、案の定というべきか左大臣だった。せっかくの手て駒ごまを、いくら帝の覚えめでたいとはいえ一公きん達だちでしかない男に横からかっさらわれるなど、冗じよう談だんではないといったところだろう。

　その近くでは内大臣が顔をこわばらせていた。こちらをはめようとして、逆にこんな展開になるなど、彼にとっては計算違いもいいところだ。完全に鼻をあかされた形だろう。

　そんな様々な思おも惑わくの渦うず巻まく空気を、帝は軽く片手をあげることによって鎮しずめた。

　臨席しただれもが固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待つ。

　雅雪もまた、さすがに速くなるのを抑おさえきれない鼓こ動どうを胸に、その時に備える。

「ほう……新尚侍を？」

　言外に理由を問われ、やはり一ひと筋すじ縄なわにはいかないかと、あきらかに面白がっている帝にでそうになった溜ため息いきを吞みこんだ。

　さて、だれもが納なつ得とくしそうな理由はなにか──と雅雪はすばやく考えを巡めぐらせた。

　時間はない。べらべら語りだすのは情じよう緒ちよも真しん剣けん味みも薄うすいが、反対に間が空きすぎるといかにも場当たり的な要求のようで真実味がない。

「──あの方が出仕されて間もない折、廊ろうをいかれるのを垣かい間ま見みる機会がございました。帝にお仕えする方だと自らに言い聞かせてまいりましたが、ひと目見たその姿がどうしても忘れられず……」

　でっちあげを、さも切なそうに滔とう々とうと語った雅雪に、帝がこらえきれないといった風ふ情ぜいで喉のどを鳴らした。内心さぞ大笑いされていることだろう、と苦く思うものの、ここで表情を崩くずすわけにはいかない。

「なるほど──銀しろがねの少将も、恋こいの色を忍しのぶことは難しいらしい」

「……」

　投げかけられた揶や揄ゆに、顔をわずかにうつむける。周囲からは恥じいっているように見えるだろう。──が、実際はそろそろ渋じゆう面めんになるのを抑えきれなかっただけだ。

　そんな雅雪に、帝がふっと笑ったのがわかった。

「──いいだろう」

「主上おかみッ!?」

　ここでも真っ先に悲鳴交じりの声をあげたのは、左大臣だった。

　今、帝に認められてしまったら己のもくろみは潰ついえてしまう。そんな心が透すけて見えるような叫さけびだった。

「左大臣」

　しかし、帝よりかかった呼びかけに、身をのりださんばかりだった男ははっと居住まいを正した。

「そなたの気き遣づかいを無にするのは心苦しいが、銀の少将の弓の腕うでと一いち途ずさに免めんじて、婿むこに迎むかえてやってはくれぬか」

「……っ」

　左大臣がぐっと言葉につまる。

　雅雪たちに集まっていた視線が、興きよう味み津しん々しん左大臣へと移る。こうなってしまうと文句の言いようもないのだろう、細々と溜息がおとされた。

「……かしこまりました」

　いかにも渋しぶ々しぶという様子ではあったが、言げん質ちをとったとばかりに帝が顎あごをひく。

「左大臣の許しもおりた。新尚侍の退出を許す」

　幸せにしてやるといい。

　その一言こそが、雅雪と茜の婚姻が揺ゆるがぬものとなった瞬しゆん間かんだった。
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　茜は静まりかえった紫し宸しん殿でん南だん庭ていをぼんやりと見つめていた。

　色々ありすぎて、感情が麻ま痺ひしたようにうまく働かない。

　手に汗あせ握にぎる弓ゆ場ば始はじめの賭のり弓ゆみからはじまり、帝と雅雪の弓の勝負、極きわめつけがあの婚姻の願い出だった。

「……雅雪さまと、わたしが……」

　嬉うれしくないわけではない。内輪のこととはいえ、そういう約束も交かわしていた。

　けれど、後宮にあがることが決まり、いつになるとも知れない先の話と覚かく悟ごしていた。にもかかわらず、あまりに急な展開で実感がついてこないのだ。

　いや、もしかすると、意識してしまうと居ても立ってもいられなくなってしまうから、あえて考えないようにしているのかもしれない。考えたらきっと──会いたくなってしまう。

　ふう、と息をついて茜は気持ちを切り替かえるように周囲に視線を巡らせた。

「頭とうの中ちゆう将じようさまはまだかな」

　ここに密ひそかに招きいれられたのと同様、朱貞が迎えにきてくれる手はずになっていた。それを待っているのだが、だいぶ時間がかかっているようだ。

　──まあ、あんなことがあったあとじゃね。

　おそらく同どう僚りようやらなにやらに捕つかまって、色々聞かれているのだろう。

　ちょうどそんなことを思っていると、噂うわさをすればなんとやらで、こちらに人が近づいてくる気配があった。はらりと捲めくられた御み簾すに、

「頭の……」

　声もかけないなんて珍めずらしい、と思いながら顔をむけた茜の声が途と中ちゆうで切れる。そこにあった予想外の人ひと影かげに驚おどろく。

「雅雪さま！　どうしてここに──？」

「それはこちらの科白せりふだ」

「あ、っと……」

　逆に淡たん々たんと問い返され、茜は目を泳がせた。

　人知れずひきいれてくれた朱貞に、ここにいることを言わないでほしいと頼たのんだのは自分だった。雅雪にはただ弓のことに集中してほしかったのだ。

　しかし、責めるようなまなざしをむけられると、さすがに気まずい。

「……あの時に？」

　御簾が風に捲まくれあがった時に気づいたのか、と言葉すくなに問えば、頷うなずきが返る。

　──やっぱり、気のせいじゃなかったんだ。

　予想外の帝みかどとの勝負にじっと座ってなどいられず、つい立ちあがって御簾の隙すき間まから様子をうかがっていたのだ。風のいたずらで御簾が捲れあがった拍ひよう子しに目があった気がしたのだが、変わらない様子に思いすごしかと思っていたのだ。

「もっとも、その前に主上が教えてくださったがな。勝負の寸前に」

「……」

　勇姿をしかと見届けるといいなどと言いながら、あのお方は……と内心で唸うなる。

　勝負直前、しかも勝負相手からそんなことを聞かされるなど、最悪もいいところだ。

「あの、別に雅雪さまが失敗したらって心配だったとか、見物してやろうとか、そういうつもりじゃなかったの。ただ、」

「──ただ？」

　言い淀よどんだ茜を、雅雪が短く促うながしてくる。

「ただ、なんの力にもなれないなら、せめて近くで見守りたいって……」

　言っているうちに、結局は自己満足だったのではと思えてきて、言葉が尻しりすぼみになる。同様に徐じよ々じよにうつむき加減になっていた茜は、次の時に聞こえてきた喉で笑う響ひびきに顔をあげた。

「ずいぶんと可か愛わいらしいことを言ってくれる」

「……雅雪さま？」

　不快だったのではないのかと両目を瞬またたかせると、彼はおもむろに胸むな元もとに手をあてた。

　その仕草に、あ、と思う。

「おまえの想おもい、届いていた。──ありがとう」

　雅雪が柔やわらかに笑えむ。

　胸にこみあげてくるものを感じながら、茜は頭かぶりを振ふった。

「お礼を言われることなんてなにも……わたしにできるのは、それくらいしかなかったから」

「俺を信じてくれていたんだろう？」

「もちろん」

　変わらぬ微ほほ笑えみで問われ、間かん髪はつをいれず頷く。

「そのおかげだ」

「そんな、こと……」

　思いがけない感謝の言葉に、茜は返事に窮きゆうした。

　例の歌が雅雪の励はげみになったというのなら、嬉しくないわけがない。けれど、うまくいったのはあくまで雅雪自身の力だ。なにもしてないのに、とかえって当とう惑わくしてしまう。

　そんなおちつかなさを誤ご魔ま化かすように、茜は「あの……」と声をあげた。

「怒おこってたんじゃ、ないの？」

　不ふ機き嫌げんそうな様子から一転、こんな風に礼を言われたことも戸と惑まどいの一因だった。

「怒る？……あぁ」

　訝いぶかしげに雅雪の眉まゆがあがり、すぐに笑顔に苦く笑しようの色が滲にじんだ。

「さっきのはちょっとした意い趣しゆ返がえしだ」

「意趣返し？」

「おまえがここから見ているのを黙だまっていたことと──あの方たちに謀はかられていたことに対する、な」

　とはいえ、主上おかみと頭中将には礼を申しあげるべきだろうな。

　そう、独りごちるように続けた雅雪に、茜は小首を傾かしげた。

「謀られた……主上と頭中将さまに、ですか？」

「さすがにそこまでは知らなかったようだな。最後の主上の勝負の申し出、あれはあのお方と頭中将が仕組んだ、おまえを後宮から辞させるための策だったんだ」

「わたしを、後宮から辞させるため……」

　雅雪の言葉を反はん芻すうしていた茜は、脳のう裏りに甦よみがえった場面にじわじわと頰ほおが熱に染まっていくのを感じた。当の本人を前にして、今まで遠かった実感がようよう胸に迫せまってくる。

　そんな茜に目を細めながら、雅雪が「ああ」と首しゆ肯こうした。

「公おおやけの場での申し出に主上が頷かれた以上、俺たちの結けつ婚こんにもうだれも手出しはできない。左大臣にも、むろん内大臣にも」

　それは、有明がもはや茜自身にちょっかいをかけることはできない、ということでもある。

　茜が『左大臣の女むすめ』として雅雪との結婚が認められた以上、『彼女』が姿を消せば人々の口の端はにのぼらないはずがない。おのずと帝の耳にもはいることになり、必然左大臣も捜さがさないわけにはいかなくなる。

　偶ぐう然ぜん見み出いだされた母も知れぬ女がいなくなるよりずっと厄やつ介かいなことになるのが目に見えているからには、余計な火の粉を被かぶらぬ最善の方法はもはや静観以外ほかにない。

「主上と頭中将さまが……」

　茜は熱い頰を冷ますように手をあてながら呟つぶやく。

　どうしたら早急かつ円えん滑かつに茜が後宮を辞すことができ、なおかつだれにも邪じや魔まされず雅雪と結ばれることができるか──それを二人は考えてくれたのだ。

「──しかし、すべてはこちら次し第だいだったにもかかわらず、今し方聞かされるまで一言もおっしゃらなかったのだから、人が悪いにもほどがある」

「……では、お二方も雅雪さまを信じておられたんですね」

　でなくてはそんな計画ができるはずがない、と笑みをのぞかせた茜に、雅雪が虚きよを衝つかれたような顔つきになった。

「──それはどうだろうな」

　しばしの無言のあと、かすかに唇くちびるを吊つりあげた彼が、こちらへと手をさし伸のべてくる。

　むけられた掌てのひらに座ったままだったことを思いだした茜が手を預ければ、ぐいっと上へひかれた。あわせて立ちあがるが、ひっぱられる勢いが強すぎて、雅雪の腕うでの中へ飛びこむ形になってしまう。

「あっ、ごめ──」

　慌あわてて身を離はなそうとした茜だったが、逆に押し留とどめるように抱だきこまれる。

「まさ…っ」

「なにはともあれ」

　あげようとした咎とがめ声は、耳をかすめた囁ささやきに震ふるえて途切れる。

「これで正しよう真しん正しよう銘めい、俺のものだ」

「雅雪さま……」

　腕の中で顔をあげると、飢うえたようなまなざしと目があった。

　ゆっくりと近づいてくるそれに、半ば無意識に瞼まぶたをおとそうとした時だった。

「はいはい、そこまで。いつまでこんなところにいるつもりだい」

　ぱんぱん、と高く手を打つ音とともに朱貞の声こわ音ねが耳へ飛びこんでくる。

「！」

　茜はぎょっとして反射的に雅雪の身体からだを押し返していた。

「……頭とうの中ちゆう将じよう」

　唸るような響きとともに、拘こう束そくしていた腕が解かれる。力が弱まったところで、逃にげるように雅雪たちに背をむけた。

　──今、わたし、なにを……。

　口づけられる直前だったことに、またそれを見られただろうことに、さきほどの比ではない熱が一気に集まってくる。

「主上がお認めになった以上、もうだれも邪魔できはしないんだ。そうがっつかなくてもいいだろう」

「あなたがそれを言うんですか」

　暗に邪魔をされたと告げる雅雪に朱貞が、ははっ、と笑う。

「かわいい妹をそう簡単にはやらないということさ。──さて、いこうか。なかなか戻もどってこないとあやが心配しているころだ」

「あっ、はい」

　雅雪をいなしていた声が突とつ如じよこちらにむけられ、肩かたが跳はねる。

　鼓こ動どうと熱を鎮しずめようとしていた茜は、そろそろと背後の二人を見返った。「さあ」と促す笑顔の朱貞に、渋じゆう面めんを隠かくさない雅雪とともに従う。断れる雰ふん囲い気きでも、なにか言える空気でもなかった。

　早くでろと言わんばかりにあげられた御み簾すをくぐり抜ぬけようとした雅雪に、ふと思いだしたように朱貞が口を開いた。

「これでもう浮うわ気きなどできないね、雅雪。なにせ、茜どのとのことは主上公こう認にんだ」

　からかうようなそれに足を止めた雅雪が、肩かた越ごしにこちらを見る。どきりとして彼を仰あおげば、ふっとその唇が笑みを描えがいた。

　雅雪が朱貞の方へむき直る。

「むろん、望むところです」

「──だそうだ。なにかあったら、この兄に言うといい」

　こらしめてやろう、と笑う朱貞に目を丸くしたあと、胸にあたたかなものが広がるのを感じながら、茜もまた破顔した。
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「もういってしまうの？」

　ひどく残念そうな、寂さみしげな声に、自身の名残なごり惜おしさを隠して茜は「はい」と頷うなずいた。

「でも、結婚は年明けなのでしょう？」

　そんなに急がなくてもいいのに……と言外に告げる照子に、思わず苦く笑しようが零こぼれた。

「尚ないし侍のかみのお役目を辞すると決まったわたしが後宮にいると、ご迷めい惑わくになりますから」

　明日には宮中を退出することになっていた。だからこそ、こうして最後に挨あい拶さつをと麗景殿を訪おとずれたのだ。

「そう、ね……」

　嘆たん息そく交じりに呟いた照子も、自分の一存ではどうにもならないとわかっているのだろう。

　それでも寂しさが募つのるのは茜も同じだった。

「──茜」

『左大臣の女』ではなく『双ふた子ごの妹』としてかけられた呼びかけに、「女によう御ごさまっ」と咎める声があがるが、照子は無視して続けた。

「幸せになってね」

　短い、けれど想おもいのこもった祝福に、茜はこみあげてくるものをぐっとこらえた。

「──姉さまも。幸せをお祈いのりしています」

　どうしても歪ゆがんでしまう笑え顔がおの代わりに頭をさげる。

　二人とも、わかっていた。

　ここで別れたら、きっとお互たがい二度と会うことはないだろう。

　たとえ照子が里帰りをしても、そこに茜はいない。訪ねることもできない。

　それが『麗景殿女御』と『左大臣の女むすめ』の距きよ離りだ。

　──……だったら、最後は笑顔でなきゃ。

　気持ちをおちつけるように、深呼吸する。熱くなる目の奥に、ぎゅっと瞼を閉じた。

　長いような短いような静せい寂じやくのあと、茜はゆっくりと面おもてをあげた。

「じゃあ……元気でね」

　精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作った彼女に、照子もまた何度も頷いて涙なみだながらに笑みを浮うかべる。

　無言で視線を交かわし、茜は辞する言葉はかけずに立ちあがった。

　たとえもう会えないのだとしても、別れは言いたくない。

　照子も同じ思いだったのか、一いつ瞬しゆんひき止めるような仕草をしたものの、なにも言わずに去っていく茜を見送った。

　別れが辛つらくなるから、うしろは振ふり返らない。

　中と外を隔へだてる御簾をくぐり、簀すの子こ縁えんを足早に進む。

　そうして麗景殿から離れたところで、ようよう足を緩ゆるめると大きく息を吐はきだした。同時に緩んだ気に涙がこみあげてきて、すばやく目元を拭ぬぐう。

　──こんなとこあやに見られたら心配されるし。

　速度はおとしても足は止めないまま、ついてきてくれていたあやをそっとうかがった茜は、おや、と首を傾かしげた。

　なにやらそわそわとした様子で、しきりにあたりをうかがっているのだ。

「あや？」

　どうしたのかと名を呼ぶと、はっとこちらを見る。

「あ……申しわけありません。どうかしましたか？」

「ううん、なんでもないんだけど……」

　こんな気もそぞろな彼女は珍めずらしいと考えながら、思いついたことを口にしてみる。

「だれか、捜さがしてるの？」

「!?」

　あやがあからさまにぎょっとした顔つきになる。

「い、いえ、わたしは右う兵ひよう衛えの佐すけさまをお捜ししてなど…っ」

「──え、保秋？」

　保秋を捜していたのか、と今度は茜が目を丸くすれば、あやが慌あわてて袖そで口ぐちで口元を覆おおった。隠れていない顔の上半分に見る見るうちに朱しゆがさしていく。

「ち、違ちがうんです！」

　覚えのあるその狼ろう狽ばいぶりに、ぴんとくる。

　──もしかして、あやって保秋のこと……。

「……ねえ、あや」

「っ──さあ、参りましょう！　だれが見ているかもわからない場所で立ち止まっているのはいいことではありませんから」

　口を開きかけた茜を彼女らしからぬ強ごう引いんさで遮さえぎって、先を促うながしてくる。

　たしかにそのとおりなので素す直なおに歩みを再開しながら、茜はこっそりとうしろのあやを流し見た。気持ちをおちつけるように深呼吸を繰くり返している姿を微ほほ笑えましいと思うと同時に、つと眉まゆをよせる。

　──……そうだよね、宮中ここをでたら保秋とももう会う機会なんてないし。

　自分が最後にと照子の顔を見にいったように、あやもひと目姿だけでもと思ったのかもしれない。

　茜自身、世話になった保秋に挨拶をしたかったし、会わせてあげられないだろうかと思う。が、内大臣側の人間である彼を、蔵人くろうどの少将との結けつ婚こんが決まっている『左大臣の女』が呼びつけるのは差し障さわりがある。

　それでもどうにか……と思案していた茜は、ふと視線をあげた。

「……なんだか温うん明めい殿でんの方が騒さわがしくない？」

「本当ですね、なにかあったんでしょうか？」

　うしろのあやと顔を見合わせ、どちらからともなく足を速める。殿舎へと近づくにつれ、騒ぎの元は言いあいをしている男性二人だと気づく。──もっとも、言いあい、というよりは、一方的に怒ど鳴なっている、と言った方が近いかもしれないが。

「……でも、この声って」

　聞き覚えのあるそれに、知らず知らずのうちに足が小走りになる。「姫ひめさまっ」とあやが急いで追いかけてくるのを背中に感じつつ簀子縁を巡めぐっていくと、やがてあげられた御簾の前で押し問答をしているふたつの人ひと影かげが茜の目に飛びこんできた。

「やす……じゃなくて、頭とうの中ちゆう将じようさまに右兵衛佐さまっ」

「え──」

　意表を衝つかれたようにあやが立ち止まったのがわかったが、かまわず二人に近づいていくと、やあ、と朱貞が笑顔で片手をあげた。もう片方の手は保秋を摑つかんだままだ。

　その保秋はといえば、抵てい抗こうするように騒いでいたのとはうって変わって、諦あきらめた、というか疲つかれた顔でこちらを振り返った。

「──よお」

　げんなりしたような声にも心なしか元気がない。

「お二人揃そろってどうされたんですか？」

「……連れてこられただけだ」

「ここをうかがいながらうろうろしていたからね、ひっぱってきたんだ」

　茜の問いに、保秋と朱貞の声が重なる。

「……えっと」

　言っていることは同じだが、微び妙みようにずれている意味合いに双そう眸ぼうを瞬またたかせる。

「つまり、会いにきてくれたってこと？」

「……」

「そういうことだろうね」

　黙だまりこんだ保秋に、まったく素直じゃないね、と苦笑しながら代わりのように朱貞が頷く。反論しないということは、そういうことなのだろう。

　良い意味でも悪い意味でも変わらない幼おさな馴な染じみに、嬉うれしさと申しわけなさを感じながら茜は中へと促した。

「こんなところじゃなんだから、中へ」

「いや」

　だが、保秋は今度はきっぱりと首を横に振った。

「ここでいい。一言挨あい拶さつがしたかっただけだ。──達者でやれよ」

　なにがあってもオレはもう助けてやれないから、と独りごちるように続けた彼に、照子の時同様目の奥が熱くなる。茜は泣くわけにはいかないと目元に力をいれて、微笑みを返した。

「──うん。右兵衛佐さまも」

「ああ」

　つられたように笑みを浮かべ「じゃあな」と立ち去ろうとした保秋を、「右兵衛佐どの」と呼び止めたのは朱貞だった。

「おちついたら屋や敷しきに遊びにきてやってくれ」

「え？」「は？」と思いがけない誘さそいに茜と保秋の声が被かぶる。

「妹も馴な染じみの顔が見られれば嬉しいだろう。──あそこにいるあやもね」

　いたずらな笑みで告げて、朱貞はいまだ立ち止まったままのあやの方へ視線を流した。

「……」

　いまいち事態を把は握あくしきれていない保秋と、突とつ然ぜんのことについていけていないあやをよそに、茜は鋭するどいと舌を巻いた。

　──さすがは『今業平』……。

　男女の機き微びには聡さとい。いや、男女の仲にかぎらず人の心を察するのが上手うまいのだ。

　今の言葉はきっと、寂さびしさを覚えている自分のためでもあったのだろうから。

「……気がむいたら」

　ようやくなにを言われたか吞のみこんだ保秋が、ぼそりと呟つぶやき、そそくさと背中を返した。今度こそ足早に歩き去っていく。

「おぅ──あんたも元気でな」

「あ、はい、右兵衛佐さまもお元気で。……あのっ、ご迷めい惑わくでなければ、ぜひいらしてください。姫さまも喜びます」

「まあ、そのうち、な」

　やがて聞こえてきたそんなやりとりに、茜は朱貞とこっそり笑えみを交かわしあった。




　そうして名残なごり惜おしい別れを交わした茜こと『左大臣の女むすめ・夕子』は、明くる日、短い後宮生活を終え、内だい裏りをあとにした。
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　明けて翌年、そろそろ梅の花の便りも届きはじめた春の良き日、茜は婚こん儀ぎの時を迎むかえていた。

　今回は内大臣邸ていの時とは異なり、これぞ結婚という形で進んだ。

　雅雪との文ふみのやりとりにはじまり、日ひ柄がらの選定、新調された調度類に室内に施ほどこされた室しつ礼らい──そして、いよいよ迎えた当日。

　燈とう台だいひとつ灯ともされただけの薄うす暗ぐらい室内で、茜は小こ袖そでをまとってその時を待っていた。

　じり……と音をたてた灯ともし火びに、びくっと肩かたが跳はねる。

「なんだ……」

　音の正体に気づいてほっと息をつきながら、茜は緊きん張ちようのあまり小さな物音にまで敏びん感かんに反応してしまう己おのれに苦く笑しようした。

　この部屋に一人残された時から、心の臓は高鳴りっぱなしでおちつく気配もない。

　春とはいえ、まだまだ冷えこむこの時季、小袖一枚では冷えるはずだが、まったく寒さを感じなかった。

「今でこれじゃ、雅雪さまがきたらどうなるんだろ」

　気を失ってしまうんじゃないだろうか、とあながち冗じよう談だんでもなく思いながら、茜はすこしでもおちつこうと深く呼吸を整えた。

　そんな長いような短いような時がすぎたあと、かたり、と妻戸の鳴る音がして、茜はこくりと息を吞んだ。

　──きた。

　婚儀当日、新しん郎ろうは家の者とは顔をあわせることなく、新婦の待つ部屋へと忍しのんでくる。

「──茜」

　そう、こうやって……。

「ぁっ……」

　几き帳ちようのむこうから静かに姿を現した雅雪に応こたえようとするが、声が喉のどに張りついてうまくでてこない。代わりのように見上げた、ほのかな灯あかりに照らされた雅雪の顔がふっと苦笑を刻んだ。

「なんて顔をしている」

「……え？」

　よほどこわばった表情でもしているのか、夜具の方へと歩みよってきた雅雪が茜の前で片かた膝ひざをつくと、頰ほおへ手を伸のばしてきた。

　今まで寒さもなにも感じなかったのに、触ふれた指先の冷たさに茜は思わず身を竦すくめた。途と端たん、ひかれた手にはっとする。

「っ──がうの、今のは…っ」

「わかっている」

　冷たかっただけで嫌いやだったわけではないのだと告げようとしたところで、危き惧ぐしていたのとは違ちがう穏おだやかな声に止められる。

「おまえが嫌がっているとは思ってない」

「雅雪さま……」

　なんだかそれはそれで恥はずかしく、反応に困った茜はうろうろと目を泳がせた。

　そんな彼女に雅雪がすっと双眸を細めた。

「だが──ひとつだけ気にいらない」

「え？」

　さきほどより一段低くなった声こわ色いろに驚おどろいて視線を戻もどすと、灯火を映した雅雪の瞳ひとみがどこか剣けん吞のんにきらめいた。

　その変化に、恐おそれを感じるより、瞬まばたきするほどの間になにがあったのかと戸と惑まどう。自分はなにかしてしまっただろうか？

「雅雪、さま？」

「それだ」

「それ？」

　とは、どれか、と問うより早く、腕うでを強くひかれる。

「きゃ…っ」

　突然のことに体勢を崩くずした茜は、一いつ瞬しゆん身体からだが浮うきあがるのを感じた。直後、ひんやりとした感かん触しよくに包みこまれる。

　無意識に小さく身み震ぶるいしながら、状じよう況きようが摑つかめず茜は目を白黒させた。

「……今、の」

「──どうした、震えてるな。寒いのか」

「！」

　なにが起こったのかと周囲を見回そうとして、真後ろから耳を震わせた吐と息いき交じりの声に、鼓こ動どうが大きく跳ねる。

「こうすれば、すこしはあたたかいか」

　さらに囁ささやきが聞こえるなり腰こしに腕が回され、一層はっきりと大きなものに包まれるのを感じた。

「なっ……雅雪さま!?」

　そこでようやく茜は、自分が胡座あぐらをかいた雅雪の上に抱だきこまれるようにして座りこんでいることに気づいた。

　反射的にもがこうとしたところで、背後から伸びた手にするりと頰をなでられる。そのまま首を捻ひねるようにしてうしろをむかされた。

「いつになったら、その呼び方は改まる？」

「呼び方……？　あっ」

　眉み間けんに皺しわを刻んだ雅雪と無理矢理視線をあわせられた茜は、ようやく『それ』がどれか得心する。この期ごに及およんでまだ『さま』をつけて呼んでいるのが『気にいらない』のだ。

「これは、その……」

　だからといって『雅雪』とは呼べず、口ごもる。

　その茜の様子に、雅雪が眉間の皺を深くした。

「なにを恥ずかしがることがある。橘の右う兵ひよう衛えの佐すけのことは平気で呼んでいるだろう」

「や──」

　保秋は、と言いかけて、慌あわてて噤つぐむ。さすがにここで幼おさな馴な染じみを呼び捨てにするのはまずいことはわかる。

「──右兵衛佐さまは、小さかったころからだし」

　添そえられた手に顔をそらすこともできず伏ふし目がちになると、逃にげるのを許さないように顎あごを持ちあげられた。

「名は名だ、同じことだろう」

「そんなこと、言われても……」

　簡単に口にできるようなら、あの七夕の夜から──いや、端たん午ごの節せつ句くの時から呼んでいる。

　異性として意識しているのとしていないのとではこうも違うのだと、こんなところでも思い知らされる。

　雅雪、と呼ぶことを考えるだけで、顔が熱くなるのだ。面とむかって言えるようになるにはまだ時間が必要だろう。色々ありすぎて忘れがちだが、自分たちはまだ出会ってから一年もたっていないのだ。

　そう思うと雅雪も出会ったころとはずいぶん変わったと頭の片かた隅すみで逃とう避ひしつつ、どう切り抜ぬけようかとあたふたしていると、

「そういえば」

　不ふ穏おんな呟つぶやきが降ってきた。雅雪が薄うすく笑えむ。

　響ひびき同様の穏やかならぬ色を滲にじませたそれに茜は身み動じろぐが、彼に抱きこまれた状態では逃のがれる術すべもない。

「──敬けい称しようをつけるたび、口づけをもらう約束だったな」

「そっ、れは……」

　なでた吐息に、唇くちびるが戦慄わななく。

　忘れたふりをしていた『約束』を強制的に思いださせられ、かっと全身の血が沸わきかえる心ここ地ちがした。

「約束って、あなたが……！」

　勝手に、と続けようとした抗こう議ぎは、つとよせられた顔に声にならないまま霧む散さんする。

「前の時は、代わりに膝ひざを貸してもらったが……甘い顔をしていては、いつまでたっても直りそうもない」

「……っ」

　鼻先が触れあう距きよ離りに、茜はたまらず目を閉じた。が、それ以上熱は近づいてこない。

「──？」

　そろそろと瞼まぶたを開けば、焦しよう点てんもあわないほど間近からこちらを見つめるぬばたまの瞳があった。そこに楽しげな色を見て、はたと悟さとる。

　雅雪は七夕の夜、『おまえの方から』と言った。だから、触れあう寸前まで近づいてきながらも自分からはしてこないのだ。

　あくまでこちらから口づけるか、名を呼ぶしか、ない。

　追いつめるところまで追いつめて逃げられないようにしてから、自分から動かざるを得ない状況へ持っていった雅雪に、若じやつ干かんの憎にくらしさが湧わく。

　恨うらめしげに目に力をこめるが、彼の笑みは深まるばかりだ。

　茜は、うぅっと小さな呻うなりをあげた。

　選べと言われるなら、名を呼ぶ方を選ぶ。けれど、この状況で呼ぶのはなおさら恥ずかしさが増す。

　──あれこれ考えないで、呼べばよかった…っ

　多少どころでない後こう悔かいを覚えつつ、茜は震える唇を開いた。

「ま……」

　雅雪さま、と呼びかけるのと変わらないはずなのに、一音口にしただけでかあっと顔が熱くなる。目前の彼を直視できない。

「……さゆ、き」

　さま、をつけそうになったところをぐっと吞のみこむ。おかげでなんともたどたどしい呼び方になってしまったが、呼んだには変わりない。

　これでいいだろう、とうかがえば、雅雪は「ん？」と軽く首を傾かたむけた。

　呼びかけに対する返事──ではないだろう。現に、さっきまでの促うながす雰ふん囲い気きと変わりがない。いや、むしろ強くなっている気がする。

　──……気にいらない、ってこと？

「茜」

　すると、心を読んだかのように囁かれる。案の定、催さい促そくの響きを宿すそれに、ひかない熱を持て余しながら茜は再度口を開くはめになった。

「雅、雪……ぅんッ」

　直後、食くらいつく勢いで唇を塞ふさがれる。触ふれるだけではない、吐息まで奪うばうような深い口づけに、なす術もなく茜は翻ほん弄ろうされるしかなかった。

　わけあう熱と息のできない苦しさに、思わず伸のばした手が雅雪の袂たもとに触れる。すがりつくようにそれを摑めば、唇が離はなされた。

「ふ…ぁっ」

　だが、息を整える間もなく、角度を変えて再び塞がれた。

　与あたえられる熱さに煽あおられるように、身体の芯しんが熱を帯びてくる。息苦しさに頭がぼうっと霞かすんで、ただすがっていることしかできない。

　やがて、その手からも力が抜けるころ、ようやく口づけが解かれた。

　はあはあと荒あらく息をつきながら、茜はぐったりと雅雪に身を預ける。

　熱に溶とかされたように、身体に力がはいらない。苦しさにか滲んだ涙なみだで、視界が霞む。

「……ない、って……」

「なんだ？」

　呼吸の合間に零こぼした声に、雅雪が目を細めた。大きな手が耳元から顎までを包みこみ、こちらをのぞきこんでくる。

　たったそれだけのことに、肌はだがざわめく。

　茜は身を竦すくめるように身体を震わせて、「……から」と吐息交じりに言葉を絞しぼりだした。

「名前、呼んだら、しないって……」

　息も絶え絶えな非難に、雅雪がくつりと喉のどを震わせた。

「しないとは言っていない」

「な…っ!?」

　たしかに、そうだ。そうだが、だったらあの葛かつ藤とうはなんだったのかと目を見開けば、拍ひよう子しに転がった涙を拭ぬぐうように雅雪の唇が目め尻じりに触れた。

「──ゃっ」

　敏びん感かんになっていた肌におとされたそれに、ぞくり、と悪お寒かんにも似た感覚が走った。その感覚から逃れるように力のはいらない身を捩よじる。が──

「──それに」

　笑み声が囁ささやいたかと思うと、視界が回った。身体からだを一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんが包む。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいている間に、顔に影かげがおちた。

「今からなにをすると思っている」

　気がつけば茜は夜具に横たわり、こちらを見下ろすように雅雪が覆おおい被かぶさっていた。

「あ……」

　そう、今夜は結けつ婚こん初夜だ。口づけくらいで慌てふためいてなどいられない。いられないのだが──。

　おもむろに近づいてくる雅雪の顔に、茜はぎゅっと目を閉じた。鼓こ動どうが破れんばかりに胸を打ち、手足がこわばる。

　おちる影が濃こくなったのを瞼まぶた越ごしにも感じた時、

「……え」

　額に感じた感かん触しよくに、気の抜けた声が漏もれた。

　喉で笑う気配に薄うす目めを開けると、愛いとおしむようなまなざしをした雅雪と目があった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　頰ほおにかかった髪かみを払はらいのけるように彼の指が梳すき流し、こめかみに柔やわらかに唇が押しあてられる。

「だから、そんな顔をするな」

「──雅ゆ、」

　皆みなまで呼ぶ前に、今度は触れるだけの口づけが唇におちる。

「おまえはただ身を委ゆだねていればいい」

　わかったな、とわずかに離れた唇が囁くのに、茜は浮うかされたように顎あごをひいた。

　いい子だ、というように髪を梳いた手が首をなで、小こ袖そでの襟えりをなぞるようにしてあわせにかかる。

「あ……待って」

　か細くあげた制止に、雅雪が軽く眉まゆをあげた。

　茜は違ちがうのだというように緩ゆるく首を横に振ふると、灯ともったままの燈とう台だいへと視線を投げた。

「灯り……」

[image: ]

　火を映してばかりでなく目元を赤く染めながら呟つぶやいた彼女に、雅雪が頰を緩ませた。

「断る──と言いたいところだが」

　しかたがない、と身を起こすと、彼はついでとばかりにまとっていた装しよう束ぞくを脱ぬいでいく。

　その様をじっと見ているのもおちつかず、茜はそちらへ背をむける形で顔を背そむけた。

　しばらくして、衣きぬ擦ずれの音が止やみ、ふっと灯りがかき消える。

「──茜」

　柔らかに名を呼ぶ声とともに再び身体へかかった重みに、茜は静かに目を閉じた。







　翌朝、空が明るくなりはじめたころ、茜のもとに一通の文ふみが届いた。

　まだ夜も明けぬうちに、名残なごり惜おしくも仕し来きたりどおり辞していった雅雪からの、後きぬ朝ぎぬの歌だ。

　まるで我がことのように嬉うれしそうなあやに急せかされ、茜は昨夜の胸の高鳴りも鎮しずまらないままそっと文を開いた。




　飽かざりし　君がおもかげ　恋こいしさに　名残を愛をしむ　風のたよりに




　流りゆう麗れいな手で書かれたそれに、茜は面おも映はゆそうに隠かくしきれない幸せを滲にじませながら顔を綻ほころばせた。

　飽あき足りない思いで別れたあなたの面おも影かげの恋しさに、あなたの名残を運んでくる風さえも愛おしく思うことだ──ただそれだけの、凝こった技法もなにもない歌だ。

　けれど、だからこそ雅雪の噓うそ偽いつわりない気持ちが紙面から伝わってくる気がした。

　茜はあげたままにしてある御み簾すのむこう、庭に咲さきこぼれる白い花々へと目を細めた。

「──雅雪」

　胸に文を押しあてて、小さく囁く。

　そんな茜の脇わきを、まだ冷たい、しかしまぎれもない春の芳ほう香こうを含ふくんだ風がきらめくように吹ふき抜ぬけていった。







　あとがき




　こんにちは、岐き川がわ新あらたです。

　春からはじまり、一巻ずつ四季をたどってきた『平安うた恋語』も冬を迎むかえ、いよいよ茜たちの物語もクライマックスです。なかなかすんなりとはいかない二人の恋こいですが、最後まで楽しんでいただけたらと思います。




　これまでは形は変われど現代でも馴な染じみのある行事を扱あつかってきましたが、今回は馴染みが薄うすいどころか、ほとんどの方が知らないだろう『弓ゆ場ば始はじめ』なる年中行事をとりあげました。かくいう私自身、調べてみるまでどんなものか知らなかったという体ていたらく……。そんなわけで独自の解かい釈しやくやらアレンジがはいっていますので、あくまで作品世界のこととして雰ふん囲い気きを感じていただければと思います。




　お気づきの方もいるかもしれませんが、『平安うた恋語』は一巻は花、二巻は鳥といった具合に花鳥風月をテーマにしてきました。本当なら三巻は風だったのですが、どうしても七夕をとりあげたくて順番を逆に。さらには「月も星も天体仲間だよね」と拡大解釈（笑）。

　そして四巻で風をねじこみ、なんとか花鳥風月を揃そろえることができました。




　最後に、お世話になった皆みな様さまにお礼を。

　華はなやかなイラストで『平安うた恋語』の世界を彩いろどってくださった、このか様。

　どんな風に今回のテーマを描えがいてくださるだろう、と表紙のイラストが毎回楽しみでした。かわいい茜や雅雪を筆頭としたかっこいい男性陣じんを、ありがとうございました！

　担当様、いつも的確なアドバイスをありがとうございます。

　提案をいただかなかったら、自分からは和歌を扱った作品には手をださなかったと思います。大変でしたが、いい経験になりました。これからもよろしくお願いいたします。

　そしてなにより、ここまでおつきあいくださった方々にこの上ない感謝を。

　前述の花鳥風月を無事に揃えることができたのも、この作品を応おう援えんしてくださった読者の方のおかげです。茜たちを通じて平安の世界を楽しんでいただけたでしょうか？　そうでしたらとても嬉うれしいです。本当にありがとうございました。

　願わくは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように──。
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